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序 文
熊本市街を貫流する坪井川は、 流域住民に大きな恩恵、を与えていると

同時に、 雨期には幾度となく氾濫し多大な被害を与えております。

このようなことから、 熊本県土木部では昭和43年度から坪井川の改修

事業を策定し、 年次的に改修が進められております。

昭和49年、改修工事予定地域内に高橋南貝塚が新たに発見されました。

県土木部河川謀、熊本市教育委員会とも協議のうえ、事業の主旨に鑑み、

発掘調査を実施し、 記録保存を図ることにいたしました。

調査は熊本県教育委員会が実施いたしましたが、 ご理解とご協力をい

ただきました県土木部河川謀、 熊本土木事務所、 熊本市教育委員会をは

じめとする関係各位、 ならびに調査に対して指導・助言を寄せられま 片
た専門調査員の先生方のご支援に対して深く感謝いたします。

昭和53年3月31日

熊本県教育委員会

教育長 林 田 正 恒



例 -呈吾首

1 . 本書は 、 坪井川河川 改修事業に伴い 、

昭和50 ・ 51 年度に発掘調査を実施 し た 高

橋南貝塚の調査報告で あ る 。

2 . 本書の執筆は隈 昭志・松本健郎が行

っ た 。 ま た 、 専門調査員 の先生方 か ら の

玉稿を付論 と し て 上梓し た 。

3 . 掲載図 の 作成 は松本・上妻信寛・倉原

謙治・文化財収蔵庫員 が行 い 、 製図 は 松

本 が行った 。 掲載写真は 松本・ 白 石巌に

よ る も の で あ る 。

4 . 本書の 図版の遺物番号は挿図 と 対照番

号を付 し た 。 ( 1 - 1 → 第 1 図 1 ) 

5 . 本書の編集 は 、 熊本県教育委員会文化

課 が行っ た 。
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第1章 序 説

1 . 調査に い たる経緯

坪 井川 は鹿本郡植木町 の東南 に そ の源 を発す る 。南下 し て 途中阿蘇外輪山 か ら 西流す る 堀川

を 合 わ せ 、 熊本市 中 心部 を 南西 に貫流 し て 熊本城の 外堀 を 形成 し な が ら 、 白 川 と 平行 し て 西流

し 、 上高橋町で金峰山系の山岳地 (標高600-700m) を 源 と し て 南流 し た 井芹川 を 合せ て 、 有

明 海 に注い で い る 。 し か し 、 元来坪井川は井芹川 と と も に 白 川 に 合流す る も の で あっ た が、 熊

本城築城 に伴って 加藤清正 に よ る 大幅 な 改修事業、 そ の後細川忠興 に よ る 分流 な ど に よ り 人為

的 に 改 変 さ れて い る 。そ の た め 、 承応二年( 1653年) 、 元文元年(1736年 ) 、 寛政八年(1796年 ) 、

天保二年(1831 年 ) の 白 川 の洪水 に際 し て 相当 の被害を惹起 し て い る も の と 推定 さ れ る 。

そ の後 も 、 大正 3 年 ( 1914年) 、 同11年、 昭和 3 年、 同28年 、 同32年 に 大洪水 に 見舞 われて い

る 。と く に 、 昭和32年の 六・二六水害は、 熊本地方の 日 雨量 が 480mm に 達 し 、 熊本地方気象台

開設以来 の 記録 を 作った。こ の た め 坪井川上流では山津波 を 起 し 、 田畑の冠水等 、 家屋の 浸水

16， 300戸 に 達 し た。

坪井川 と 井芹川 の改修は、 昭和初期 に開始 さ れ て い た。坪井川は昭和 7 年- 11 年 、 内務省補

助工事 (中小河川 改修工事 ) で熊本市高橋町井芹川合流点 から 清水町 ま で 、 一方井芹川は昭和

6 年- 10年、 農 林省補助事業で飽託郡北部町北島 か ら 熊本市松尾町下松尾 ま で の 改修で あった。

し か し 、 改修事業 そ の も の が前述の と お り 昭和32年 の 出水実績 には遠く及 ばず、 大災害 と な っ

た た め 、 再度の 抜本的再改修の必要性が生 じ 、 昭和33年以来 実施 さ れて 来 た 改修事業 に 加 え て 、

昭和44年 8 月 「坪弁川 改修計画書J ( 熊本県) が提示 さ れ 、 以後改修事業 が始 ま った わ け で あ る 。

これ に伴って 、 高橋貝塚周辺 に つ い て 県土木部河川 課と 協議 を 行 い 、 昭和49年 3 月 20 日 、 熊

本土木事務所 、 文化課 、 熊本市教育委員会の 三者 で 、 現地 に お い て 確認 を し た。そ の後、 改修

事業の進捗状況 を み て 、 昭和50年 8 月 18目 、 上記三者で 、 具体的 な 調査内 容・工事 と の か か わ

り につ い て検討 し て 、 発掘調査 を 実施す る こ と に な った。

発掘屈 に つ い て は昭和50年 9 月 22 日 付 け 、 教文第403号で文化庁へ進達 し 、 昭和50年10 月 14 日

付 け 、 委保第 5 の2260号で通知書 を 受 け て い る o な お、 昭和47年 4 月 文化課 が設置 さ れ、 道路

や河川 の 新設、 改修事業 に伴う主 な 調査 には、 久玉城跡 ( 昭和47年・国道266号改良 ・ 牛深市) 、

江津湖苗代津遺跡 ( 昭和48年・江津湖波深・熊本市 ) 、 蓮花寺跡・相良頼景館跡 ( 昭和49年- 51

年・球磨川 改修・多良木町 ) 、 黒橋貝 塚( 昭和50年・浜戸川 改修・城南町 ) 、 沈目立山遺跡 ( 昭和

50年-51 年 ・ 県道宇土~ 甲佐線改良 ・ 城南町 ) 、 赤星福士・水溜遺跡 (昭和51年 ・国道325号改 良・

菊池市) 、 下城跡 ( 昭和52年-53年 ・ 国道218号改良・小国町 ) があ り 、 下城跡 に つ い て は昭和52

年度 に 試掘調査 を 終 り 、 昭和53年度 に 本格的発掘調査 を 実施す る 予定 で あ る。 ( 隈昭志 )
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2. 調査の組織
調査の組織及び調査関係者 は下記の と お り で あ る 。

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 田辺哲夫 ( 前 文化課長 )

境信三 郎 ( ク ) 

合志太助 ( 文化課長 )

調 査 総 指 隈 昭志 ( 文化課文化財調査係長 )

調 査庶務 前 田 利 郎 ( 前文化課長補佐)

河野宗忠 ( ク ) 

田 中 繁 ( 文化課長補佐)

松本 巽 ( 前文化課管理係長 )

望野正雄 ( 文化課管理係長 )

調 査 員 松本健郎 ( 文化課技 師) 緒方 勉 ( 文化課参事)

村上豊喜 ( ク ) 

上妻信覧 ( 前文化課技 師)

倉原謙治 ( 前 文化課調査員 )

白 石 巌 ( 文化課調査員 )

専 門 調査員 松本雅明 ( 熊本大学法文学部) 菊池泰二 ( 九州 大学理学部)

白木原和美( ク ) 木村幾多郎 ( 九州大学医学部)

工藤敬一 ( ク ) 斉藤林次 ( 熊本県文化財保護審議会委員 )

大迫靖雄 ( 熊本大学教育学部) 原 口 長 之 ( ク ) 

大津正己 ( 北九州郷土 史研究会)

遺物整理協力 上野辰男 ( 文化課主幹・収蔵庫) 山城仁 恵 ( 文化課嘱託・収蔵庫)

調 査 協 力 乙益重隆 ( 国学院大学) 鈴木 喬 ( 熊本市教育委員会)

亀井明 徳 ( 九州歴 史資料館) 東 光彦 ( 熊本市立博物館)

森下 功 ( 熊本市文化財保護委員 ) 富 田紘一 ( 少 ) 

島津義昭・丸山武水・松村道博 ( 以上県文化課)

河 川 課 米川信之 ( 熊本県土木部河川 課長 )

徳永康則 ( 熊本県土木部河川 課長補佐)

御 園文雄 ( 熊本県土木部河川 課維持係主幹)

加悦重利 ( 熊本県土木部河川 課維持係参事)

熊本土木事務所

専門調査員の先生方 か ら 、 発掘・整理報告に関 し て 指導 を 受 け た。 ま た 、 菊池・大迫・斉
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藤・大津・木村 の各専 門調査員 か ら 、 専門調査結果に関す る 玉稿 を い ただ き 、 本書に上梓 し た 。

遺物の 整理作業 は 、 熊本県文化財収蔵庫で実施 し た。ま た 、 悪条件の 中 、 調査作業員 と し て献

身 的 な 努 力 を 果 さ れ た 諸氏に、 と も に深謝す る 。 ( 松本健郎)

3. 調査の経過
調査は昭和51 年 3 月 初旬 に着手 し 、 現地調 査 を 終了 し たの は 6 月 末 で あ っ た。予算の編成

上、 3 月 末 ま で を 第 1 次調査 、 4 月 - 6 月 を 第 2 次調査 と し 、 そ の 聞 に 約 2 週間 作業 を 中 止 し

た が、 調査活動 と し ては一連 の も の で あ る 。

3 月 2 日 現地に調査事務所 ( プ レ ハ ブハ ウ ス ) を設置。松本 が調査 の た め の 具体的 な準備

活動 を 始め る 。

3 月 4 日 調査用器材等 を 調査事務所 に運搬。調査作業員 の手配 も 終 え 、 明 5 日 か ら の調査

開始 に備 え る 。

3 月 5 日 作業員 ( 9 名 ) も 現地集合。松本 が遺跡の概要 、 作業 に つ い て の 諸注意 を 行っ た 後 、

早速作業 を 始 め る 。第 百章1 で述べ る よう に 、 地形 に応 じ て 5m の グ リ ッ ト を 設定。排土等 の

関 係 から 、 D-6 、 D-7 区 か ら 掘聞 を 始め る 。表 採で青磁、 土 師器、 滑石製石鍋等 がみ ら れ 、

遺跡の 年代は中世 と 考 え ら れ る 。

3 月 6 日 - 13 日 D-6 、 D ー7 区はいずれ も 50-60cm で、砂層 と な り 、 遺物 も 近世陶磁 を わ

ず か に 出土 し た のみで あ る 。A-1 、 Bー1 、 C-2 区の掘聞 を 始 め る 。上記 3 区 ではすべて

に 貝層 が あ り 、 土器類 か ら み て 中世 に属す る こ と が確定的 に な る 。雨で A - 1 、 B-1 、 C -

2 区 が冠水 し 、 作業難行。代って Dー3 、 D-4 区 を 掘 開。

3 月 16 日 午前 9 時半頃 か ら 、 満潮 に て 水位 が上昇。調査区への浸水 が始 ま り 、 9 時50分頃

には完全に水没 し てし ま う。水深は70-80cm に 及 び、 午後 に なって よう やく干潮で水位 が下 が

った が、 掘聞 し た グ リ ッ ト はプール の よ う に水 を た た え 、 現場一帯は水分の た め 調査不能。 こ

の よう な 状態 が 3 月 21 日 ま で続 き 、 調査活動は中 止。以後約 2 週間 お き に訪れ る 大潮時には冠

水 し 、 3 - 5 日 間は調査不 能。

3 月 19 日 九州大学医学部・木村氏 、 専門調査の た め 来訪。

3 月 下旬 掘開途中 の グ リ ッ ト の排水の後、 掘聞 を続 け る 。遺物は貝 層 ( 9 層 ) と そ の直下黒

褐色土 ( 10層 ) に 包 含 さ れ、 青 灰色粘土層 ( 11層 ) は無遺物で あ る 。A-1 、 A-2 、 B -1 、 B

-2 、 C - 2 、 D-6 、 D ー7 区は掘聞 を 終 る 。こ の間 、 専門調査員松本雅明 、 白木原和美、

工藤敬 一、 原 口 長之 、 斉藤林次 、 菊池泰二氏 ら 来訪。調査 に つ い て の指導助言 を 受 け る 。

3 月 30 日 遺物・調査器材類の整理 、 調査再開 ま で の調査地の保全措置 を と り 、 第 1 次調査

を終了。
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3 月31 日 遺物・調査器材類 を 一応撤収 し 、 早速第 2 次調査につ い て の協議を進 め る 。

4 月 18 日 第 2 次調査開始。 A-3、 A-4 区から掘聞 を 始 め る 。 こ の 両 区で は北側に は 貝層

が主忍められ な い 。

4 月 中旬 天候に も 恵 ま れ、 調査 が進 む 。 B -3、 C -3 区 も 掘聞を始 め る 。 下駄等の 木製品

の 出土 も 多く、 作業に は神経 を つか い 、 出土品の保存 も 大変で あ る 。

4 月 下旬 C -3 区に石列 が現 われ る 。 松本 は塚原古墳群報告書作成作業の た め 、 代 わっ て

技師・上妻信寛 が調査 を 担当 す る 。 4 月 29 日 より 5 月 5 日 ま で、 飛び石連休 の た め現場作業 は

中断す る 。

5 月 6 日 作業再開 。 C -3 区に現われ た石列 を 追 い か け 、 B -4 、 C -4 区 を 掘開 。 C -4

区に石列 がのび る 。 大潮 ご と に冠水 し 、 排水 が大変で あ る 。

5 月 中旬 B-4 、 C -4 区 と も 貝層が厚く掘聞に手間 ど る 。 つ づ い て A-5 、 A-6区 を

掘開 し 始 め る 。 A-6区には わ ず かに貝層がみ ら れ る の み で 、 貝塚の 西限がつ か め る 。 A-6 "

A-5 区に近代の 井戸 の 下部 が現われ、 湧水に悩 ま さ れ る 。

6 月 上旬 B-5 、 B -6区の掘開。 Bー5 区 を中心 と す る 地域は最 も 貝層 が厚く、 約80cm

の純貝層 がみ ら れ る 。

6 月 中旬 掘開作業 を 終 え 、 調査終了 に 向 け 、 実測・撮影等 を 行う。 松本 も 調査に復帰 し 、

さ らに調査員・倉原謙治 も 調査活動に従事す る 。

6 月 下旬 降雨の た め現場 が冠水 し 、 4 日 間 作業 を中断。 し か も 、 露 出 し て い た 石列 が崩壊

し たり土砂に埋没 し たりで実測 を 断念 し た が、 そ の他の作業 は す べ て 終了 し た 。

6 月30 日 出 土遺物、 調査器材 を 撤収 し 、 4 カ 月 におよぶ現地調査 を 終了 し た 。 ( 松本)
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遺跡の位置と環境第E章
遺跡の 位置 と 自 然環境 (第 1 ・ 2 ・ 3 図)1 . 

熊本市街の 西郊に金峰山 (標高665m) があ る 。 別名 をーの岳 と 呼ばれ、 県民に親 し ま れて い

る 。 高橋南貝塚は金峰山め南の 麓 、 熊本市高橋町上高橋の坪井川右岸 の河川敷に所在す る 。

金峰山は 、 周辺の山塊 と と も に金峰火山群 を 形成す る 。 北に連 な る 二の岳 (標高685 .4m)
註 1

三の岳 (標高684m) も そ の一群で あ る 。 金峰 山 はト ロ イ デ と も カ ルデラ と も 言 われ 、 周辺の火

山群 と と も に古琉球火山帯 ( 新第三紀末~ 第四紀) の 活動の産物 と 考 え ら れて い る 。 阿蘇溶結

凝灰岩が、 金峰火山群の一部 を 覆って い る と こ ろ か ら 、 金峰火山君主は阿蘇カ ルデラより も 古い

と 考 え ら れて い る 。

金峰山麓 は 果樹園 の造成 が進み 、 東部斜面 は柑橘類 ・ ブ ド ウ ・ ナ シ が 多 い 。 西側斜面の河内・

天水地区は柑橘類が中心で、 温州 ミ カ ン の一大産地 と な って い る 。
註 2

金峰山項 から は 、 東に熊本市街 か ら 遠く阿蘇の連山 を 望 み 、 西の眼下に は有明海が広 がり、

か な たに島原半島が横た わ る 。 南の 直下には坪井川 、 さ ら に南に 白 川 、 緑 川 が流れ 、 広大 な 熊
註3

本平野が展開 す る 。

熊本平野 は 四 方 を山に固 ま れ、 盆地状の地形 を 呈 し 、 気候 も 内陸性気候に近 い 。 平野 は 熊本

市の東部の洪積台地 と 、 白 川 ・ 緑川 を 中心 と し た 河川 堆積によって 形 成 さ れた沖積低地に二分

さ れ る 。 熊本市街の占地 も 、 白 川 の扇状地状の砂堆上に あ る 。

熊本平野の 西方海岸地域 は 、 白 川 ・ 緑川 の堆積作用 と いう好条件に恵 ま れ、 干拓地 も 多 い 。
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坪井川 は 熊本市の北方、 合志台地の 西部に

源 を 発 し 、 熊本市街壱貫流 し 、 熊本駅の南で

西に折れ、 金峰山の 南 麓沿 いに西流 し て 有明

海に流入す る 。 そ の問、 上高橋で井芹川 と 合

流す る 。 高橋南貝塚は、 坪井川 ・ 井芹川 の合

流点の下流約170mに位置する。

高橋南貝 塚の対岸に独立丘陵の城山 (標高

熊本県
50. 3m)があり、 そ の 西斜面に高橋稲荷神社

が鎮座す る 。 日 本五大稲荷の一つに数 え ら れ、

( 松本)2 月 の初午の 日 は盛況 を 呈す る 。

註1. カルデラ説には次のものがある。

遺跡の位置第1図
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岩本政教他『熊本県の地理』日本地理集成田、

昭和39年。
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蹴互一徳「金峰カルデラJ 熊本の自然』所収、 熊本日日新聞社、昭和52年。

松本唯一「風土J r熊本県史・総説論』所収、熊本県、昭和40年 はトロイデ説をとっている。

註2. 長崎・佐賀・福岡・熊本の各県にまたがり、約l，696km2o海図では島原海湾と記載されているが、

一般には有明海と呼ばれている。

註3. 筑後平野に次ぐ九州第二の平野で、 一大穀倉地帯をなしている。 面積約775km2o

2 . 遺跡 の歴史的環境(第3図)

金峰山の山麓には各時代 の遺跡 が点在す る 。 中で も 南麓 は 、 熊本市で 最 も 遺跡の密度の 高 い

地域の一つに数 え られ る 。 こ の南麓には大 小の丘陵 が発達 し 、 こ れらの丘陵の項部、 斜面、 裾

部に多くの遺跡 が所在す る 。 こ の地域の遺跡 を 年代的にみ る と 、 先土器時代 の 遺跡 は現在の と

こ ろ確認 さ れて おらず 、 縄文・弥生・古墳・古代・中世 と 続く が、 と く に 古墳 が多くみられ る 。

縄文時代
縄文時代 の遺物 を 出土 す る 遺跡 は 、 千原台遺跡の他、 高橋周辺に 2 ・3 の遺跡 が知られ て い

註1
る 。 最 も 注 目 す べ き は 高橋貝塚で あ る 。 金峰山南麓の丘陵南端に位置 し 、 カキ・ハ イ ガ イ ・ハ

註2

マ グ リ を 主体 と す る 貝 塚で あり、 かつて 土器・磨製石斧・人骨数体 が出土 し た と 伝 え ら れ る が、
|匙 3

詳細 は不明 で あ る。 出土 し た 土器から、 年代 は縄文中~後期 と 考 え られ て い る 。 現在民家や道

路の 下に なり、 ほ と ん ど壊滅状態 で あ る 。

高橋貝 塚の周辺に浦田 坂遺跡・高坊遺跡 があり、 磨製石斧やすり石 等 が出土 し て い る が、 実

態 は不明 で あ る 。
註4

島崎町・千原台遺雌 は 、 昭和24年に東光彦氏によ る 発掘 が実施 さ れ た 。 こ の地域の縄文時代

遺跡で は最大規模の も の で あ る 。 少量の押型文土器 を 出土 し 、 こ の地域の 最古の も の で あ る 。

三万田式・御 領式・黒川式等、後晩期の土器 を 多量に出土 し 、 磨製石斧・打製石斧・石鍛・石

錘・石包等、 石器類 も 多 い 。 ま た 、 部分的に竪穴住居祉が確認されて い る 。 ま た 、 量 は 少 な い

が、弥生式土器 (後期) 、 土師器・須恵器 も 出土 し て い る 。 こ の遺跡は、 宅地化の た め 昭和25年

頃 ま でに消滅 し た 。
註5

千原台遺跡の 近く の 石神原遺跡から、 弥生 時代・古墳時代 の 土器・石器 と と も に、 磨製石斧・

打製石斧・石鍛・すり石等の縄文後晩期の石器群 が採集 さ れて い る 。 昭和 初期に採集 さ れた も

の で あ る が、 こ れに対応す る 土器 が見 い 出 せ な い 。

弥生時代
弥生時代前期の遺跡は こ の地域では確認 さ れて お ら ず、 中期 も 石神原遺跡の中に中期の 土器

が若干含 ま れ る 程度 で あ る 。

弥生後期に な る と 遺跡数 も 増 え て く る 。 石神原遺跡では中期か ら 後期 に か け て の 土器 が多量

に出土し、 護措 が知 ら れて い る 。 確認されて い な い が、 住居右上 も 存在す る 可能性 が大 き い と 指
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第1表 周辺遺跡一覧表(第3図対照)

番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名

1 平 山 遺 跡 12 御 坊 山 遺 跡 23 高 橋 貝 塚 34 花 岡 山 石 棺群

2 平 山 廃 寺 13 金 子 塔 24 高 橋 南 貝 塚 35 3El弘司Jf-;f霊
3 西 竹 洞石 棺 群 14 百(初塚期池 遺辺寺)跡25 城 山 古 墳 群 36 石 塘 遺 跡

4 小 林 石 棺 群 15 二 本 松 古 墳群 26 品橋稲荷山石棺群 37 万 日 山 古 墳 群

5 上 松 尾 城 跡 16 皆 代 古 墳 群 27 Uゅうしげ山古墳 38 春 日 町遺 跡

6 千金甲 古 墳 群 17 堂(初床期池辺 遺寺跡) 28 中 代 遺 跡 39 飽 田 国 府 跡

7 高 城 山 古 墳 群 18 後 期 池 辺 寺 跡 29 高野辺 田の洞仏 40 世 安 池 田 遺 跡

8 千 金 甲 貝 塚 19 二 軒 小 屋 古 墳 30 石神原 遺 跡 41 道 城 方 遺 跡

9 北内潟県塚参考地 20 高 坊 古 墳 31 千 原 台 遺 跡 42 南 新 宮 遺 跡

10 権現 平 古 墳 群 21 高 坊 遺 跡 32 戸 坂 遺 跡 43 平 田 遺 跡

11 楢崎 山 古 墳 群 22 浦田 坂 遺 跡 33 新 馬 借遺 跡

註 6

摘さ れて い る 。
註 7

戸坂遺跡、は、 標高20-30mの台地上 に立地 し 、 弥生終末期 を 主 体 と す る 遺跡 で あ る 。 住居祉

が あ っ た も の と 考 え ら れ る が、 採土工事等 に よって遺跡は消滅 し て い る 。
註8

戸 坂北原遺跡では、 採土工事に伴っ て 内行花文鏡の破片 が採集 さ れ て おり、 一緒 に採集 さ れ

た 土器か ら 、 弥生終末期 と 考 え ら れて い る 。 鏡片は全 体の約 台程で 、 破片 の 一辺は鋭く研磨さ

れて おり、 所謂鏡片 加工の一例で あ る 。

ま た 、 中代遺跡は沖積平野の微高地 に あり、 立地的 に 特異 な 遺跡で あ る 。 弥生後期 を 主 体 と

し 、 土師器 ・ 須恵器 を 出土 す る と い う が、 詳細は不明で、 あ る 。

古墳時代
古墳 時代 の集落祉では、 石神原遺跡 に古式土師器の一群があり、 住居杜 に 伴 う も の と 考 え ら

註 6

れ て いる。 そ の他、 土師器 ・ 須恵器 を 出土す る 遺跡は点 々 と 存在す る が、 的確 に把握さ れた も

のはな い 。

古墳 時代 の遺跡は古墳 (群) が圧倒的 に 多く、 一大群集地 を 形成 し て い る 。 古式の も の は 少

な く、 後期 に 属 す る も の が多 い 。

熊本駅の北西の花岡 山 に 一群 があ る 。 花岡 山 (標高133 m ) の 山頂か ら 東側斜面 に か け て 、 7

基 の箱式石棺群が知 ら れ て い る 。 3 号石棺 の近く か ら 、 石栓を し た土師器壷 が出土 し 、 中 に は

勾玉(2) ・ガ ラ ス玉 (22 ) ・赤色 ガ ラ ス玉(1) ・ 碧玉 製管玉(1) が収 め ら れて い E: 7 号石部昭和43年

年、 富 田紘一 ・ 坂本経昌 ・ 島漆義昭氏 に よ っ て 調査 さ れ、 2 体の人骨 を 出 土 し て い る 。

花岡山か ら 東南 に 派生 す る 万 日 山 に も 数基 の 古墳 が あ っ た が 、 明治 ・ 大正 ・ 昭和に か け て破

壊さ れ た も の が多 い 。 そ の 中 で 、 昭和3 6年、 乙益重隆氏 に よ っ て 調査 さ れ た 万日山 古義弘実態

が明確で あ る 。 直径約18m、 高 さ 約 4 m の円墳で 、 切石 に よ る 整美 な 横穴式石室で あ る 。 鉄万
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片(2 )・鉄銭信 )・金環(1 )・須 恵器部片( 1 )・脚付査(1 )等が出土 し 、 7 世紀前 半 の 年代 が与 え られ て

い る 。
註12 註13

花岡山の東南端の丘陵・北岡神社境内に、 北岡神社境内古墳 と 北閥横穴群があ る 。 北岡神社

境内古墳 は、 明 治25年に発 見 さ れ、 大正11 年に再調査 さ れた 。 3 区に 区分 さ れた 特殊 な 構造の

石棺 を 有 し 、 鳥文鏡(1 )・勾玉(1 )・鉄器・人骨 2 体 が出土 し て い る 。 北岡横穴群は、 北岡神社の

南側崖面に あ り、 明 治時代に金環・勾玉・鉄鍛類 を 出土 し た と いう。 す でに消滅 し て 現存 し な

しミ。

高橋町 の 一帯 に 古墳 の 一群 が あ る 。 二軒小屋古墳・高坊古墳・小松山古墳群・二本松古墳群・

堂 の 園 古墳・皆 白 古墳群 が一連の山麓線に あり、 高橋稲荷の鎮座す る 城山には 城山古墳群・高

橋稲荷山石棺群 が あ る 。 こ れらの 古墳 は戦後、と くに果樹園造成等で破壊消滅 し た も の が多 い 。
註14

二軒小屋古墳は も と 2 基 あっ た と いう が、現存す る の は 1 基で あ る 。 円墳で、直径約15 m、 高

さ 約 5m。 全 長約8 .5m、玄室の奥行 4 m、幅3 .9mの横穴式石室 が閉口 し て い る 。 安山岩 の割

石・自 然石 で構築 さ れ、 奥壁に沿っ て 石屋形 があ る 。古く から閉口 し 、 遺物等は知られ て い な

し=。
註15

高坊古墳 は破壊汐著 し く、 横穴式石室の一部が残 さ れて い る にす ぎ な い 。
註 16

小松山古墳群 は円墳 ( 1 号墳) と 数基の箱式石棺 から構成 さ れ る が、 昭和 41 年に果樹園造成

で消滅 し た 。 1 号墳 は 直径約15mの円墳で、 内部主 体 は横穴式石室で あ る 。 玄室 は 方形 プラ ン

で、 長 い 羨道 がつく。 調査時、 す でに大 き な 破壊 を 受 け て い た が、 管玉・須恵器等 が 出土 し 、

築造の時期 は 6 世紀初頭 と さ れて い る 。 2 号石棺 は昭和41年に果樹園造成中に出 土 し 、 長辺 の

両側壁 を 小口積に し た 石棺で あ る こ と が確認 さ れて p る 。

二本松古墳群 は円墳 5 基 と 箱式石桔 4 基 から な る 。 円墳 は か なりの急斜面に築 かれ、 直径 が

10m前後の小型の 古墳で、 あ る 。 第 1 ・ 2 号墳の 内部主 体は横穴式石室で あ っ た こ と が確認 さ れ

て い る が、 昭和 41 年 の 果樹園造成 によって 消滅 し た 。
註18

堂の 園古墳 は、昭和 42年、 果樹園造成中に発 見 さ れ、小松山 2 号石棺 と 同様 な小口積の箱式

石棺が確認 さ れ、 鉄剣(1 )が出土 し て い る 。 ま た、 こ の近く から、 桃畑の追肥中、 須 恵器等が出

土 し 、 熊本市教育委員会によ る 試掘 が実施 さ れて い る 。 試掘 の結果、 土師器・須 恵器・鉄器等
註 19

が出土 し た 。 遺構 は確認されて い な い が、 出土 品の組合せ は古墳の副葬品に類似 し 、 す でに破

壊 さ れ た 古墳 が存在 し た 可能性 が大 き い 。
註20

皆代 古墳群 は、現在 は半壊状態の横穴式石室 が 1 基遺存す る にす ぎ な い が、 乙 益重隆氏によ

れば、昭和 34年頃 ま で は 数基の円墳が群集 し て い た と い う 。

城山 は最高点 50. 3mで、 金峰山南麓 と 城山 の聞 を 坪井川 が流れ、 独立丘稜 と な って い る 。 こ

の城山 に は 2 箇所の頂部 が あ り、東 を 「城山J ( 50. 3m)、 西 を 「 と き の声J (46m ) と 呼んでい る 。

こ の丘陵の城山に城山 古墳群、 と き の声に高橋稲荷山石棺群 が あ る 。 日 本五大稲荷 と し て 著 名

10 



な 高橋稲荷 は 、 と き の声 の 西斜面に位置す る 。
註21

城山古墳軒 はーの塚・二の 塚・三の塚の 3 基 の円墳から な る 。 ーの塚は直径約40m 、 高さ5 .6

mの円墳で、 内部主体 等は不明で あ る 。 こ の地域で最大級の古墳で あ る 。 二 の 塚 は 墳正 の周囲

が削られて い る が、 現存直径17m、 高 さ 2 .9m を 測 る 。 大正時代に発掘 さ れ た が、 詳細 は不明で

あ る 。 三 の 塚 も 墳丘 はか な り削られ、 上部の 壊れ た横穴式石室 が残 る 。 割石小 口 積、 単室の横

穴式石室で 、 奥壁に沿って 石屋形 を 設 け る 。 玄室の プラ ン は ほ ぼ方形で、 金環(2 )・直万片・馬

具?片 が熊本市立博物館に収蔵 さ れて い る 。

高橋稲荷山石棺群は、 と き の声に点在す る が、 現在はほ と ん ど残って い な い 。 昭和37 年-38

年、 熊本市水道局の上水道配水池建 設で も 数基の箱式石棺が出土 し た と いう。 ま た 、 高橋稲荷

神社の境内 の 工事で も 石棺が破壊 さ れ て い る 。 現在、 裏 山 の遊歩 道横の崖面に半壊 し た 箱式石

棺 が 1 基残って い る にす ぎ な い 。 ただ注 目 す べ き は、 高橋稲荷神社付近 の 箱式石桔からの出土

品 と し て 、 内行花文鏡・滑石製勾玉 が熊本大学資料館に保管 さ れて い る 。

高城山・楢崎山の周辺に も 古墳の一群があ る 。 円墳23基、 箱式石棺17基から な る 。 千金甲・

高城山・績崎山の 3 支群 に 分 かれて い る 。
註22 註23

こ れ ら のう ち 、 千金 甲 古墳群 に つ い て は、京都大学の 調査・報告以来、 著 名 な 装飾古墳 と し

て 知られて い る 。 高位の も のから第 1 - 5 号墳 と 呼ぶ が、 京大報告で は 第 1 号 を甲号、 第 3 号

を 乙 号 、 そ の他 を丙 号 と し て 紹介 し で あ る 。 第 1 号は円墳、 内部主体 は安山岩の 割石小口積の

横穴式石室で、 凝灰岩の 板石で石障 を めぐらす。 こ の石障の 内 壁に著名 な 装飾文 ( 同 心円・靭

等) か施 さ れ て い る 。 羨道部 は埋没 し て い る が、 玄室の プラ ン は 方形で、 単室で あ る 。 3 号墳

(京大報告の乙 号 ) も 円 墳で、 全長約 6 .2mの横穴式石室 を 内部主 体 と す る 。 玄室の プラ ン は逆

梯形で、 奥壁 に 沿っ て 石屋形 を 設 け る 。 1 号墳 と 同 じ く装飾古墳で あ る 。 2 号墳 は 1 号墳 と 3

号墳の聞 に位置す る 円墳で、 内部主 体 は割石小口積の横穴式石室。 石室全長5 .7m、玄室の奥行

304m、 幅3 .5m の 方形 プラ ン で、 奥壁 に沿っ て 石屋形 を 設 け る 。 4 号墳 は 石桔で、京大報告 に

は確認 さ れ て い る が、 現在 は 見 当 ら な い 。 5 号墳 は墳丘 が失 わ れ、 横穴式石室 が露呈 し か け て

い る 。 安山岩の 割石 と 塊石 を 併用 し た 石室で、 玄室奥行2 .5m、 幅2 . 1m、 羨道 は埋没 し て い る 0

�壁 に沿っ て 石屋形 が あ る 。
詑24

千金甲 古墳群 の 東方 に 高城山古墳群 があ る 。 円墳 9 基 と 箱式石棺13基が確認され た が、 破 壊

消滅 し た も の が多 い 。 工事中 に 発見、 調査 さ れ た 3 号墳は、 直径約15m、 高 さ 2 m以上 あ っ た

も の と 思 わ れ、 舟形石棺、 箱式石棺各l 基 を 埋蔵 し て い た 。 舟形石棺 は 全長2 .37m、 壮年前期

の女性骨l 体、 方格規矩鏡・ 万子・繊維類 が副葬 さ れ て い た 。 箱式石棺 は舟形石棺 か ら 約60cm

は な れ、 ブル ドーザー に よ る 破 壊 が著 し く 、 男性骨l 体分 が わ ず か に遺存 し て い た に す ぎ な い 。

そ の他 の 古墳 に つ い て は充 分 な 調査 が行 わ れ て お ら ず、 消滅 し た も の も 多 い 。
註25

高城山古墳群の さ ら に 東 に 槍崎山古墳群 があ る 。 箱式石棺 3基 と 円 墳10基が確認 さ れ、 箱式
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建26
石棺1基 と 円墳 2基 が発掘調査 さ れ た 。

1号箱式石棺 は 昭和 43年調査。 粉状に なっ た 人骨片の他、 内反りの太万(1 )・鉄剣但)・万子( 1)

が出土 し て い る 。

円墳につ い て は同 U く昭和43年、 乙益重隆氏等によって 5号・7号の発掘 と 他 の 古墳 の測量

等 が実施 さ れた。 5号墳 は 直径約17m、 高 さ 約2 .5m。 石室の上部 は破 壊されて い る が、 隅丸 方

形 プラ ン の横穴式石室 ( 単室) を内部主体 と す る 。 遺物 と し て 多数 の鉄器・鉄製品 と 玉類 が あ

る 。 7 号 墳 は 墳丘 の一部を削られて い る が、 直径約15m、 高 さ 4 - 5 mの円墳で 、 横穴式石室

を内部主体 と す る 。 割石小 口積の石室 は 、 上部を破 壊 さ れて い る が、 奥壁に沿って 石屋形 が遺

存す る 。 す でに盗掘を受 け て い た が、 玄室から人骨の他、 金環(1 )・須恵器片(4)が出土 し て い る 。

金峰山の 南西麓に も 2 群 の石棺群 が知られて い る 。 い ずれ も 丘陵先端近くに立地す る 。
経27

西竹j同石棺群 は箱式石棺 2基かs な る 。 昭和43年、 熊本市立博物館によって 調査 さ れて い る 。
詮28

小林石棺群 は 石蓋土壌墓1 基 ( 1 号) と 、 箱式石棺3基から な る 。 l号 ( 石蓋土墳墓) は土

墳の長 さ 1 .15m、 幅40cm 、 蓋石 は数枚の 板石を使用 し て い る 。 2 号・3号石桔は一部を破 壊 さ

れて い る が、 2 号石棺から鉄剣( 1) 、 3 号石棺から鉄剣( 1)、 万子( 1) が出土 し て い る 。

奈良・平安時代
こ の時代 の遺跡 は数 こ そ 少 な い が、 古代 史上に重要 な位置を占 め る も の で あ る 。

飽田国府 は 、 熊本市二 本木町に比定 さ れて い る 。 塔の心礎や布 目 瓦 、 土師器・須 恵器等が出

土 し 、 古府中・在庁邸・車屋敷・宮寺等の地名が残って い る 。 松本雅明氏により数次の調査 が

実施 さ れて い る が、 全容は 明らかで は な い 。 肥後の国府は三時期 が考 え られており、 松本氏に

よれば、 当初益城郡 (益城国府) に おかれて い た が、 8 世紀半ばに託麻郡 (託麻国府) に移 さ
註29

れ、 さ らに 9 世紀半ばに洪水によって 飽田郡 (飽田国府) に移 さ れ た と さ れて い る 。 こ れに対
越30

し で は木下良氏の反論 が あり、 託麻国府→益城国府→飽田国府の 変遷を提唱 さ れ た 。

池辺寺跡は、 金峰 山 の東南麓に所在す る 古代寺院跡で あ る 。 r続 日 本紀」 によ る と 、 和 銅 年

間 (708 -714) 、 肥後 の国司に道君首名 と いう人 がい て、 味生池 と いう濯概用水池を開削 し た と

いうo こ の 池 の 近くに あ っ た と こ ろから池辺寺の 名 が生 ま れ た と い われ る 。 昧生の 池 は 加藤清

正によっ て 埋立られ、 水固化 さ れ現存 し な い 。

従来、 池辺寺跡 は 、 池上町の妙観山 の尾根付近 と 考 え ら れて い た が、 こ れに疑問をい だ き 、

新説を提出 し た の は松本雅明氏で あ る 。 松本氏 は、 従来誤読の 多かっ た 「金子塔」の 解読に成

功、 さ らに 「柿ノ木ピラJ ( 別称 「堂床J) 付近からの布 目 瓦出土に着 目 し 、 初期池辺寺の一端を
註31

明らかにされ た 。

さ らに乙 益重隆氏は、 松本説を踏 ま え て 、 「百塚」地点 な ど周辺遺跡の調査成果を提示 し 、 「百

塚」地点、を初期池辺寺の根本中堂 と 比定 し 、 「堂床」には池辺寺に付属 し た 三重塔を中心 と し た
註32

遺構 が あ っ た も の と して い る 。
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註33

こ れ ら を 総合す る と 、 初期池辺寺は、 平安時代、「平」の 集落付近 の自然地形 を 利用 し て 建立

さ れた山岳伽藍配置 の 寺院で、 室町初期以降前記の妙観山付近 に 移っ た も の と 考 え ら れ る 。
盤34

こ の地域の数少 な い 生産遺跡 に、 高橋町・石阿弥陀須恵器窯跡 が あ る 。 正確 な 調査 は 行 わ れ

て い な い が、曹・壷・高邦等 が出土 し て お り 、 奈良時代 と 考 え ら れて い る 。

中 世
中世遺跡は顕著で は な い 。 発掘調査 が実施 さ れ た の は 高橋南貝 塚が最初で、 今後 の 課題 と な

ろう。
註35

中世城 と し て、 前記 「 と き の声」 に あ る 上代域社、樋崎山の 中腹 に楢崎域社、 松尾町 に上松

尾城祉、 平山 に俗 に 「城山」 と 呼ばれ る 城祉 があ る 。

ま た、周辺 の 中世石造物 と し て は 次の よう な も の があ る 。

坪井川・井芹川 の合流点 の 東 に 独立丘陵の 独錯山 ( 118m) が あ る 。 こ の 独話山の 南斜面に穴
註36

薬師 と 呼ばれ る 調仏 が あ る 。 薬師加来座像の石 仏 4 体 があ る 。 こ のう ち の 2 体 は 鎌倉時代 の刻

銘 を 有 し 、 他 の 2 体 は 江戸時代 の 模刻で あ る 。

向って右端 の も のに は

元応元年 九 月 十五 日 法印 豪明生年八十一

向って 左端 の も の に

正中二 乙丑三 月 一目 安置之 豪斉 四十五

と あ る 。 元応元年 は1319年、 正中二年は1325年で あ る 。 こ れ が、高橋南貝塚の 最 も 近く に 所在

す る 最古の 石造物で あ る 。

初期池辺寺 に つ い て は 既 に 述 べ た が、 こ の近くに あ る 金子躍諮建武4 年 (日18年 ) の も の で

あ る 。 高橋南貝 塚の 東北方 に 近接す る 聖徳寺跡 に は室町・戦国期 と 考 え ら れ る 五輪塔の残欠、

天 正15年 ( 1588年 ) 銘 の 板碑 があ る 。 これ に 隣接す る 民家の庭 に も 五輪塔 の 残 欠 や 文 明 11ギ

( 1480年 ) の 板碑 が あ る 。

中高橋の民家の庭 に も 五輪塔の残欠 が数基分 あ り 、 中 に は鎌倉~室町初期 に さ か の ぼ る も の

も あ る ようで あ る 。 ( 松本 )

註 1 . 今村克彦 「高橋員塚J r熊本市西山地区文化財調査報告書』 所収、 熊本市 教育委員会 、 昭 和44年。

註 2 . 安達寿男 『高梁史 話』 高橋匹公民館、 昭和28年。

註 3 . 今回の高橋南貝塚の 発揚で も 、 縄文土器・磨製石斧が出土 し、 土器 はすべて 縄文時代後 期前 半の 特色

を備えて い る 。

註4 . 東光彦 「 千原台の遺跡 に つ い てJ r熊本史学』 第 5 号、 昭和28年 。

東光彦 「 千原台遺跡J r熊本市西山地区文化財調査報告書』 所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註 5 . 平野清香 『熊本市史』 熊本市 役所、 昭 和 7 年。

東光彦 「 石神原遺跡J r熊本市西山地区文化財調査報告書』 所収、 熊本市 教育委員会、 昭和44年。

13 



註 6 . 東光彦 「 石神原遺跡J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註 7 . 東光彦 「 戸坂遺跡J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』 所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註 8 . 乙益重隆 「 戸坂町北原出土の 内行花文鏡J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市教育委員

会、 昭 和44年。

註 9 . 乙益重隆・富 田 紘一 「花岡山 箱式石棺群J r熊本市 西山地 区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員

会、 昭 和44年。

註10. 富 田 紘一 「花岡山 頂7号箱式石棺J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭

和44年。

註11. 乙益重隆 「熊本市 万 日 山古墳J r考古学集刊』第 3 巻第 3号、 昭 和 42 年。

註12. 梅原末治・古賀徳義・下 林繁夫 「熊本 県下 に て 発掘せ ら れ た る 主要な る 古墳の 謁査J r 熊本 県史跡 名

勝天然記念物調査報告第一冊』、 大 正14年。

註13. 松本健郎 「熊本 県横穴地 名表J r熊本史学』第48号、 昭和51 年。

註14. 上野辰男 「 二軒小 屋古績J r熊本 市西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註15. 今村 克彦 「高坊古墳J r熊本市西山地 区文化財調査報告書』所収 、熊本市教育委員会、 昭 和44年。

設16.佐藤伸二 「小松山 1号墳J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

原口長之 「小松山 2号石棺J r熊本市西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

誌17. 今村克彦 「 二本松古績群J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註18. 田 中好美 「 堂の 園l号墳J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註19. 富 田 紘一 「上高橋堂園遺跡J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年 。

註20. 乙益重隆 「 皆白古墳J r熊本市 西山地 区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註21. 東光彦 「城山 古墳群J r熊本市 西山地 区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註22. 原口長之 「 千金甲古墳群J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会 、 昭 和44年。

註23. 梅原末治・浜 田 耕作 「肥後 に 於け る 装飾あ る 古墳及び横穴J r京都帝国大学文学部考古学研究報告』

第一冊、 大 正 6 年。

註24. 原口長之 「高城山遺跡群J r熊本市西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註25. 乙益重隆・原口長之他 「 楢崎山古墳群の調査J r熊本市西山 地 区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育

委員会、 昭 和44年。

註26. 富 田 紘一 「 楢崎山 l号箱式石棺J r熊本市西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和

44年。

註27. 東光彦 「西 竹洞箱式石棺J r熊本市 西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和44年。

註28. 東光彦・富 田 紘一 「小 字材首式石棺群J r熊本市 西山地 区文化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、

昭和44年。

註29. 松本 雅明 「益城 国府J r城南町史』所収、 昭 和40年。

松本 雅明 「 飽 田 国府J r熊本市南部地 区文 化財調査報告書』所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和51年。

註30. 木下良 「肥後 国府の 変遷に つ い てJ r古代文化J27巻 9号、 昭和50年。

註31. 松本 雅明 「池辺寺考J r r熊本史学』第17号、 昭和34年。

註32. 乙益重隆 「池辺寺 廃寺 桂J r熊本市西山地区文化財調査報告書』所収、 熊本 市教育委員会、 昭 和44年。

註33. 池辺寺の 創建に 関 して 、 松本 氏は註31論文で r11 世 紀」と し、 乙益 氏は註30論文で 「平安前 期」と し

て い る 。
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註34. 今村克彦 「 石阿弥陀須恵器窯跡J r熊本市西山地区文化財調査報告書』 所収、 熊本市 教育委員会、 昭 和

44年。

註35. 熊本の 中世城 につ い て は、 昭 和50年 度よ り熊本県 教育委員会に よ り 「中世城調査 」が 実施さ れ て おり、

そ の 成果 に つ い て は本年 度出版 の 予定で あ る 。 また 、 すで に出版され て い る も の に 次の も の が あ る 。

鈴木喬編 『熊本の城』 熊本 日 日新聞社、 昭 和50年。

註.36. 乙益重隆 「高野辺国の 洞仏J r熊本市西山地区文化財調査報告書』 所収、 熊本市教育委員会、 昭 和44年。

註.37. 註31 に 同 じ 。

〔付 記〕

本稿脱稿後、 御坊山遺跡 ( 第 3図12 ) か ら 弥生前期の饗棺群 が出土 し て い る こ と を 知 っ た 。

また、 高橋南 貝塚の上流地点 の 河川 改修 に よ り 、 2 地点 か ら 縄文~中世の遺物 が出 土 し て い る 。

1 つ は合流点の坪井川右岸、 高橋東神社の南側で 、 改修工事の排土中 よ り 縄文後期の 土器片 多

数 と 磨製石剣 が昭和52 年 7月 に福 田正文氏 に よ り 採集 さ れ て い る 。 も う 1 つ の 地点 は、合流点

か ら 約 200m上流の井芹川 左岸で、護岸工事用 の掘 削溝の断面 に 包 含層 が露出 し た 。 昭和53年 1

月、 多良木高校教諭・橋本康夫氏 に よ り 発見 さ れ、 熊本市文化課・熊本県文化課で予備調査 を

行 い、 近く調査予定 で あ る 。 出土土器は縄文後期~中世 に お よぶ。

15 



第田章 調 査
1 . 調査の概要 ( 第4 図 )

発掘調査 に着手す る に あ た り 、 調査地の地形 に応 じ て グ リ ッ ト を 設定 し た (第4図) 。 グ リ ッ

トの 大 き さ は、 調査対象地区 が か な り の面積 に な る た め 5 m方眼 と し た 。 と り あ え ず調査地の

東側 に、 南北 に 4 列、 東西 に 8 列を設定 し 、 南北列 は北 か ら 南へ A-D 、 東西 は 東 から西 へ 1

-8 と し 、 地区表示 は A- 1 、 A- 2 の知く し た 。 必要 に 応じて 西側へ拡大す る 予定 で あ っ た

が、 数地点 を 試掘の結果、 少量の遺物 を 出土 し た の み で あ っ た の で、 西側へ の拡大 は止め た 。

設定 し たグ リ ッ トのう ち 、 A- 7 ・ A- 8. B - 7. B - 8 ・C - 6 ・C - 7 ・C - 8 ・D

- 8 の各区は掘開 し な かっ た 。

遺物等 の 表示 は、 上記の 地区表示 に層位 を 加 え て A- 1 - 9 ( A- 1 区の 9 層 ) の 知く表示

し 、 遺跡略 号T S S を 前 に付 し た 。 例 TSS A- 1 - 9 

調査の 結果、 中世の 貝 塚 と し て は 大規模 な 員層が検出 さ れ、 そ の 貝層 ( 9 層) と 貝層 の 直下

の 黒褐色土 ( 10層) か ら 多量の遺物 を 出土 し た 。 土師器の皿・町、 が最 も 多く、 青磁・ 白磁等の

輸 入陶磁器 も 多 い 。 ま た、 低湿地 に あ る た め 木製品類 も 良好 な 状態 で 出土 し た 。

遺構 と し て は、 石列・杭列 を 検出 し た の み で、 顕著 な 遺構の検出 は な かっ た 。 ( 松本 )

2 . 員 層 と 層位 ( 第5 図 )

調査地の層位
発掘調査前 の 数度の踏査 に よって、 貝層は地表下 3 m以下位 に あ る こ と が想定 さ れ た 。 そ こ

註l

で、 発掘調査 に 先 だ ち 、 機械 を 導入 し て、 上層 を 2 -3 m排土 し た 。 し た がっ て 、 調査時の層

位 は、 す で に 上部 を 削平 さ れ た 後の も の で あ る 。

調査の初期の段階で、 比較的層序の はっ き り し た A- 1 区東壁の層位 を 基本 と し て 、 上 か ら

下 に 1 ・2 …… 11層 と し た 。 こ の場合、 9 層 が貝層 も し くは 混土貝層で あ る 。 10層 は有機質 を

含 む 黒褐色土 で 、 11 層 は青 灰色の有明粘土 層 と な る 。

大部分の 調査区 は、 8 層 ま で、 部分的 に は 9 層上面 が露出す る ま で排土 が行 わ れ て い た 。

遺物 を 包 含す る の は 9 層 ( 貝層 も し く は 混土貝層) と 10層 ( 黒褐色土 ) で、 11層 (有明 粘土

層) は無遺物層で あ る 。 ま た、 8 層 (褐色土 ) に も わ ず か に遺物 が含 ま れ る が、 後世 の 埋立、

撹乱 が あ り 、 中世 と 近世の遺物 が混在す る 場合が多 かっ た 。

貝 層
貝層の範囲 は 第 4図に示す と お り 、 三ヶ 月 形を呈 し て い る 。 東西の 最大幅 は 約28m、 南北は
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約14.5m を 測 る 。 こ の範囲 は連続 し て 貝層 が認め ら れ た 。

貝層 ( 9 層) の 厚 さ は、 薄 い 所でlOcm、 厚 い 所で、 は約80cm に達す る 。 ほ と ん ど は 混土貝層で

あ る が、 B - 3 ・ C - 3 ・ B - 4 . B - 5 区 に お い て は、 ま っ た く土 を 含 ま な い 純貝層がみ ら

れ た 。

貝層 は 全体的 に 北 か ら 南 に か け て ゆ る や か に傾斜す る 。 こ の こ と と 、 前述 の 貝層 の 広 が り を

考 え る と き 、 貝 類 が遺棄 さ れ た の は、 主 に北側 か ら で あ ったと推測さ れ る 。

貝類の組成
調査 に あ た っ て 、 調査中 目 に ふ れ る 異 な る 種の採集 と 、 4カ所の ブロ ッ ク サ ン プ リ ン グ を 実

施 し た 。 プ ロ ッ ク サ ン プ リ ン グ は30cm立方で行 い、 2 mm 目 の ふ る い で水洗 し 、 土器類 ・ 猷魚骨

そ の他の遺物 と を 選別 し た 後、 同定 を 依頼す る た め、 九州 大学付属天草臨海実験所 に送付 し た 。

4カ所の サ ン プ ル のう ち 1 カ所 は保存資料 と し、 B - 2 西壁 ・ B - 5 南壁 ・ C - 3 東壁の 3 サ

ン プル を 使用 し た 。

同定結果 に つ い て は菊池泰二博士の 報文を収録 し て い る の で参照 さ れ た い 。 こ こ で は、 そ の

報文 を も と に、 概要 を 記す。

上記の よう に 、 任意 に採集 し た も の と 、 3 カ所の ブロ ッ ク サ ン プ リ ン グで確認 さ れ た 貝 類は

42種の 多 き に お よ ぶ。

二枚員

ハ イ ガ イ ・ サ ル ボ ウ ・ ハ マ グ リ ・ カガ ミ ガ イ ・ マ ガキ ・ シ オ フ キ ・ ナ ミ マ ガ シ ワ ・ イ タ ボ

ガキ ・ オ キ シ ジ ミ ・ フ ジ ナ ミ ・ ウ ネ ナ シ トマ ヤ ガ イ ・ ア オ カ リ ガ ネ エ ガ イ ・ ア ゲマ キ ・ イ

タ ヤ ガ イ ・ ヒ オ ウ ギ

巻 貝

イ ボ ウ ミ ニ ナ ・ カワア イ ・ フ トヘナ タ リ ・ へ ナ タ リ ・ シ マ ヘナ タ リ ・ ス ガ イ ・ コ シ ダカガ

ン ガラ ・ イ ボ ニ シ ・ イ シ ダ タ ミ ・ ア カニ シ ・ テン グニ シ ・ ハ ナ ツ メタ ・ ツ メ タ ガ イ ・ パ イ

. ゴマ フ タ マ ガ イ ・ ウ ミ ニ ナ ・ イ ボキ サ ゴ ・ ム ギ ガ イ ・ ア ラム シ ロ ・ ア マ ガ イ ・ オ カ ミ ミ

ガ イ ・ ク リ イ ロ コ ミ ミ ガ イ ・ ク リ イ ロカワザン シ ョ ウ ・ ワ カ ウ ラツ ボ ・ カ ワ グチ ツ ボ ・ マ

ル ウ ズラ タ マ キ ピ ・ タ マ キ ピ

ブロ ッ ク サン プル に よ り 計数 さ れ た 総個数は、 B - 2 サ ン プル で532個、 B - 5 サ ン プルは

1 ， 112個、 C - 3 サ ン プル は641個 で あ る 。 こ のう ち 二枚貝 は 左殻 ・ 右殻 ・ 双殻の合計 に な っ て

い る の で、 個体 計数 に は 左 ・ 右殻のう ち い ずれ か 多 い も の と 、 双殻の も の と の合計数 を 用 い た 。

そ の 結果 は 第 2 ・ 3 表の と お り で あ る 。
註 2

こ の 結果 を み る と 、 B - 2 ・ B - 5 区で は ハ イ ガ イ が多 く 、 C - 3 区で は マ ガ キ が約 半数 を

占 め 多 い 。 全体的 に は ハ イ ガ イ ・ マ ガ キ が主体 を 占 め、 シ オ フ キ も 量 は 多く な い が全体的 に 検

出 さ れる。 B - 5・C - 3 区に お い て は小型の巻貝ク リ イ ロ カ ワ ザン シ ョ ウ が多 い の も 特徴的
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第2表 ブロックサンプル異類個体数

B-2 % B-5 % C-3 % 
ノ、 イ ガ イ 136 33.74 342 48.85 72 13. 06 

サ Jレ ボ ウ 2 O 2 

ノ、 マ グ 23 5. 70 14 2. 00 8 
カ ガ 、、、 ガ イ 2 O O 

マ ガ キ 84 20. 84 179 25.57 266 48.27 

ン オ フ キ 30 7.44 74 10. 57 27 4. 90 

ナ 、、、 マ ガ シ ワ 2 4 O 

オ キ ユノ ユノ 、、、 O 3 1 

フ ン ナ 、、、 O O 1 

ウネナシトマヤガイ 1 7 3 

アオカリガネエガイ 1 O 3 

イ タ ボ ガ キ O 1 O 

イ ボ ウ 、、、 ニ ナ 31 7. 69 1 12 2.17 

カ ワ ア イ 9 4 3 

フ ト へ ナ タ 44 10. 91 3 12 2.17 

ノ\ ナ タ 1 O O 

シ マ ヘ ナ タ O 1 O 

ス ガ イ 7 1 9 

コ シ ダカ ガン ガ ラ 3 O O 

イ ボ 一
ン 1 O O 一

イ ン ダ タ 、、、 l O 2 

ア カ 一 ン 1 O O 

/、 ナ ツ メ タ 1 O O 

ゴマ フ タ マ ガイ l O O 

ウ 、、、 一 ナ O 1 O 

イ ボ キ サ ゴ 16 3. 97 3 6 

ム ギ ガ「 イ 1 O O 

ア フ ム ン ロ 3 O O 

ア マ 方、 イ 1 O O 

オ カ 、、、 、、、 ガ イ 1 6 3 

ク リイロコミミガイ O 7 38 6. 89 

クリイロカワザ、ンショウ O 44 6.28 71 12.88 

ワ カ ウ フ ツ ボ O 5 6 

カ ワ グ チ ツ ボ『 O O 2 

マルウズラタマキピ O O 3 

タ マ キ ピ O O 1 

計 403 700 551 
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第3表 ブ ロ ッ ク サンプル貝類構成比

8-2サンプル

ハ イ ガ イ
(33.74) 

マ ガ キ

(20.84) 

8-5サン プル

C-3サンプル

で あ る 。

ハ イ ガ イ

(48.85) 

マ ガ キ
(48.27) 

マ ガ キ

(25.57) 

そ の 他

プロ ッ クサ ン プ リ ン グ は い ず れ も 30cm立方で、行って い る が、 総個 数は532 ( B -2 ) ・1 .112

( B -5 ) ・641 ( C -3 ) と ぱ ら つ き があ る 。 こ れ は、 サ ン プ リ ン グ貝層の性格、 す な わ ち 純

貝層 か 混土貝層 か に 起因す る も の で あ る 。 B - 5 サ ン プル は純貝層で、 B -2 ・ C -3 サ ン プ

ル は 混土貝層 の サ ン プル で あ る 。

貝 類の遺存状態 は、 巻貝 類 は比較的良好で、 二枚貝 の 方 が悪 い 。 ハ マ グ リ ・ハ イ ガイの よ う

に殻壁が厚 い も の は 良く残っ て い る が、 マカ、、キ・シオ フ キ は破砕 さ れ た も の が多 い 。 ま た、 大

型の巻貝 の い くつ か に は、 殻の体層 あ る い は殻項部 を 意識的 に 打 ち 欠 き 、 身 を と り 出 し た痕跡

が う か が え る も の も あ る 。 ( 松本 )

註 1 . この 段階での 指導は、 文化課参事・緒方勉 が行っ た 。

註 2 . 調査現 場での観察、 すな わち 「 見た 目」と ほぼ同 じ 結果 がでて い る が、 小 形の 巻貝 の 数 な どは水洗後

の 方 が 多 く 感 じ ら れ る 。 現地での観察で は 、 A- 2 ・8- 2 ・ 8- 3 区付近は ハイガイ・カキ層 、 B

- 4 ・8- 5区を 中心と して C- 4 ・Cー5 区に かけ て はハイガイ・ シオフキ層 、 C - 3 区付近はカ

キ層 と 見 ら れ た 。 また 、 サンプルに現われ な い 事項と して 、 D- 2 ・D- 3 区 に 大 型の ハマグリが多か

かっ た こと を {寸記する 。
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3. 遺 構
今 回 の 調 査 は貝 塚部分 が主体 で あ り 、 顕著 な 遺構の検出 は な い。検出 し た遺構は石列 と 杭列

で あ る 。

(1)石 列 (図版6)
石列 は D - 3 区 か ら C - 3 ・C - 4 ・C - 5 区 に か け て 検出 さ れた。検出 し た 部分 は約14 m

に お よ ぶ。幅 は 広狭 が あ り 一定 し な い が、 狭い 所で70倒、 広 い 所で は1 .8m を 測 る 。人頭大 の自

然離 を 石塁状 に 積んで い る が、 積み方 は雑で あ る 。高 さ は 2 -3 段で、40-50cm を 測 る 。 こ の 石

列は有明粘土層 (11層) と 黒褐色土 ( 10層) の 上 に 築 かれて お り 、 石列の土を 貝 層 が覆っ て い

る 。 こ の こ と か ら 、 こ の 石列 の 築成年代 は 、 貝 塚形成直前 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 石列 より南側

に砂層の堆積がみ ら れ る と こ ろ か ら 、 河岸 の堤防的 な 働 き を し て い た と 考 え ら れ る 。 こ の石列

は 、 調査中の洪水 に よ り 崩壊 あ る い は土砂 に埋没 し 、 実測で き な かっ た。

(2)杭 列(図版6) 
各区 に点在 し て 杭列 が検出 さ れ た。 比較的 多 い の は A- 1 ・A- 2 ・A - 3 ・A - 4 ・

B - 4 区 に各4 本、 B - 2 区 に7本 があり、 総計38本 を 数 え る 。

杭は加工 し た 多面体 ( 2准本 ) の も の と 、 丸太杭 ( 14本 ) が あ る 。多面体 の も の は径 が20cm前

後 と 大 き く、 丸太杭は 直径10cm未満の も の で あ る 。 ほ と ん ど は 8 層 な い し は 9 層 に 上端 が あ り 、

9 ・10層 を貫 き 11層 (有明粘土層 ) に達 し て い る 。多面体 の も の 、 丸太杭 と も 先端 は削 ら れ尖

り 気味で あ る 。

こ れ ら の杭列に一定 の 配列 は 見 ら れず、 性格 に つ い て は不明で あ る 。 ま た 、 上端 は 欠 失 す る

も の が多く、 打 ち 込み面が不明で あ る た め 、 年代 を 確定す る こ と も で き な い。 8 層 よ り 上の 土

は 、 数次 に宣 っ て埋立 て ら れ た と 考 え ら れ る の で 、 どの時点で の遺構で あ る の か明 ら か で な い。

(松本 )

4. 遺 物
(1)白 磁(第6図)
皿 ・台付皿 ・壷 ・碗 ・水注 ・合子 が出土 し た 。以下器形別 に 記述す る 。

皿 大小深浅 、 口縁 が直延す る も の と 外反す る も の があ る 。皿類 の す べ て が い わゆ る 口禿

で あ る 。

l は破 片 か ら の復原で あ る が、 口径9 .9cm 、 器高2 .5cm 、 口縁は わ ず か に 外反す る 。体部下位

は箆削 り 調整。 外面の 体部中佐以下 は軸が か から な い 。 胎土 は灰色味の 白 色 、 色調 は乳 白 色 を

呈す る 。 2 は口径10. 4cm 、 器高2 .Ocm。 体部 か ら 口縁端にか け て 外反 し 、 見込み の 外周 は わ ず か
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に窪 む 。 胎土 は 白色で、 色調は乳白色 を 呈す る 。 軸の かけ方 がやや雑で、 む ら が あ る 。 底部に

も うすく軸 を か け る 。 口禿で あ る 。 ま た 内 外面 に細 か い貫入 が多 い 。 3 は 底部 の 約音大 の破片 。

体部下端 は箆 削 り さ れ、 底 は わ ず か に あ げ底 と な る 。 底部 は無柑。 胎土 は 白色。 4 は完形品で

口径10. 0cm 、 器高 1 .6-1 .8cm。 や や雑 な 整形で、 体部 か ら 口縁端 に か け て 直延す る 。 底部 は あ

げ底。 口禿の 他 ほ ぼ全面 に 乳 白 色 の軸 を か け る が、 底部 は一部無軸。 5 は口径11 . 5cm 。 器高2 . 1

m。 体部 か ら 底部 に か け て は丸昧 を も ち 、 体部 は直延す る 。 胎土 は 白色 、 口禿の 他全面 に粕 が

か かる。 6 は 5 と 類似する が、 体部 と 底部の境は稜 を 成 し 、 底 は わ ずかに あげ底気味 と なる。

体部 か ら 口縁端 に か け て 直延 し 、 先端 は 尖 る 。 胎土 は褐色 がか っ た 白 色 で 、 色調 は乳白 色 、 整

形・施紬 と も や や雑。 口禿の他全面 に軸 がか か る 。 口径10. 7 師、 器高1 .9-2 .Ocm o  7 は 全体の

約去の破 片 か ら 復原案測。 口径12. 0cm 、 器高2 .8cm を 測 る 。 口径・ 器 高 と も に大 き い 。 底部は平

底で、 体部 か ら 口縁 に か けて直延 し 、 先端 は丸味 を 帯び る 。 見込みの 外周 はU字状に窪む 。 胎

21 



土は 白色、 色調 は乳 白色。 口禿の他全面に施 軸。

8は深い皿で、 体 部 は 内電気味に立 ち 上 り 反転 し て先端は外反す る 。 口径11 . 55cm、 器高3 .05

m。 見込みの外周は窪み、 底は わ ずかに あ げ底 と な る 。 胎土 は 白色、 色調は乳 白色で、 口禿の

他全面に施 軸。 底部 は箆切 り 痕カf認められ、 そ の上に う すく施 軸。 9 は底部の破片。 体 部はわ

ずかに内青気味に丸味を帯び る 。 体部外面下端から底部にか け て は無粕。 胎土 は わ ずかに灰色

がかっ た 白色、 色調 は乳 白色を呈す る 。

10は高台付の皿で 口 径11 . 75cm 、 器高4 .0cm。 体部 は わ ずかに内背気味に立 ち 上 り 、 反転 し て

口 縁は外反す る 。 体部内面 と 見込みは一条の浅い枕線で画 さ れ る 。 高台は削 り 出 し で、 安定感

の あ る 形を し て い る 。 胎土 は 白色 、 口禿を除 き 全面に施 軸 さ れ、 色調 は乳白 色を呈す る 。

11・12・13 は体部以上の破片で、 底部を欠 失す る 。 11 は や や 口 径 が小 さ く、 10佃を測 る 。 体

部 は わ ずか に 内電気味 、 口 縁下で反転 し て外反す る 。 胎土 は 白色 、 色調は乳 白色を呈す る 。 口

禿で あ る 。 9 のよ う な底部か、 10のよ う な 高台付の可能性 も 考 え られ る 。 12 は 口径10. 95cm 。体

部 は わ ずかに屈曲 し た の ち 直延す る 。 胎土 は白 色で、 色調 は灰 色 がかっ た 白色を呈す る 。 10の

よ う な 高台付か。 13 は 口径11. 8cm。 体部は わ ず かに内害 し た の ち 反転 し て 外反す る 。 8 と 同 じ

大 き さ 、 形態で あ り 、 平底 か 。 胎土 白色、 色調 は乳白 色を呈す る 。

14は 口径13. 0cm 、 器高4 .5 cm。 台付皿 と い う よ り も 台付鉢 と す る べ き か。 全体 の 約去の破片。

体部は内等気味に立上 り 、 口縁下で大 き く外反す る 。 高台は削 り 出 し で体部下端から削 り 込む 。

高台の径4 .2師、 高 さ 8 mmを測 り 安定感 があ る 。 胎土 は灰色 、 色調は緑 がかった灰 色を呈 し 光沢

が あ る 。 体部内 面及び外面 に 櫛描文を施す。

壷 (15 ) 底部 か ら 体部下半の破 片。 底部径7 .5cm。 器壁厚く、 底部中軸線上で2 .8 cm、 体部

折損面で1 .0 cm を 測 る 。 高台は削 り 出 し で整形 さ れ 、 外方 に張 り 出す安定 し た 高台 。 胎土・色調

と もに灰 色 がかっ た 白色を呈す る 。 内面に も 軸 がかか る が、 高 台の下 半 は 無粕。 全体に どっ し

り し た 重量感 が あ る 。 四耳査 と 考 え られ る 。

碗 16は底部か ら 体部下半の破 片 。 高く器壁の薄 い 高 台 が付 き、体部の器壁 も 薄 い 。 高 台の

径6 .4 cm 、 高き 1 .5cm。 体部内面 と 見込、 体部外面 と 高台は細 い沈線で画 さ れ る 。 胎土 は白 色 、

色調 は黄褐色 がかっ た 白 色 。 こ れに接合で き 石 口縁部は 見 あ た ら な い が、 類例か ら み て 、 口 縁

部は外反す る も の と 考 え ら れ る 。

17 は底部 を 欠失す る 。 口 径14. 2cm。 体部 は 中位よりやや下で屈曲 し 、 口 縁 は わずか に 外反す

る 。

水注 ( 18 ) 小型の水主主で、 約をの破 片 。 底部は径4 .&m 、 わずか に あ げ底 と な る 。 口 縁部 を

欠 く が、 現在高3 .0 cm。 器壁は薄く、体部の二面 に把手 を貼り付 け て い る が、 把手 の 上部 は欠失

し て い る 。 体部上面に は梅花を陽刻す る 。 胎土 は 白 色、 色調 は青昧を帯 び た 白 色 を 呈す る 。 内

面 及 び外面上部 に墨汁が付着 し 、 墨壷 と し て 利用 さ れて い た こ と が判 る 。
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合子 細片で図示 で き な い が、 合子の蓋の破 片 が l 点出土 し て い る 。 平面八角形を呈す る

も の と 考 え ら れ、 上面に は鳳風文 が刻 さ れて い る 。 青 緑色味をおび た 白色で、 従来青 白磁 と 称

されて い た も の で あ る 。

(2)青 磁
器形別にみ る と 碗 が圧倒的に 多く、 つ い で皿、 鉢 が数点 あ る 。

碗 は鋪蓮弁を有す る も のを A 類、 平面的 な 蓮弁を表 わ し た も の を B 類、 内外面に 櫛描文を有

す る も のを C 類、 見込みに画花文 を 有す る も の を D 類、 片切りの蓮弁を有す る も のをE類、 無

文 の も のをF類 と す る 。

碗A類 ( 第 7 図 1 - 14、 第 8図15- 18) 箆削りによって削り出 さ れ た錆蓮弁を有す る 碗で、

内面 は無文で あ る 。 口径によっ て 大小二種に細分で き る 。 碗で は圧倒的に こ の類 が多く、 つ い

でF類、 E類 と 続く。 B ・C ・D 類 は き わ め て稀で あ る 。

1 は 口径11. 5cm、 器高 4 .8 cm の小型品。 体部は わず かに丸みを帯びて外傾 し 、 見込み と 体 部

内面 と の 境に は 軽 い 段 を なす。 高台は削り出 し で径4 .2 cm、安定感 の あ る 高台で あ る 。 蓮弁 は彫

り が鋭く、舗 も 明瞭で、 あ る 。 色調 は粉青 色 を 呈 し 、 全体に造りの 良 い優品で あ る 。

2 は 口径14. 4 棚、 器高6 .6cm 。 体部は わず かに丸味 を も ち 先端 は 直延す る 。 高台は削り出 し で

あ る が、 やや安定性に欠 け る 。 幅広 の複弁の鏑蓮弁で、彫り は鋭い 。 色 調 は光沢 の あ る 鴛色を

呈す る 。 造りの 良 い 品 で あ る 。

3 は約音大の破片 か ら の復原因。 口径15. 5cm、器高6.25 cm。 見込み と 体部 と の 聞 は明瞭 な境

界を な し 、 体部 は 中位より わず かに下位でやや 屈曲 し 、 中位以上 は 直線的にのび る 。 高台は削

り出 し で整形 さ れ、 底部 は1 .5cm と 部厚く、安定 し て い る 。 錆蓮弁 は箆削りによ る 複弁で、部分

的に横方 向 の箆削り痕 が残 る 。 胎土 は灰色、 光沢の あ る 灰色 がかっ た鴛色を呈す る 。

4 は 全体 の を の 破片。 復原 口径15. 95cm、 器高6 .0cm。 見込み と 体部内面に は明瞭 な 境 を 有

し 、 体部 は わず かに丸味を も っ て 外傾す る 。 高台は削り出 し によって造 ら れ、 どっ し り し た安

定感 の あ る 高台で あ る 。 複弁の錆蓮弁 を 有す る が、 そ の造作 は雑で あ る 。 胎土 は灰色、 色 調 は

光沢の あ る 鴛色を呈す る 。 5 も 約音大の破 片 。 復原口径16. 5cm、器高6 .6cmを測 る 。 見込 み と 体

部の境に は浅 い 凹線 を めぐ ら し 、f本部 は内等気味に立上 る 。 高台は削り出 し によっ て 整形 さ れ

る が、 広く、 低く安定 し て い る 。 複弁の鏑蓮弁 を 有す る が、 整形 が丁寧で、鋭 い 。 ま た 、 横方 向

の箆削り痕 が明瞭に残 る 。 胎土 は灰色、 色調 は鴬色 で光沢 があ る 。 整形・発色 と も 良好 な 品 で

あ る 。 6 は約す大の破片で あ る が、 全 形 を 復原 し 得 る 。 口径16. 3cm、器高7 .Ocm 。 体部の屈曲 は

弱く、 比 較的 直線的に外傾す る 。 高台は削り出 し 整形で、径5 .5cm 。 複弁の鏑蓮弁を有 し 、 胎土

は灰色、 色調は光沢 の あ る 鴬色 を 呈す る 。 胎土 ・ 色調 と も 2 ・ 4 ・ 5に類似す る 。 7 は 口径16. 7cm、

器高6 .8 cm。 見込み は ほ ぼ水平で、弱 い 屈曲 を も って体部 に連 な る 。 {本部 は わず かな丸 み を 帯 び

外傾す る 。 高台は削り出 し によ る 安定 し た高台で、やや 外 に 張 る 。 高台 と 体部 と の 境 は わず か に
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窪む 。 単弁の錆蓮弁 を 有 し 、胎土 は灰色、 光沢のあ る やや褐色昧 の鷲色 を 呈す る 。 体 部表面に

砂粒が付着す る 。

8 -16は体部の破片で あ る 。 8 は約士大の破 片 で、 復 原 口 径17. 1cm 。 体部 は 中位以下 で わ ず

か に丸味を帯び、 中位以上は比較的直線的 に のび る 。 複弁の蓮弁 を 有す る が錆は や や鈍 い 。 胎

土 は灰色、 明 る い鴬色 を 呈 し 、 わ ずかに光沢 があ る 。 9 は復原 口径16cmo体部は丸味 を も ち 、

口縁は わ ずか に 外反す る 。 蓮弁 は単弁で、 上部の み を 表 わ し 、 鏡 は鋭 い 。 横方向 の箆削り痕が

明瞭で、 あ る 。 色調 は鴛色 を 呈 し 、体部内面 に は貫入 があ る 。 10 は約き大の破 片 。 復原 口径16cm。

体部中住以下は器壁 が厚く、 屈曲 も 強 い 。 中佐以上 は器壁 が薄く削 ら れ、 直線的 に のび る 。 単

弁 の錆蓮弁 を 箆 によっ て 削り出 し て い る が、 蓮弁 は先端の み を 表 わす。 横方向 の箆削り痕 が明

瞭に残 る 。 胎土 は灰色、 透明度の 高 い 発色で鷺色 を 呈す るG 内 外面 に わずかに貫入 がみ ら れ る 。

13 は復原 口径15. 95 cm 。 深み の あ る 器形で、 遺存部の器高6 .5cm を 測 る 。 体部は比較的直線 的 に

のび る 。 蓮弁 は単弁 と 複弁の折衷様で あ る 。 胎 土 は灰色、 色調 は灰色 がかっ た緑色で、 光沢 が

あ る 。 14 は約音大の破 片 で、 復 原 口 径16. 1 cm、 比較的浅め の器形 で あ る 。 体部 は丸味 を 帯び て

外傾 し 、 口 縁端 は肥厚 し て わずかに外反す る 。 錆蓮弁 は箆削りで、 横方向 に削り痕 が残 る 。 胎

土は 白色、 色 調 は や や灰色味の あ る緑色 を 呈す る 。 粕 の透明度 は 低 い が、 光沢 が あ る 。 15 は約

士大の破 片 で、 復 原 口 径16. 4cm 。 複弁の錆蓮弁 を 有す る 。 胎土 は灰色、 暗灰色 がかっ た緑色 を

呈 し 、 わ ずか に 光沢 があ る 。 16は単弁 の鏑蓮弁 を 有 し 、 口径16. 0cmo 胎土 は灰色で色調 は粉青

色 を 呈 し 光沢 がある。 整形・発色 と も 良好な品で あ る 。

17 ・ 18 は底部の み の破片 で あ る が、 形態・色 調か ら 碗 A 類の底部 と 考 え ら れ る 。 1 7 は 胎土灰

色、 色調 は鴬色 を 呈す る 。 軸 は光沢 があ る が、 小 さ い気泡 を 多く含ん で い る 。 高台 は削り出 し

で整形 さ れ、径5 .1 cm 。 畳付 は水平で安定 し て い る 。 18 は蓮弁 の 下端 が残って い る 。 高台 は削り

出 し で、 高台 と 体部 の 接す る と ころに箆刻み が連続す る 。 胎 土 は灰色、 光沢の あ る 鴛色 を 呈す

る 。 内外面 に貫入 が多 い 。

碗B類 ( 第 8図19 ・ 20 ) 簡略化 し た平面的な蓮弁文 を 施す も の で、 口径・器高 と も 大 き い

の を 特色 と す る 。

19 は約昔 が欠 失す る 。 口径17. 0cm、器高7 .4cm 。 蓮弁文 は簡略化 さ れた平面 的 な も の で、胎土

は黄灰色 と 灰色 の む ら があ る 。 色調 も 鴛色と黄褐色 がかっ た鴬色 と の む ら が あ り、 内 外面 に貫

入 が多 い 。 20 は底部か ら 体部下半 の破片 で、 整形 は 全体的 に雑で あ る 。 黄褐色 が か っ た鴬色 を

呈す る が、 発色 に む ら があ り、 19 と共通点 が多 い 。

碗C類 ( 第 8図27 ) 内 面 に櫛描文、 外面 に蓮弁 と 櫛描文 を描く小型の碗。 1点、 だ け の 出土

T、 あ る 。 口 径13. 0cm。 体部 は 内零気味 に 立上り、 反転 し て 口縁 は 外反す る 。 外面 は箆によ る 蓮

弁の上 を さ ら に縦 に櫛 目 を つ け る 。 内 面 は沈線 と 櫛描 文 が連続す る 。 深み の あ る 鴛色 を 呈 し 、

光沢 も 多く、 軸の透明度 も 高い。

25 



Lノ

26 



碗D類 (第8 図28 ) 見込みに画花文を描く碗。 外面に わず か に 鋪蓮弁文が観察され、 あ る

い は A類の亜類 と す る の が妥当 か 。 胎土 は灰色 、 色調は鷲色 を呈 し 、 わず かに光沢 が あ る 。

碗E類 ( 第8 図2 1-26) 片切 り の蓮弁文 を 施 し 、 比較的扇平で安定 し た高台、 色調は黄褐

色 がかっ た 緑色 が多 い 。

2 1は約長大の破片で 、 復原 口径17. 0cm 、 器高6 .7cm。 見込み は ほ ぼ水平で 、 体部 と の 境 は わ ず

かに窪む。 体部 は 内考気味に立上 り 、 先端 は尖 り 気味。 高台は削 り 出 しで、 低く安定 し た高台。

畳付の 部分 は 両側 か ら 削 り 込む 。 胎土 は灰色 、 貧褐色気障の緑色 を 呈 し 、 内 外面に わ ず かに貫

入 がみ ら れ る 。 22は21 よ り わず かに小さく、 口径15. 9cm 、 器高6 .6cm。 安定 し た削 り 出 し 高台か

ら 内電気味に立上 り 、 口 縁近く は比較的 直延す る 。 蓮弁 の切込み は や や雑で あ る 。 黄褐色 がか

っ た 緑色 を 呈 す る 。 23 は 口径16. 1cm 、 器高6 .2 cm。 形態 は24に酷似す る が、 蓮弁の 付 け 方が異 な

る 。 蓮弁の左右の線は交わっ た後も左右 に の び、 ×印状 と な る 。 胎土 は灰色 、 色調 は黄褐色が

かっ た 緑色 を 呈 す る 。 高台は削 り 出 し で 、 広く、 低く安定性 があ る 。 口縁点 ら体部に か け て 約

去 を 欠失す る 。 24 は ほ ぼ 完 形で 、 口 縁 か ら体部に か け て わ ず かに欠失す る 。 口径16. 2cm 、 器高

6 .0-6 .3cm を 測 る 。 見込み と 体部の 境 は 有段 と な り 、 体部 は わ ず かに丸昧 を 帯 び て 外傾す る 。

高台は低く、 や や 外に張 り 出 し 安定性が あ る 。 片切 り の蓮弁 を 付 し 、 色調鴬色 、 細 か い貫入が

多 い 。 25 は体部の み の破 片 で 、 復原 口径16. 0cm 。 片切 り の蓮弁 は雑で あ る 。 胎土 は 白 灰色で も

ろ い 。 色調 は黄褐色が か っ た 緑で 、 内 外面に細 か い貫入が 多 い 。 外表に砂粒が付着 し て い る 。

26は約士大の破 片 で 、 復原 口径14. 95 cm 。 片切 り の浅い蓮弁 を 付 し 、 蓮弁の 先端は丸昧 を も っ 。

胎土 は褐色が かっ た灰色、 色調は黄褐色が かっ た 緑色 を 呈す る 。

碗F類 ( 第 9 図29-35 ) 内 外面 と も 無文の も の で あ る が 、 中 に は 見込みに刻印 を 有 す る も

のが あ る 。 大・ 中・小 が あ る 。

29 は小型の も の で底部欠失。 口径 1O. 8cm。 体部 は 下端で強く 屈曲 し 、 中佐以上 は 比較的直線

的にの び る 。 胎土 は灰色 、 色調は灰色が かっ た 緑 色 を 呈 し 、 光沢が あ る 。 30 は約合大の破片。

口径12. 4cm 、 器高4 .9 - 5 .1 cm。 体部 は 中位以下は丸 く 琴曲 し 、 中位以上は比較的直線的 に のび

る 。 見込 み か ら 体部に か け て は境が な く、 丸味 を も っ て 連 な る 。 高台 は削 り 出 し 、 安定が あ る

胎土は褐色が かっ た 灰色 、 色調は 褐 色が かっ た 緑 色 を 呈 し 光沢が あ る 。 内 面 及 び外面上半 に細

か い貫入が あ る 。 3 1は約合大 の破片 。 復原口径13. 0cm。 体部 は 中位以下 は丸昧 を 帯 び、 中佐以

上は比較的直線的 に の び る 。 色調 は褐色がかっ た 緑色 を 呈 し 、 光沢が あ る 。 内 外面 に細 か い貫

入が 多 い 。 32 は大型のもの で復原口径16. 3cm 、 器高6 .6-6 .8cm。 約告 を 欠 失 す る 。 体部 中佐以

下 は琴曲 し 、 中位以上 は比較的直線的 に の びた後、 口縁端 は わ ず か に 外反す る 。 高台 は安定 し

た形・大 き さに 削 り 出されて い る 。 暗褐色が かっ た 緑 色 を 呈 す る が、 発 色に や や む ら が あ る 。

33 ・ 34 は体部下半 か ら 底部の破片。 33 は 中 型の 、 34 は大型の も の の 底部。 33は明 る い 褐 色 が

かっ た 緑色を呈 し 、 光沢 が あ る 。 内 外面 に細 か い貫入 が多 い 。 34 は安定 し た高台 か ら 丸昧 を も

27 



\|イ
\ 

\」

\子七グ

、.、T"-ーとフJ

\; 

•

 

・

‘ . 

℃1:7 

。 1 0侃

第9図 膏磁実測図

28 



込寸7三cイ
， ， 

又1 イ4 ミι:::J:-;:::?
X二し イ2

\こ」 己矛と 」プーートーープ才

。
1 

弐iミヨ-/.3
第10図 青磁実測図

っ て体部 が立上 る 。 胎土暗灰色 、 色調は暗褐色が かっ た 緑色 を 呈す る 。

35 は 無文の碗で あ る が、 見込み に 「金玉満堂」の刻印 を 有す る 。 安定 し た高台か ら 体部は横

に張 る 。 光沢 の あ る 鴬色 を 呈す る 。 刻印 は約2 .6cm の 方形で、 「満」 の字 は や や難読で あ る 。

類不明の碗(第9 図36-38 ) 36 も 「金玉満堂」の刻印 を 有す る 碗 の底部。 体部 を 欠 失す る

た め ど の 類 に 属 す る か速断で き な い 。 胎土 は灰色 、 褐色 がかっ た 鴛色 を 呈 し 、 内 外面 に貫入 が

あ る 。

37・38 も 底部の み の破片で 、 体部 を 欠失す る た め 断定は で き な い が、 37 はE類 か F類 に 、 38

は A 類 に属 す る 可能性 が強 い 。

鉢 高台付の小型の浅鉢 が あ る 。 l 点 は 見込み に双魚文 を 、 他の 1 点 は 無文で あ る 。

39 は 無文の鉢で、 口径13. 0cm 、 器高4.2cm 。 高台は径5 .0cm 。 体部は下 か ら 丸み を も っ て 立上

り 、 ほ ぼ直角 に横 に 折れ 、 さ ら に 折れ て 上方 に 突出 す る 。 柑薬 は き わ め て 厚 く 施され 、 深み の

あ る 青 緑色 を 呈す る 。 内 外面 に貫入がみ ら れ る 。 整形・発色 と も 良 好 な優品で あ る 。 約士 を 欠
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失す る 。 40 は39 と 同類の鉢で あ る が、 見込みに双魚文 を 描く。 口径 12. 85cm 、 器高4 . 15cm。 高台

は39 よ り や や大 き く、 径6 .4cm 、 先端 は 尖 り 気味に な る 。 軸薬 は き わ め て 厚く、 光沢の あ る 深 み

の あ る 緑色 を 呈す る 。 整形・発色 と もに優れ たもので あ る 。

皿(第10図) 所謂珠光青磁 と よ ば れ るもので、 大部分 は 見込み の部分に櫛歯に よ る 文様 が

つくの が特徴で あ る 。 底部 は 無紬で 、 体部 は わ ず かに外反す る 。 同安窯系の 所産で あ る 。

4 1は 無文で、 復原口径 1 1. 5cm 、 器高2 .3cm を 測 る 。 発色にむ ら があり、 内外面に貫入 がみ ら れ

る 。 底部無軸。 A - 1 - 10出土。 42 は わ ず かに欠損 し て い る が、 直径10 叩、 器高2 .2 cm を 測 る 。

見込 みに 櫛描文 と 箆に よ る 刻文 を 有す る 。 A- 2 - 9 出土。 43 は 完 形 品 。 直径 10. 3cm 、 器高2 .2

仰 を 測 る 。 見込みに は 櫛描文 と 箆に よ る 刻文があ る 。 A- 2 - 9 出土。 44 は 直径 1O. 7cm 、 器高

1 .7 cm を 測 る 。 見込みに は 1 ・ 2 と 同様の文様 を 有す る が、 箆に よ る 刻文は浅い 。 体部中位以下

の箆削 り は き わ め て雑で あ る 。 A- 2 - 9 出土。 45 は小破 片 か ら の復原。 復原 口 径 1O. 8cm 、 器

高2 . 1叩。 見込みには 櫛描文 と 箆に よ る 刻文 を 有す る 。 A- 2ー9 出土。 46は を大 の破 片 。 復原

口径9 .9 cm 、 器高 1 .9 cm 。 整形・発色 と もに優 れて い る 。 A- 2 - 9 出土。 47 は底部の破 片 。 見

込みには 櫛描文 だ け が描 か れ る 。 A- 2 -1O出土。

こ れ ら の青磁皿 のう ち 、 42-46は A - 2 区の 9 層上面 か ら 一括 し て 出土 し たもの で あ る 。

(3)土師器
器形 で は 係 と 皿 が あ る 。

実測 し た皿 の数 は37 1個 、 時145個 、 計5 16個の 多数にの ぼ る 。 こ のう ち 、 完 形 あ る い は ほ ぼ 完

形に近 いもの が約半数 を占め る 。 さ ら に、 実測不可能 な 破 片 の 量 は 莫大 な も の で 、 遺物の 中 で

は 最も量 が多 い 。

杯
土師器の郎 を 、 形態に よ り A - F類の 6 類に分類す る 。 全 般的 な 特徴 と し て 、 体部内外面 は

横ナデ、 内底面 はナデ 、 底部 は す べ て 糸切 り 離 し で 、 簾状圧痕のつくものも あ る 。

A 類(第1 1図 1 - 4 )  口径 12. 2- 12. 8cm 、 器高3 .1 -4 . 1cm を 測 る もの で 、 形態的に は 扇平

な 底部 と 、 底部 か ら 直接 わ ず かに外反 し て の び る 体部 を 特色 と す る 。 こ の類 は 酸化 が充分で、 な

い の か灰色 が か っ た 褐色 を 呈す る 。 底部は 糸切 り 離 し で、 簾状圧痕の つ くもの は な い 。

B 類(第1 1図 5 -18) 口径12. 0- 13 .  4cm 、 器高2 .8 -3 .4cm の範囲内に ほ と ん ど含 ま れ る が、

やや大 口 径 のも の ( 18 ) も わ ず かに含 ま れ る 。 体部 は比較的直線的に外傾す る もの で あ る 。 底

部に簾状圧痕の つ くものも あ る 。

C 類(第 1 1図19-2 1 ) 全体に丸昧 を お びた器形で、 体部 は 内毒す る 。 口 径1 1. 9- 12. 2cm 、

器高3 . 1-3 .8 rm を 測 る 。 底部に簾状圧痕のつくものも あ る 。 こ の類は 数 が少 な い 。

D 類(第 1 1図22-27 ) 口径 1 1. 4-13. 1cm、 器高2 .8-3 .5cm を 測 る 。 体部 は 内奇 し た の ち 直

線的に外傾す る o 底部に は 簾状圧痕の つくものもあ る 。
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第12図 土師器(探)実測図

E類(第12図28-42 ) 口径 1 1. 5- 13. 2cm 、 器高2 .6-3 .5cm。 体部 は 内 害 し た の ち 反転 し て

外反す る 。 底部に 簾状圧痕の つ く も の が多 い 。

F類(第12図43-44) 口径 13. 5- 15. 3cm 、 器高2.3-2 .4側、 大 口 径 、 低器高で、 体部 は 内

考ぎ み に立上 る 。 量 は少 な い 。

皿
全遺物の 中 で最 も 量 が多く、 完 形 品 も 多く含 ま れ る 。 全 般的に造 り が雑で、 底部 は す べ て 糸

切 り 離 し で あ る 。 簾状圧痕のつく も の も 多 い 。 体部内外面 は横ナデ、 内底面 は ナデ調整 で あ る 。

口 径 、 器高でみ る と 、 口 径 は7 .4-9 .8 cm 、 器高は0 .9- 1.7cm の 中にす べて 含 ま れ る 。 時の場合

も 同様で、 あ る が、 形 態 や 口 径に よ る 時間差 は認め 難 い 。 す な わ ち 、 9 層 と 10層出 土 の も のに差

異 は な く 、 各種の も の が混在す る 。
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器形 、 胎土、 焼成 か ら み て 、

1 - 15 (第13図) は郎A類 と

類似 し 、 同 一工人の製作に よ

る も の と 考え ら れ る 。 ただ、

時A 類では簾状圧痕の つ く も

の は な い が、 皿に は簾状圧痕

のつ く も の も 主忍め ら れ る 。

特殊 な器形 と し て 、 高台付

の皿 と 円孔 を 有す る 皿 が あ る

(第17図) 。

高台付皿 は数点出土 し て い

る が、 破片が 多 い 。 高 さ 1 .2 -

1 .3cm の高台が付く。

円孔 を 有す る 皿 は 用途不明

で あ る 。 焼成後に穿孔 し た も

の が 3 点出土 し て い る 。
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第 4 表 土師 器杯一覧表

番号 口径 器高 糸切 産装 出土地点 類別 番号 口径 器高 糸
り 痕

切 壁益 出土地点 類別り 痕
1 12.4 3.3 O C-5-9 A 23 12.6 3 .1 O C-4-9 D 

2 12.2 3.1 O D-4-9上 。 24 12.8 3 .2 O O A-1-10 。

3 12.5 3.4 O 。 。 25 11.4 2 .8 O O 8-5-9 。 l

4 12.8 4 .1 O 。 。 26 13.1 3 .0 O C-2-1O 。

5 12.0 3 .2 O O C-4-9 B 27 12.6 3 .5 O C-4-9 。

6 12.2 3 .3 O O 8-4-9 。 28 12. 7 2 .6 O 8-2-9 E 
7 12.2 3 .4 O O C-4-9 4少 29 13.0 3 .2 O O 。 。

8 12.2 3 .0 O O 。 。 30 13.6 2 .9 O 。 4少

9 13.0 2 .8 O O 。 4シ 31 12.2 3 .2 O O 。 。

10 13.4 3 .1 O 8-2-9 C 32 11.5 2 .9 O O C-4-9 。

11 12.3 3 .2 O C-4-9 .，. 33 12.0 2 .7 O 8-1-10 。

12 13.0 3 .1 O A-2-9 。 34 12.0 2 .8 O 8-2-9 .，. 

13 12.8 2 .9 O O C-3-1O 。 35 12.6 3 .0 O O C-4-9 .，. 

14 12.8 2 .8 O O C-3-9 .，. 36 13.0 3 .2 O A-2-9 .，. 

15 12.9 3 .2 O D-4-9 .，. 37 12.0 3 .0 O O C-4-9 。

16 13.1 3 .0 O 8-4-10 。 38 13.2 3 .3 O O 8-4-9 。

17 13.0 3 .0 O 8-5-9 .，. 39 13.2 3 .1 O O C-4-9 。

18 14.9 3 .4 O 8-2-10 。 40 11. 8 3 .2 O O 。 。

19 11.9 3 .8 O 8-5-9 D 41 11. 8 3 .5 O O n-3ー9 4シ

20 12.2 3 .2 O O 。 .，. 42 13.1 3 .2 O O C-5-10 。

21 12.0 3 .1 O 8-1ー10 C 43 13.5 2 .3 O A-5-9 F 
22 12.4 3 .1 O 8-4-9 D 44 15.3 2 .4 O O 8-2-10 。

第 5 表 土師 様 皿一覧表

番号 口径 器高 糸 切 簾圧状痕 出 土 地 点 番号 口径 器高 糸 切 壁装 出 土 地 点り 痕 り 痕
1 7 .4 1 .0 O D - 4 -1O 15 8 .3 1 .6 O O 8-2 -10 
2 7 .4 1 .1 O D - 4 -9 16 7 .6 1 .1 O O D - 3 - 9  

3 7 .4 1 .1 O O D - 4 -9 17 7 .6 1 .4 O O A-2 - 9  

4 7 .7 1 .2 O O C-5 - 8 18 7 .7 1 .4 O O C- 4 -9 

5 7 .7 1 .3 O O C-4 -9 19 7 .7 1 .6 O O D-4 - 1O 

6 7 .8 1 .2 O O C- 3 -9 20 7 .8 1 .0 O O A-2 ー 9

7 7 .8 1 .4 O O C-5 - 9  21 7 .8 1 .2 O 8- 5 -9 
8 7 .9 1 .3 O A-2 -9 上 22 7 .8 1 .2 O A- 1 -10 
9 8 .0 1 .4 O O C-5 -9 23 7 .8 1 .2 O A- 2 - 9  

10 8 .0 1 .4 O O C- 4 -9 24 7 .8 1 .3 O O D - 3 - 9  

11 8 .0 1 .4 O 8-2 - 9 上 25 7 .8 1 .3 O A-2 - 9  

12 8 .1 1 .6 O O A-2 - 9  26 7 .8 1 .5 O A - 2 -1O 

13 8 .2 1 .1 O O D - 3 - 8  27 7 .9 1 .1 O 8-2 - 9 上

14 8 .2 1 .2 O C- 4 -8 28 7 .9 1 .2 O A- 2 - 9 
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番号 口径 器品 糸切 圧簾状痕 出 土 地 点 番号 口径 器高 糸切 壁装 出 土 地 点り 痕 り 痕
29 8 .0 1 .3 O O C-4 - 9 70 8 .4 1 .2 O 8-2 -9 上
30 8 .0 1 .0 O 8 - 5 -9 下 71 8 .4 1 .2 O C-3 -9 

31 8 .0 1 .1 O 8-2 - 9 上 72 8 .4 1 .3 O 8 - 5 -9 下
32 8 .0 1 .1 O 8-2 - 9 73 8 .4 1 .3 O A-1 -10 
33 8 .0 1 .1 O 8 - 2 -9 上 74 8 .4 1 .4 O A-2 - 9 

34 8 .0 1 .1 O O 8-1 -10 75 8 .4 1 .4 O A-5 - 9 

35 8 .0 1 .1 O O A-2 -9 76 8 .5 1 .2 O O 8 - 2 -10 

36 8 .0 1 .1 O O A- 2 - 9 上 77 8 .5 1 .3 O 8-5 -9 下

37 8 .0 1 .1 O C- 3 - 9 78 8 .5 1 .3 O A- 2 - 9 

38 8 .0 1 .2 O A-2 -9 上 79 8 .5 1 .4 O O 8 - 5 - 9 下

39 8 .0 1 .2 O 8-2 -10 80 8 .5 1 .4 O 8 - 2 - 9 

40 8 .0 1 .2 O 8- 1 -10 81 8 .5 1 .5 O O A- 2 - 9 

41 8 .0 1 .2 O A-2 -9 上 82 8 .5 1 .6 O O 8 - 4 - 9 下

42 8 .0 1 .3 O A- 1 -1O 83 8 .6 0 .9 O O A- 2 - 9 上

43 8 .0 1 .3 O O D - 3 - 9 下 84 8 . 6 1 .0 O 8 - 2 - 9 上

44 8 .0 1 .4 O A- 5 - 9 85 8 .6 1 .1 O 8 - 2 - 9 上

45 8 .0 1 .4 O C- 3 - 9 86 8 :6 1 .2 O O A-2 -9 上

46 8 .0 1 .4 O A- 2 - 9 87 8 .6 1 .2 O O B - 2 -9 上

47 8 .0 1 .4 O O 8-=- 2 - 9 上 88 8 .6 1 .4 O 8 - 2 -9 上

48 8 .0 1 .6 O O C-4 -9 89 8 .6 1 .4 O 8-5 - 9 下

49 8 .0 1 .9 O O C- 4 - 9 90 8 .7 1 .0' O A- 2 - 9 

50 8 .1 1 .1 O O 8- 2 - 9 上 91 8 .7 1 .2 O O A - 2 - 9 上

51 8 .1 1 .2 O A-2 - 9 92 8 . 7 1 .2 O A- 2 - 9 

52 8 . 1 1 .2 O O 8 - 2 - 9 上 93 8 .7 1 .3 O O 8- 5 - 9 下

53 8 .1 1 .2 O O 8 - 2 - 9 上 94 8 .7 1 .3 O O 8 - 4 - 10 

54 8 .1 1 .4 O O 8 - 2 - 9 95 8 .7 1 .3 O 8-5 -9 

55 8 .1 1 .5 O A- 2 - 9 上 96 8 .7 1 .3 O O 8 - 2 - 9 

56 8 .2 1 .1 O O A- 2 - 9 上 97 8 .7 1 .4 O A- 2 - 9 

57 8 .2 1 .1 O A-2 - 9 98 8 . 7  1 .4 O 8 - 5 - 9 下

58 8 .2 1 .1 O A- 2 -9 99 8 .4 1 .1 O O A- 2 -9 上

59 8 .2 1 .2 O O A- 2 - 9 100 8 .8 1 .3 O O 8- 5 - 9 下

60 8 .2 1 .3 O 8 - 2 - 9 上 101 8 .8 1 .4 O O A - 2 - 9 上

61 8 .2 1 .4 O O D - 3- 9 102 8 .8 1 .5 O 8 - 5 - 9 

62 8 .2 1 .5 O O 8 - 2 - 9 103 9 .0 1 .2 O O 8- 5 - 9 下

63 8 .2 1 .5 O 8 - 2 - 9 上 104 9 . 0  1 .4 O A-2 - 9 上

64 8 .2 1 .5 O 8 - 4 - 9 105 9 . 0  1 .6 O O A- 1 -10 

65 8 .3 1 .0 O 8 - 2 - 9 106 9 . 1 1 .3 O O 8-5 -9 下 」
66 8 .3 1 .2 O 8 - 5 - 9  107 9 . 2 1 .2 O O 8-5 - 9 下

67 8 .3 1 .2 O O A- 2 - 9 上 108 9 . 2 1 .5 O 8 - 4 - 9 下 |

68 8 .4 1 .1 O O 8 - 2 - 9 上 109 9 .6 1 .4 O A- 2 - 9 上

69 8 .4 1 .2 。 8 - 2 - 9 上 110 9 .8 1 .7 O O 8 - 2 - 9 
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(4)瓦器 ( 第 18図 )

破 片 ば か り で 、 約20点出土 し た 。全体的 に み る と 量は少 な い。実測で き た の は 図示 し た 6 点

で あ る 。器形はすべて班 で 、 他の器形はな い。

l は約 す大 の 破 片で あ る が、 ほ ぼ全形 を 復原 し 得 る 。体部は内替 し な が ら 立 上 る 。外聞 し た

安定性の あ る 高台 が付く。復原 口 径 16. 4cm、 器高 6. 7cm。内面は平滑で 、 箆磨き に よ る と 思 わ

れ る が、 箆磨き の 方 向は不 明 で あ る 。体部外面 の中位以上は横方向 に わ ず か に 箆磨き を 施す。

口 縁部近く に 炭 素 を 吸着 し 黒色 を 呈す る がむ ら が あ る 。他は灰色 を 呈 す る 。A - 2 - 9 出土。

2 は復原 口 径 16. 1cmo f本部は内噂す る 。内 面は平滑で あ る が、 調 整不 明 。外面の中位以上は

横方向 に箆磨き を 施す。中位以下は箆 削 り の 上 に部分的 に箆磨き を 施す が雑で あ る 。小破 片で

あ る が、 遺存部 には炭 素の 吸着はほ と ん ど み ら れ な い。 A - 2 - 9 出土。

3 は復原 口 径 15. 9 叩o 体部は内 考す る 。内面にはナ デ痕 がみ ら れ 、 箆磨き は日月 ら か で な い。

外面中位以上は横方 向 の箆磨き 、 中位以下 には雑 な 箆磨き がわ ず か に 施 さ れ る 。指圧痕 も あ りi、

調 整は雑で あ る。炭 素の 吸着はわ ず か で あ る 。二次 的 な 火 を 受 け て 赤変 し て い る 。 A - 2 - 1O

出土。

4 ・ 5 は底部 か ら 体部下半 の 破 片。 4 は外関 の 安 定 し た 高台。内面は平滑で、 あ る が調 整不明。

\長�--ζ〆
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外面 に は わ ず か に 箆磨 き が施 さ れ る が雑で あ る 。 こ の 個体 は A - 2 - 9 出土 の も の と B - 2 -

9 出土 の も の が接合 し た 。

5 は 断面 三 角 形 の 高 台 が付 く 。 内 面 は き わ め て 平滑で あ る が、 箆磨 き は施 さ れ な い 。 A - 5

- 9 出土 。

6 は体部 の破片。 外面 の 箆磨 き が明 瞭で、 あ る 。 中位以上 は 丁 寧 な 横方 向 の 磨 き 、 中 位以下 は

や や雑で あ る が横方 向 に磨 い て い る 。 内 面 は平滑で あ る が調 整 不 明 。 口 縁部近 く に わ ず か に 炭

素 の 吸着 がみ ら れ る 。 A - 2 - 9 出土。

(5)須恵質土器

須恵器の 系譜 と 考 え ら れ る 土 器の 一群で 、 須恵器質の も の と 瓦 質 の も の と が あ る 。

器形別 に み る と 、 こ ね鉢、 播鉢の 類 が多 く 、 次 い で曹、 土鍋 、 壷 が あ る 。

こ ね鉢 ( 第 19図 1 - 1 1 ) 須恵質土器の 中 で最 も 量 が多 い 。 す べ て が破損 し 、 完形品 は 1 個 も

な い 。 図示 し た も の も 破片 か ら の復原 で、 片 口 の 部分 を 表現 し て い な い が、 他 の破片 の 中 に は

片 口 部 の 破片 も 含 ま れ て お り 、 ほ と ん ど が片 口 を 有す る も の と 思 わ れ る 。 大 ま か に 分 け る と 、

口 径 30cm 前後 の 大型の も の と 、 口 径 20-23cm前後の小型品 の 二 種 が あ る 。

1 は約 合 大 の 破片で あ る が、 片 口 部 は 欠失 す る 。 底部 の 一部 は 欠失 し て い る が平底 で 、 体部

は 直線的 に 外傾 し 、 口 縁部 は 丸 く 肥厚す る 。 内 外面 と も ナ デ調 整 を 施 し 、 部 分的 に 指 ナ デ痕 が

残 る が、 外面 の 調 整 は 雑で あ る 。 口 縁部 外面 は黒色 、 他 は灰色 を 呈 す る 。 須恵器質 に 近 い 瓦 質 。

口 径 29. 4cm、 器高 10. 6cm。

2 は約 士 大 の 破片 か ら の復原 で あ る が、 ほぼ全形 を 知 り 得 る 。 口 径 25. 7cm、 底径 6. 7cm 、 器

高 12cm。 平底 か ら {本部 は わ ず か に 内奪気味 に 外傾 し 、 口 縁部 は 肥厚 す る 。 片 口 を 有 す る と 思 わ

れ る が欠失 す る 。 外面 及 び内面 上半 は横ナ デ を 主体 と し 、 内 面 下 半 は 指 ナ デ に よ る 調 整。 口 縁

外面 は 黒色 、 他 は 白灰色 を 呈 し 、 器壁 は 全 般的 に 薄 い 。 瓦質。

3 は復原 口 径 27. 4cm。 体部破片 か ら の復原 で あ る が、 f本部 は 下端で わ ず か に 丸味 を 帯び、 上

方 は 直線的 lこ の び る 。 口 縁部 は横 に 突 出 す る よ う に 肥厚 す る 。 全 般的 に 厚 手 で 、 焼 き も か た く

須恵器質 を 呈 す る 。 片 口 部 を 欠失 す る が、 わ ず か に そ の 端 の 方 が観察 さ れ る 。 口 縁部 内 外面 は

横 ナ デ 、 他 は ナ デ。 外面下半 に は指圧痕 が残 る 。

4 は復 原 口 径 29. 2cm。 体部 は 直線的 に 外傾 し 、 口 縁部 は 三角 形状 に 肥厚 す る 。 口 縁部 内 外面

は 横 ナ デ。 {本部 外面 は指調 整で 凹 凸 が あ り 雑。 f本部 内 面 は 斜め 方 向 の ナ デ。 瓦質 。

5 は 復原 口 径 30. 5cm。 須恵器質 を 呈 し 、 焼 き も か た い 。 片 口 部 の 端 が わ ず か に 観察で き る 。

内 外面 と も 横 ナ デ を 主体 と し た 調 整。 口 縁部 は 丸 く 肥厚 し 、 そ の 部 分 に 自 然 紬 が か か り 、 光沢

の あ る 黒灰色 を 呈す る 他 は 暗灰色。 。

6 は 口 縁部 か ら 体部 に か け て の 小破片 か ら の復原 。 復原 口 径 29. 7cmo f本部 は 器壁 が薄 く 、 直

線的 に 外傾す る 。 口 縁部 は わ ず か に 肥厚 し 、 断面三角 形 を 呈す る 。 内 外面 と も 横 ナ デ調 整。 瓦

40 
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質 を 呈す る 。

7 も 口 縁部 か ら 体部に か け て の 破 片 か ら 復原 。 復原 口 径33. 1仰 を 測 り 、 こ ね鉢 と し て は最 も

口 径 が大 き い 。 体部 は 直線的に外傾 し た 後、 口縁下 か ら わ ず かに外反 す る 。 口 縁部 は わ ず かに

肥厚す る が顕著で は な い 。 内外面に薄く 自 然粕 が か か る 。 片 口 部の 端の一部 が わ ず かに観察で

き る 。 須恵器質 を 呈 し 、 焼 き も か た い 。

8 は 約 士大 の 破 片 で あ る が、 ほ ぽ全形 を 矢口 り 得 る 。 口 径20. 6cmの 小型品。 底部 は平底 で 、 径

約 7. 3cm。 体部 は わ ず か に 内写 し て 外傾す る 。 口縁部 は わ ず かに肥厚 し 、 先端は 尖 り 気味。 片

" 
5 
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口 部 は 欠失 す る 。 内 外面 と も ナ デ調 整。 須恵器質 を 呈す る 。

9 も 復原 口 径 19. 7叩の 小 型品 。 体部 は 直線的 に の び、 口 縁部 直下 か ら わ ず か に 外反 す る 。 口

縁部 は わ ず か に 肥厚 し 、 先端部 は 尖 る 。 内 外面 と も ナ デ調 整。 器壁 は 薄 く 、 片 口 部 は 欠失 し て

い る 。

10は小破片で 、 復原 口 径 23. 0叩。 体部 外面 は 凹凸 を 有 す る 。 口 縁部 は 肥厚 し 、 上部 は上 に つ

ま み 上 げ た よ う に 収 ま る 。 暗灰色 の 須恵器質 を 呈 し 、 焼 き も か た い 。

11 は約 吾大 の 大 き な 破片 で 、 ほ ぽ全形 を 復原 し 得 る 。 口 径 22. 2cm 、 底径 10. lcm 、 器高 7. 4cm。

体部 は 直線 的 に 外傾 し 、 口 縁 は 肥厚 し な い 。 口 縁上面 は ナ デ に よ っ て 平 ら に 整形。 片 口 部 の 端

の 部 分 が わ ず か に 観察で き る 。 底部の 器壁 は 薄 い 。 外面 は指整形で 凹 凸 が あ る 。 内 面 全 面 に 刷

毛 目 を 施す 。 瓦 質 で 、 焼 き は あ ま り 良 く な い 。 外面 に は煤 が付着 し 、 煮沸 に 用 い た も の で あ る 。

摺鉢 ( 第 19図 12) 2 点 出土 し て い る が、 l 点 は細片で図示で き な い 。 12は 復原 口 径22. 4cm。

体部 は 直線的 に 外傾 し 、 口 縁部 は肥厚 し な い 。 外面 は縦方向 の 櫛 目 の 上 を ナ デで調 整。 内 面 は

横方向 の 刷 毛 目 の 上 に 11条 1 単位の 条痕 を施す。 条 痕 は 全 面 に 施す の で は な く 、 各 単 位 の 聞 に

は わ ず か に 聞 を あ け る 。 条 痕 は 向 っ て 左側 は浅 く 、 右側 は 深 く 強 く 刻 ま れ て い る 。 時期 的 に後

出 の も の と 考 え ら れ る 。

土鍋 ( 第 20図) 浅鉢状の 土鍋 で 、 す べ て 瓦 質 を 呈す る 。 い ず れ も 外面 に は煤 が付着 し 、 使 用

状態 を 物語 っ て い る b

1 は 約 去 を 欠失 す る が、 全 形 を 復原で き る 。 口 径 35. 6cm 、 器高 は 1O. 6cm と 推定 さ れ る 。 平底

気味の 丸底で 、 体部 は 内 害 し て 立 上 り 、 口 縁下で反転 し て 外反 す る 。 体部外面 は刷 毛 目 の 上 を

ナ デ 、 底部 に は 荒 い 格子 タ タ キ を 施す 。 口 縁 か ら 屈 曲 点、 ま で の 内 面 は 横 ナ デ。 内 面 は横 に 櫛 目

を 施 し た 上 を ナ デ。

2 は底部 を 欠失 す る 。 ひずみ が あ り 、 長径34. 0cm 、 短径 31 . Ocm を 測 る 。 底部 を 欠 ぐ た め 器高

は 不 明 で あ る が、 1 よ り 深 め の 器形で あ る 。 体部 は 内考 し て 立 上 り 、 口 縁下 で 反 転 し て 外反 す

る 。 調 整 は l と 同 U で あ る が、 底 部 の 格子 タ タ キ は摩 耗が著 し い 。

3 は小破片 か ら の 復原 。 全体的 に は 1 に 類 似す る が、 底部 か ら 体部 へ の 境 が明 瞭で 、 内 面 上 半

の 調 整法 が異 な る 。 復原 口 径 31 . 2cm 、 器高 は 9. 8cm前後 と 推定 さ れ る 。

4 . 5 は 口 縁部 の小破片。 4 は復原 口 径 28. 0cm。 口 縁下の屈 曲 は 弱 い 。 外面 に は指圧痕 が認

め ら れ
、
内 面 は ナ デ 、 部分的 に 櫛 目 がみ ら れ る 。 5 は復原 口 径 32. 7cm。 外面 に は指圧痕 が あ り

内 面 は ナ デ調 整。

6 は 1 - 5 と は 異 な っ た 土鍋。 小破片 で 全形は復原 で き な い 。 深 め の 鉢形 の 器形 で 、 口 縁部

は 外反 す る 。 瓦質 で あ る が、 二次 的 な 火熱 を 受 け て お り 、 黒褐色 及 び赤褐色 を 呈 す る 。

聾 ( 第 21図 7 - 10)  外表 に平行 タ タ キ ・ 格子 タ タ キ を を 施す 曹 の 一群 が あ る 。 量的 に は こ ね 鉢

に つ い で 多 い 。 全般的 に 焼 き が悪 く 、 も ろ い 。 そ の た め か 、 破片 が多 く 、 全 形 を 窺 え る も の は な
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b ミ 。

7 は 須恵器質 に 近 い 瓦質 で 、 こ の 種の も の と し て は燐 き が良 い 。 体部 外面 に は 平行 タ タ キ が

横及 び斜め に 施 さ れ る 。 体部 内 面 は ナ ヂ ら れ 、 器壁 は 薄 い 。 復原 口 径 26. 8cm。

8 は や や小 型 で 、 復 原 口 径 24. 8畑。 焼 き が悪 く 、 器面 の 剥 離 が著 し い 。 体部外面 は 5 皿 目 位

の 荒 い 格子 タ タ キ を 施す 。 内 面 は 横 ナ デ。

9 は復原 口 径 29. 0畑。 体部外面 に は格子 タ タ キ を 施す 。 内 面 は 器面 の 荒れ がひ ど く 、 調 霊法

不 明 。 口 縁部 は部厚 い が、 体部 は次 第 に 薄 く な る 。

10は 費の底部 と 考 え ら れ る 。 平底で、 底部告書壁は薄 い 。 体部 外面 に は格子 タ タ キ を 施す 。 こ

の タ タ キ は 9 の タ タ キ に 類似す る 。 他 に も 同様の 平底底部の小破片 が数 片 あ り 、 費形土 器の 底

部 は こ の よ う な 平底 で 、 体部 外面 全体 に タ タ キ を 施 し て い た と 考 え ら れ る 。

壷 ( 第 21 図 1 1 ) 査 は 図示 し た も の 1 個体分の み 出土 し た 。 破片 か ら の 復原 で あ る が、 ほ ぼ全

形 を 知 り 得 る 。 復原 口 径 15. 6cm、 体部最大径22. 2cm 、 底部径 9. 6cm。 上部 と 下部 の 接合点 は な

い が、 器高 は 20. 0cm前後 と 推定 さ れ る 。 平底で 、 体部 は や や肩 が張 る 。 体部外面 に は 山 形 の タ

タ キ を 全 面 に 施す 。 黒灰色 の 瓦質 を 呈 し 、 焼成 は 良 い n

(6)陶器 ( 第 21 図 1 - 3 )  

中 世 陶 器 と 考 え ら れ る も の がか な り の 量出土 し て い る 。 そ の う ち 、 明 ら か に 産地 を 比定 で き

る の は 、 常 滑焼 と 中 国産 の 褐紬陶器で あ る 。 そ の 他 の 大部 分 は 産 地不 明 の 陶器で 、 今後 の 解 明

が ま た れ る 。

第 21図 1 - 3 は 常 滑焼で あ る 。 い ず れ も 口 縁部破片 か ら の復 原 。

1 は復原 口 径 22. 4cm。 口縁部 を 外

反 さ せ た も の に 粘土 帯 を 貼 り 付 け る 。

胎土 は黒灰色 、 色調 は 暗赤褐色 を 呈

す る 。

2 は復原 口 径 39. 6cm。 口 縁部 の 粘

土 帯貼 り 付 け は な く 、 外反 さ せ た 口

縁 の 先 端 を 斜め 上方 に つ ま み 上 げ る 。

胎土 は灰色 、 色 調 は 暗赤褐色 を 呈 す

る が、 内 外面 の 一部 に は 緑色 の 自 然

紬 が か か る 。

3 は 口 縁先端 を 大 き く 折 り 曲 げ、

そ の 先端 に 粘土 帯 を 貼 り 付 け て 口 縁

部 を 形成 す る 。 復原 口 径 34. 0cm。 胎

土 は 石 英粒子 を 含 み 黒灰色 。 色調 は

O 
E 
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暗赤褐色 を 呈 し 、 外面 は わ ず か に 光 沢 が あ る 。

こ の他 に も 胴部破片で常滑焼 と 考 え ら れ る も の が数点 あ る 。 こ れ ら の 中 に は 、 常 滑焼特有 の

タ タ キ 文 を 有 す る も の が含 ま れ る 。

褐軸陶器 ( 第 22図 ) は 1 個体分 の み 出 土 。 底部 か ら 体部 下半 に か け て の破片 で 、 上部 を 欠失 す

る 。 底部 は径 6. 8cm。 削 り 出 し に よ る 高台 が付 く 。 畳付の部 分 に 三 角 形 の 刻 み を 1 箇所施す 。

体部外面 は 箆削 り 、 内 面は ナ デ調 整。 胎土 は や や 黄色 が か っ た 白 色で、 内 外面 に 明 褐色 の 紬 を

か け る 。 た だ 体部下 端 の 一部 に は 鉄紬 が か か る 。 こ の 種の も の は最近各地で出土 し て い る が、 産

地 が中 国で あ る こ と 以 上の 詳 し い こ と はやj っ て い な い よ う で あ る 。
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(7)土師賀土器 ( 第 23図)

砂粒 を 含 む 胎土 で 、 土 師 質 に 焼成 さ れ た 土 器の 一群。

器形で は す べ て 土鍋で あ る 。 口 縁部 は 外 に 折 り 曲 げ ら れ 、 断面 L 字 形 を 呈 す る 。 す べ て 小破

片 で あ る た め 、 全 形 を 知 り 得 る も の は な い 。 口 縁上 端 は 凹 凸 が あ る が、 す べ て に 縄4刻王痕 を 施

す 。 内 面 は刷毛 目 を 施す も の と ナ デ に よ る 調 整の も の と が あ る 。 外面 に は 、 煤 が多 く 付着 す る 。

胴部 の 破片 で 、 同様 な 胎土 、 焼成 、 調 整 を も つ も の が あ り 、 そ れ か ら す る と か な り 深 め の 鉢

形 を 呈す る も の と 考 え ら れ る 。

(8)木 製 品
下駄 ・ 箸状木製品 ・ 椀 ・ 櫛 ・ 底 板 ・ 蓋 な ど が出土 し た 。 以 下 器種別 に 記述 す る 。

な お 、 出土 し た 木製 品 の 材 質調査 は 熊本大学教 育学部 ・ 大迫靖雄助教授 に お 願 い し た 。 調 査

結果 に つ い て は 付論 3 を 参照 さ れ た い 。

下駄 ( 第 M ・ 25図、 第 6 表 )

連 歯下駄 1 点 と 差歯下駄 6 点 の 計 7 点、 が出土。 う ち 1 点 は小 児肘 で あ る 。 対 に な る も の は な

い 、 す べ て 別 個 体 の も の で あ る 。

l は 長 円 形 の 連 歯下駄。 裏面 全体 が焼 け て お り 、 ま た 一部 を 欠失 す る が、 全 形 を 復原 し 得 る 。

台部 の 現存長 は 21 . 0畑、 幅 9. 2cm を 測 る 。 台 の 中 心 点近 く の 厚 さ は 1 . 6佃前後 で 、 前 ・ 後端 は

薄 く な る 。 と く に 後 端 は 薄 〈 、 4 mm程度 で あ る 。 歯 は低 〈 、 下 面 は か な り 摩 滅 が進 ん で い る 。

前壷は台 の ほ ぼ中 央 、 後穴 は後歯の前端 に 接す る 。 遺存 が悪 〈 、 前 壷 ・ 後 穴 の 穿孔方法 は 不 明

で あ る 。 材質 は セ ン ダ ン の板 目 材。

2 は差歯露卯 下駄で 、 台部 の後端 と 歯部 を 欠失 す る 。 長 円 形で、 台 部 の 中央付近 は 厚 く 、 前

・ 後端 は 薄 く な る 。 前 査 は台 の 中央、 後穴は後歯 よ り 前 に あ る 。 柄 穴 は 長 方 形 で 、 前後各 l 個

が あ る 。 遺存 が悪 〈 、 穿孔方法 は 不 明 。 材質 は セ ン ダ ンで板 目 材 を 使 用 。

3 も 差歯露卯 下駄で、 台 の 一部 と 歯 を 欠失す る 。 長円形で、 前 査 は 台 の 中 央 、 後 穴 は 後 歯の

前端 に 接す る 。 前 壷 は腐触 が進 み 穿孔方法 は 不 明 。 後穴 も 腐触 し て い る が、 一部 に 焼箸穿孔の

痕跡 が認 め ら れ る 。 柄穴 は前後 に 各 l 個 あ る が、 2 の 柄穴 よ り も 大 き い 。 柄穴 は 縦 2 側、 横 1

佃 を 測 る 。 材質 は ス ギ の 板 目 材 を 使 用 。

4 は差歯露卯下駄。 隅 丸長方形気味の 長 円 形で 、 台部 は 比較的 肩 平 。 全 長 20. 5cm、 幅 9. 2cm。

前 壷 は 台 の 中央 、 後穴は後歯の 前端 に援す る 。 前後 に 各 2 個の 柄穴 が あ る 。 前後各 1 個 の 柄 六

に は柄が遺存 し 、 こ れ に よ り ク サ ピ を 使 用 し て い る こ と が窺 え る 。 後穴 は焼箸穿孔。 台部上面

の 前 査 の 左側 が摩 滅 し て 窪み 、 主 に 左足 に 使 用 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 材 質 は ス ギ で柾 目 材

を 使 用 し て い る 。

5 は 完全 な 形で残 り 、 遺存状態 も き わ め て 良好で め る 。 納六 は な く 、 差歯陰卯 下駄で あ る 。

台部 の 平 面 形 は 長 円 形 で 、 舟底状 を な す 。 前壷 は台 の 中央 、 後 穴 は 後 歯 よ り 前 に あ る 。 前 査 は
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第 25園 下駄実測図

も 5 と 同様 に 前 寄 り に あ る 。 前査 は ノ ミ 状工具、 後 穴 は焼箸穿孔。 歯 は 上端 よ り 下端 が幅広 く 、

高 さ は 前 歯 が 5. 2cm、 後 歯 が 5. 5cm を 測 る 。 前査の位 置 か ら 考 え て 右足用 か ? 。 材 質 は ス ギ の

柾 目 材。

第 6 表 下駄一覧表

卜\ 掃図番号 長 さ 台幅 歯幅 ( 下端) 高 さ 納穴の数 形 式 材質 出 土 {箱 考前 歯 後歯 前 後 地 点
1 第 24図ー1 ( 21 .  0)  9. 2  ( 7 .0) 8. 7 2. 3 連 歯 センダン C -3-1 O 遺存不 良 。

下 駄 2 と 同 材。

2 第 24図ー2 ( 22. 0) 10. 1 ( 2 .4) l l 差歯露 " C -4-9 遺存 不 良 。
卯 下駄 材質調査試料No.8 。

3 第 24図 -3 ( 22. 2) 10. 5 ( 2 .2 ) 1 1 差歯露 ス ギ C -4-9 遺存 や や 不 良 。
卯下駄 7 と 同 材 。

4 第 24図ー4 20. 5 9. 2  ( 1 .9 ) 2 2 差歯富書 。 8 -5-9 左足用 か 9
卯下駄 7 と 同 材 。

5 第 24図ー5 23. 0 10. 6 1 1 . 4 1 1 . 3 6. 1 差歯陰 。 C -4司9 遺存 不 良 、 右足用
卯 下駄 か ? 7 と 同 材。

6 第 25図ー6 ( I9. 4) 9. 6  ( 7 .8) 9. 8 7. 6 差歯陰 イシ C -4-9 右足用 か ?
卯下駄 ? と 同 材 。

7 第 25図ー7 15. 3 7. 0 7. 1 3. 6 差卯下歯島陰北 " C -4-9 小 児 用 、遺存 不 良 、
材質調査 試料No.l 。

/ 

備考 1 . 数f直の単位 はcm
2 .  ( 内数値は現存値
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7 は小 型 の小 児用 下駄。 形式 は差歯陰卯下駄 に属 す る 。 前歯 を 欠失 す る f也 、 形 は ほ ぼ保 た れ

て い る が、 遺存状態 は 良 く な い 。 台部 は 長 円形で、 前壷 は台 の 中央 、 後穴 は後歯の 前 端 に 接す

る 。 歯 は上 部 は 厚 く 、 先 の 方 は や や薄 く 削 り 込 ま れ て い る 。 高 さ は約 2. 0仰 を 測 る 。 材 質 は ス

ギで柾 目 材 を 使 用 し て い る 。

こ れ ら の 下駄の 肉 眼的観察 に よ る と 、 l と 2 が同 材 質 、 3 - 7 が同材質 で あ る o そ こ で 、 2

と 7 の 材質調査 を 実施す る こ と と し た 。 2 は 材質調査試料kó. 8 、 7 は 材質調査試料kó. 1 で あ る 。

箸状木製品 ( 第 26図 )

完 形品 が な く 、 全 長 を 知 る こ と がで き な い が、 6 な ど か ら 全 長 25-30叩前後 と 推定 さ れ る 。

棒状で 、 両 端 は 尖 り 気味で あ る 。 最 も 幅の 広 い も の で 1 cm前後で あ る 。 断面 形 は 多様で、 四 角

形 ・ 五角 形 ・ 六角 形 を 呈す る も の が多 い 。 問 。 個体で も 箇所 に よ って 断面 形 が異 な る 。 1 - 5

は C - 5 - 9 の 上層 、 6 - 11 は C - 4 - 9 の 下層 、 12-17は C - 4 - 9 か ら の 出土 で 、 出 土地

点、 に か た よ り が あ る 。 17は形状が異 な り 、 整形 さ れ た も の で は な く 、 板材 が割 れ た 木 片 で あ る

が、 一応 こ こ に あ げて お く 。

肉 眼的 観察 に お い て 、 す べて 同 材 と 判定 さ れ た の で 、 図示 し て い な い 細片 を 材質調査試料 と

し た 。 材 質調査試料kó. 4 で あ る 。 調査 の結果 、 材質 は ス ギ と 判定 さ れ た 。

各 個 の 測定値 は 第 7 表 の と お り で あ る 。

φ 1  l'! 2 lI! 3 ・ 4 円 5

6 闘 7 1!1B 悶 9

:1" 

12 ljJ 13 V 14 � 1 5  � 16 l"'! 1 7  

1 0an 
』

第 26図 木製品実測図
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第 7 表 箸状木製品一覧表

掃 図 番 号 長 さ 最 大 幅 材 質 出 土 地 点 備 考
1 第 26図 ー 1 ( 21 .  2 ) 0 . 7 ス ギ C - 5 - 9 上 両 端 を わ ず か に 欠失

2 - 2 ( 21 .  3 )  0 .7 。 。 。

3 。 - 3 ( 20. 1 ) 0 .5 。 4シ や や 細 目

4 。 - 4 ( 17. 4 ) 0 .7 。 。 一 端 は遺存

5 。 - 5 ( 13. 5 ) 0 .45 。 " 細 目

6 。 - 6 ( 23. 5 ) 1 .0 。 C - 4 - 9 下 大 型 、 両 端 を わ ず か に 欠失

7 φ - 7 ( 15. 5 ) 0 .6 。 。 や や 扇 平

8 。 - 8 ( 11 . 0) 0 .6 。 。

9 。 - 9 ( 8. 2 ) 0 .6 。 " 小破片
10  。 - 10 ( 5. 3 ) 0 . 6 " 。 。

11  。 - 1 1 ( 6. 0 ) o .伍 。 。 。

12 。 - 12 ( 20. 5 ) 0 .7 。 C - 4 - 9 一端 は遺存

13 。 - 13 ( 14. 3 ) 0 .65 。 " 

14 。 - 14 ( 13. 4 ) 0 .7 。 4シ 一端 は 遺存

15 。 - 15 ( 11 . 3 )  0 .65 。 4少

16 。 - 16 ( 10. 6) 0 . 55 。 。

17 。 - 17 ( 13. 8 ) 0 . 55 " 。 箸状木 製 品 で は な い 。

備 考 1 . 数値の 単位 は 佃
2 .  ( ) 内数値 は 現存低

椀 ( 第 27図 1 - 3 )  

数個体分 が出土 し た がい ず れ も 細片 で 、 図示で き る の は 3 点 で あ る 。 漆塗 り の も の も あ る 。

1 は底部 が円形 に 突 出 し 、 薄 い 体部 は 内 電気味 に 立 上 が る 。 内 面 に は 漆 が わ ず か に 残 る 。 遺

存状態 は 良 く な い 。 C - 4 - 9 出土 。

2 も 円 形 の 突 出 し た 底 部 で あ る が、 1 1こ 比べ る と 薄 い 。 体部 の屈 曲 も わ ず か で 、 あ る い は 皿

状の 器形 に な る か も し れ な い 。 A - 4 ー 9 出土 。

3 は 高 台 を 削 り 出 し 、 f本部 は 内 奪 し な が ら 立上 が る 。 体部外面 に は 横方 向 の 削 り 痕 が観察 さ

れ る 。 C - 4 - 9 出土 。

こ れ ら の 類 は す べ て 同 材質 を 用 い て お り 、 3 の 一部 を 材質調査試料五 3 と し た 。 調査 の 結 果

は ケ ヤ キ と 判定 さ れ た 。

櫛 ( 第 27図 4 ) 

横櫛 の 破片 が 1 点 出土 し た 。 長 さ は 不 明 で あ る が、 幅 は 2. 3cm と 推定 さ れ る 。 歯 は 両 側 か ら

削 り 込み 、 断面 形 は 三 角 形 を 呈す る 。 堅 い轍密 な 材質で あ る が、 材 質 調 査 は未 実 施。 B - 4 -

10出 土 。
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底桓 ( 第 27図 8 、 第 28図 13 ・ 14 )

曲物の 底 板 と 考 え ら れ る も の が出土 し た 。

8 は 厚 き が 6 mm前後で幅13. 9cmの楕円形。 約 去を 欠失 し 、 水分 の た め か ひ ずみ が生 じ て い る 。

柾 目 材。 6 ( 材質調査試料ió. 2 ) と 同 材 質 の ス ギ 。 C - 4 - 9 出土 。

13は 大 型で 、 残存部 か ら 復原 す る と 直径約28cmの 円 形 と な る 。 厚 さ は 5 mm前後で 、 表 裏 面 と

も き れ い に 削 ら れ て い る 。 柾 目 材 を 使 用 し 、 残存部 の 遺存状態 は 良 好 で あ る 。 6 ( 材質調査試

料ió. 2 ) と 同 材 質 の ス ギ 。 C - 4 - 9 出土 。

14 は約 を が遺存す る 。 厚 さ 1 cm前後 、 復原 直径36. 2仰の 大型 品 。 図 の 上端部 分 は焼 け て い る 。

\干上ープ
\ーで一一一」 ?い

s 
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8 
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1 0 
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第27図 木製品実測図
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8 ・13 と は 材質 が異 な る と も 考え ら れ た の で 、 こ の一部 を 材質調査試料No. 5 と し た 。 材質 は ス

ギ と 判定 さ れ た 。

董 ( 第 28図11 ・ 12 )

11 は 長径約30cm、 短径約24畑、 中心 か ら や や偏 し た 位 置 に 鉦 が あ る 。 中 心 部 は約 1 . 7cm と 厚

〈 、 周 囲 は 次 第 に 薄 く な る 。 鑑は 最大径 3. 5師、 高 さ 2. 4cm . 隅 丸長 方 形 に 近 い が不整形。 全

体 の 加 工 は 雑で 、 表 裏面 と も 凹 凸 が あ る 。 周縁部 は か な り の 熱 を 受 け 黒 変 し 、 焼 け て い る 部分

も 多 い 。 こ の こ と か ら 、 い わ ゆ る 鍋蓋 と し て 使 用 さ れ た こ と が窺 え る 。 木 目 の 不 規則 な 根材 を

使 用 し て お り 、 堅 い 。 一部 を 材質調査試料ro. 6 と し 、 タ プノ キ属 と 判定 さ れ た 。 C - 4 - 9 出土 。

12は破損品 で全形 を 知 る こ と がで き な い が、 円形 の も の の 両 端 に 挟 り を 入 れ た も の と 考 え ら

れ る 。 厚 さ 1 . 2叩前後で表 裏 と も 加 工 は 雑で あ る 。 焼 け て お ら ず 、 鍋 蓋 と は 限定 で き な い が、

広義 の 蓋 と し て お き た い 。 下駄の 2 ( 材 質調査試料ro. 8 ) と 同 材 質 の セ ン ダ ン 。 C - 4 - 9 出 土 。

用 途不明木製品 ( 第 27図 5 - 7 、 9 - 10、 第 28図 15- 16)

明 ら か に 加工 ・ 整形 さ れ た も の で 、 用 途 の 不 明 な 木製品 を 次 に 述 べ る 。

5 は底板状の 木 製品 で あ る が、 図 の 左上端 に 切 り 込み が あ り 、 下 端 も 直線的 に 削 ら れ て い る 。

厚 さ は 4 mm前後で加工 は 整美で あ る 。 6 ( 材質調査 試料ro. 2 ) と 同 材 質 の ス ギ 、 柾 目 材。 B -

6 - 8 出 土 。 貝 層 の 直上 か ら の 出土 で あ る が、 同一時期 の も の と み て よ か ろ う 。

6 は 長径 10. 1冊、 短径 8. 6叩 厚 さ は 8 mm前後 。 一部 を わ ず か に 欠失 す る 他 、 ほ ぽ全体 が遺

存 す る 。 間丸方形 に 近 い が不整形で あ る 。 表裏面 は平滑 に 削 ら れ 、 周 縁 に も 削 り 痕 が残 る 。 底

板の未完成 品 か と 考 え る 。 材質調査試料瓜 2 で ス ギ と 判定 さ れ た 。 柾 目 材。 C - 4 - 9 出土 。

7 は 直径 8 佃 前後 の 円形品 で 、 両 端 の 2 カ 所 に 小 さ な 円 孔 を 穿つ 。 正 円 形 で は な く 、 図 の 左

右周縁部 は 直線 的 に な る 他 、 全般的 に や や 不 整形。 図 の 裏面 は腐触 が ひ ど く 、 薄 く な っ て い る 。

6 ( 材質調査試料瓜 2 ) と 閉 じ ス ギ 、 柾 目 材。 B - 3 - 10出土 。

9 は 図 の 上下端 に 柄状の 突起 を 削 り 出 し 、 こ の 突 起 に は 1 - 3 個 の 目 釘穴 が あ る 。 図 の 右 端

は 折損 面 で 、 継手 と な る 目 釘 が 9 カ 所み ら れ 、 さ ら に 右側 に 接合 し て い た こ と を 示 し て い る 。

長 さ 19. 4側、 現存幅 5. 1佃前後。

10は 図 の 上下端 に 凹部 を 削 り 込 む 。 厚 さ は 7 mm前後で 、 7 カ 所 に 目 釘穴 がみ ら れ る 。 最 大 長

19. 4cm、 現存幅 5. 7叩前後。

9 ・ 10は と も に C - 3 - 9 下 の 出土 で一緒 に 出土 し た 。 材 質 ・ 形 状 か ら み て も 同 一 製 品 の 部

分 で あ る が、 組合 わ せ る こ と は で き な い 。 材 質 は 6 ( 材質調査試料必 2 ) と 同 U ス ギ で 、 と も

に柾 目 材。 目 釘 は遺存す る も の も あ り 、 そ れ ら は竹で あ る 。

15は 長 さ 25. 7個。 2 カ 所 に 長方形の柄穴 があ り 、 目 釘穴 を 穿つ 。 図 の 上端 は 尖 り 気味で 、 下

端 は わ ず か に 面 を も っ 。 中央部 は 一方 か ら 挟 ら れ る 。 材 質 は 6 ( 材 質 調査試料瓜 2 ) と 向 。 ス ギ。

糸 車 の 一部 と も 考 え で み た が適切 で は な い 。 何 か の把手 の 部 分 か と も 考 え ら れ る 。 C- 4 - 9
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出土。

16は現存長38. 3畑、 最 大 幅 6. -2側、 最 も 厚 い 所で 1 . 8倒。 図 の 右側 端 に は 歯状の 凹 凸 があ る 。

表 裏面 と も 雑 な 加工 で 、 凹 凸 がみ ら れ る 。 一部 を 材質調査試料 恥 7 と し た 。 調査 の 結 果 、 材 質

は ア カ ガ シ 亜属 と 判定 さ れ た 。 B - 5 - 9 出土 。
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第29図 滑右製石鍋実測図
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(9)石 製 品
滑石製石鍋 ( 第 29図)
す べて破片で 、 20点程出土 し て い る 。 全体 に 共通 し た 特色 と し て 、 煤 が付着 し 黒色 な い し は

黒灰色 を 呈 し て い る 。 形態的 に は 、 上端 か ら 1 .5-2 .0cm下 に 袴 を 巡 ら す 。 袴 の 断面 形 は梯形 を

呈 す る 。 袴 よ り 上の 器壁 は わ ず か に 内 害す る 。 出土 し た 破片 か ら す る と 底 は 平底 と 考 え ら れ る 。

外表 に は 縦 あ る い は や や斜 め 方 向 の 削痕 が観察 さ れ る が、 内 面 は研磨 さ れ た の か 平滑で あ る 。

図示 し た 1 - 5 は い ず れ も 破片 か ら の 復原 図で あ る が、 最 も 口 径 の小 さ い も の( 1 )で 20. 1冊、

最 も 大 き い も の (5)は 27仰 を 側 る 。 器高 を 窺 え る も の は な い 。 1 ・ 2 は転用 さ れ た も の か 、 袴の

上端 に 穿孔 がみ ら れ る 。

磨 製石斧 ( 第 30図 1 - 2 ) 

1 は 蛇紋岩製 の 磨 製石 斧で 、 長 さ 13. 4側、 最大幅 6. 1叩、 厚 さ 2. 3cm を 測 る 。 刃部 は 強 く 琴

曲 し 、 上半 に は 研磨 さ れ な い 部 分 が残 る 。 重量 236 . 5 9 0 2 は小 型 の ノ ミ 形石 斧 で 、 刃部 は 欠

失 し て い る 。 現存長 8. 5cm、 幅 2. 8cm、 厚 さ 1. 6cm 、 重量56. 2 9 0 い ず れ も 縄文 時代 の も の で

縄文土 器 と と も に 、 高橋 貝 塚 に 関 連 し た 遺物で あ る 。

砥石 ( 第 30図 3 - 6 )  

総数 6 点 出土 し た が、 い ず れ も 破 片 で 、 全形 を 知 る こ と は で き な い 。 4 ・ 5 ・ 6 は撹乱部分

か ら の 出土 で 、 年代 的 に は 近 世 の 可能性 も あ る 。

材 質 別 に み る と 3 は砂岩 、 5 は い わ ゆ る 天草砥石 、 4 ・ 6 は 粘板岩で あ る 。 3 は 片 面 、 4 -

6 は 表 裏 両 面 に 使 用 痕 が あ る 。

そ の他の石製品 ( 第 30図 7 - 10)  

7 は滑石製石鍋の転用 品 で あ る 。 袴の部分 を 含 め て 、 全体 を 梯形 に 削 り 、 四 周 は研磨 さ れ て

い る 。 袴の 上 か ら 下へ 貫 く 穿孔 が あ る 。

8 も 滑石製品 で あ る 。 一方 は 亀 甲状 を 呈 し 、 他方 に 鎚状の突 起 を 有 す る 。 突起 は 中程で折損

し て い る が、 円 孔 を 有 し 、 孔 に は銑芯 が遺存 し て い る 。 全体 に煤 が付着 し て い る 。 本県で も 下

益城郡小川 町 ・ 年 の 神遺跡や球磨郡 多良木町・相良頼景館跡、 ま た 福 岡 市 ・ 多 々 良遺跡 等 か ら

も 類似品 が 出 土 し て い る が用途不 明で あ る 。

9 は 円 盤状の 石製 品 で 、 直径 5. 1 - 5. 2cm 、 厚 さ 1 . 2cm前後で、 あ る 。 全体 は よ く 研磨 さ れ 、

周 囲 の 約 ま程は と く に 強 く 研磨 さ れ て い る 。 用 途不明 。

10は 軽石 で 、 一面 は す り 減 っ て い る 。 近 年 ま で使 用 さ れ て い た 鍋磨 き を 連 想 さ せ る 。長 さ 8. 6

師、 幅 6. 4cm、 中 心 部 の 厚 さ 3. 8cmo
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(1 0)貝 製 品 ( 第 31図 )

二枚貝 の ヒ オ ウ ギ を 加工 し た 貝杓子

が 1 点 出 土 し た 。 柄 を 装着 し 固定 す る

た め の小 さ な 穴 を 2 個穿 っ て い る 。 縦

1O. 1cm 、 横 10. 3畑、 B - 2 - 10出土 。

(1 1)土 製 品 ( 第 32図 1 - 5 )  

管状土鍾 が 5 点 出土 し て い る 。

1 は 長 さ 4 .0cm、 最 大径 1 . l cm 、 重量

3 .990 整形 は 雑で あ る が、 焼成 は 良 く

堅 い 。 暗褐色 を 呈 す る 。 A - 5 - 9 出土 。

2 は 長 さ 4 . 1叩、 最大径0 .95cm、 重 量

2. 69。 整形 は 雑で あ る 。 明 褐色 を 呈す

る 。 C - 3 - 9 出土 。

第31 園 貝製品拓影

3 は一 端 が欠損 し て い る 。 現存長 3. 5明、 最 大幅 0 . 8側、 重 量 2. 1 9 。 遺存す る 一端 は 細 く

な る 。 指 ナ デ痕 が残 る 。 暗褐色。 C - 3 - 10出土 。

4 は 現存長 2. 6cm、 最 大 幅 1. Ocm、 重量 2. 09 。 表 面 は摩滅 し て い る 。 A - 3 - 9 出土 。

5 は現存長 2. 1cm 、 最 大 幅 1. 0cm、 重量 1 . 59 。 焼成 ・ 色調 と も 1 に 類似す る 。 A - 3 - 9

出土 。

仰金属製品
耳環 ( 第32図 6 ) 

耳環 が 1 点 出 土 し た 。 表 面 は剥 落 し 、 金張 り か銀張 り か 不 明 。 芯 は銅で 、 中空で、 は な い 。 A

- 4 - 9 出土 。 他 に 須恵器の細片 も 2 - 3 点 出土 し て お り 、 近 く に 古墳 が あ り 、 破壊 さ れ混入

し た も の で あ ろ う 。

鉄器 ( 第 32図 7 ・ 8 )

4 点 出土 し て い る が、 2 点 は細片で 、 形状 ・ 用 途等 を 知 る こ と は で き な い 。

7 は 角 釘の 残片。 長 さ 6. 8cm、 断面形 は 1 . 1 X O .8cmの 問 丸長 方形 を 呈す る 。 B - 1 ー 10出 土 。

8 は 利 器の 茎の 部分 と 考 え ら れ る 。 現存長 8 . 0cm、 幅 は 1 . 6 - 2. 3cm で 、 わ ず か に 反 り が あ

る 。 厚 さ は 3 - 4 mm、 目 釘穴 は な い 。 遺存状態 は 比較的良好で あ る 。 鎌の 茎 と 考 え ら れ る 。 A

- 4 - 9 出土 。

(1 3)骨 角 器 ( 第 32図 9 - 1 1 )  

9 は鹿 角 の 未 製 品 で あ る 。 第 1 枝 か ら 第 2 枝の 閣 の 部 分 で 、 上下端 及 び第 1 枝 の 部 分 は 切 断

し て い る 。 上 端 の切 口 に は 荒 い 削 痕 が残 る 。 下端 と 図 の 左下端の 切 口 は正滑で、 削痕 か ら み て

鋸 に よ る 切 断 と 思 わ れ る 。 こ の 3 カ所の切 断の他 に は 加 工 の 跡 は み ら れ な い 。
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10は刺突具で下端 は 欠失 す る 。 管 骨 を 用 い 、 一 面 は 自 然 面 を 残 し 、 他 の 面 は 研磨 し て い る 。

先端 は 両 側 か ら 削 り 込 み 、 磨 き を か け て 、 き わ め て 鋭 く 仕 上 げて い る 。 現存 長 ] 3. 5cm、 幅 1 . 4

冊、 厚 さ は 3 mm前後 を 測 る 。

11 は 箆状の も の で 、 長 さ 11 . 7cm、 最大幅 1. 8cm。 先 端 は 両 側 か ら 削 り 込 む が、 尖 ら ず 丸味 を

も つ 。

。
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(I�古 銭 (第33図)
完形品 4 枚 と 破損品 1 枚の 計 5 枚 が出土 し た 。 撹乱層 や石列 の 南側 の 砂層 か ら の 出土 で 、 直

接時期決定 の 資 料 と は な ら な い 。

内 訳 は 宋銭 2 枚、 日 本銭 ( 寛永通宝) 2 枚、 判読不明 1 枚で あ る 。

1 1土問寧元宝 (初鋳年1068年 )で宋銭で あ る 。 黄銅色 を 呈 し 、 遺存状態 は 良 い 。 やや雑な 鋳出

し で 、 文 字 は本来不鮮明 で あ っ た と 考 え ら れ る 。

2 は破損品 で 、 皇 と 宝 の 字 がみ え る 。 宋銭の皇宋元宝 ( 初鋳年 1039年 ) か 。 薄 く 仕上 が っ て い

る 。

3 ・ 4 は寛永通宝。 3 は 永通 の 文字 は 明 瞭で あ る が、 寛 は か ろ う U て 読み取 れ る 。 宝は舗の

た め 判読不能。 4 は鏑 がひ ど く 、 全体的 に 読みづ ら い 。 寛永口宝 と か ろ う じ て 判 読 さ れ る 。

他 に 鉄銭 が 1 枚 あ る 。 鋪 がひ ど く 判読で き な い 。 材質 か ら み て 寛永通宝 と 考 え ら れ る 。

2 s 4 

第33図 古銭拓影 (実:大)

(15)製鉄関係遺物
ふ い ご の 羽 口 の 細片 2 点 と 、 ス ラ ッ グ が 1 点 出土 し た 。

ふ い ご の 羽 口 は 、 5 cm未満の細片で、 い ず れ も 強 〈 熱 を 受 け て お り 、 1 点 に は ガ ラ ス 質 の ス

ラ ッ グ が付着 し て い る 。

ス ラ ッ グ は 長径 10畑、 短径 9 cm。 多孔質で比重 は小 さ い 。 分析を 新 日 本製鉄八 幡製鉄所技術

研究室、 大湾正 己氏 に 依頼 し 戸 。 分析結果 に つ い て は付論 2 を 参照 さ れ た い 。

今 回 の 調 査 は 貝塚部分 だ け で あ っ た の で、 製鉄関係 の 遺構 は 検 出 さ れ て い な い 。

(1 6) 縄文式土器 (第34図 )
高 橋 貝塚関係 と み ら れ る 縄文式土 器 が 7 点 出土 し た 。 層 位的 な 出土 で は な く 、 9 ・ 10層 へ の

混入で あ る 。

l は わ ず か に 外反 す る 口 縁部 。 箆状の も の で太 田 の 平行文 を 描 く 。 胎土 ・ 焼成 と も 良 く 、 赤

褐色 を 呈 す る 。 A - 1 - 10出土。

2 は 口 縁部 の小 破片。 箆状の も の で平行文 を 描 く 。 胎土 ・ 焼成 と も 良 好で 、 外面 は 暗褐色 、 内
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面 は 赤褐色 を 呈 す る 。 A

- 4 - 9 出土 。

3 も 口 縁部 の小 破 片 。

箆状の も の に よ る 曲線文

を 描 き 、 口 縁部 に は 山 形

の突起がつ く 。 胎土 に 砂

粒 を 含 み 、 黒褐色 を 呈す

る 。 A - 5 - 9 出土 。

4 は底 部 の破片で平底。

復原底径 14. 1倒。 内 面 は

ナ デ。 外面 は 斜め 方 向 に

削 ら れ て い る 。 A - 5 -

9 出土 。

5 は底部 を 加 工 し た 土

製 品 。 長径 6. 8冊、 短径

5. 9cmの 不 整 な 長 円形。

厚 さ は 1 . 3cm前後 を 側 る 。

B - 4 - 9 出土 。

問自 然遺物

欝:-3

議罷-8，
仁 ) 5

。 1 0cm 

第34図 縄文式土器実測図

自 然遺物 と し て 、 貝 類 ・ 猷魚 骨 ・ 植物の 種 子類 があ る 。

貝 類 に つ い て は 第 田 章 一 2 及 び付論 1 を 、 猷魚骨 に つ い て は付論 4 を 参照 さ れ た い 。

植物の 種子 に つ い て は 、 選別作業等の 関係で調査依頼 を す る こ と がで き な か っ た が、 桃 ( 図

版25) が最 も 多 く 100個以上出土 し て い る 。 他 に は炭化米や ウ リ 類 な ど がみ ら れ る 。 詳細 に つ

い て は後 日 を 期 し た い 。 ( 松本)
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第 N 章 調査の 成果 と 問題点
1 . 出土遺物 に つ い て

縄文時代
少数で は あ る が、 縄文時代 の 土器・石器 を 出土 し た 。 出土状態 は プ ラ イ マ リ ー な 状態 で は な

く、 中 世 の 包 含層、 貝層 へ の 混入で あ る が、 隣接す る 高橋貝塚の 年代 を 示唆す る も の と いえ よ
註 l

う。 従来高橋貝塚の 年代 は 、 縄文 中 ~ 後期 と さ れ て い た 。 今回の出土土器につ い て み る 限 り に

お い て は 後期前半に限定 さ れ る ようで あ る 。 今回出土 し た も の は数量的に も 少 な く 、 こ れで決

定で き る も の で は な い が、 今後検討 さ れ る べ き 課題 と な ろう。

古墳時代
や は り 混入 し た状態で金環・須恵器片が出土 し た 。 須恵器 は い ず れ も 細片で図示不可能で、 あ

る が、 題 の破片で み る と 6 世紀末- 7 世紀前半頃の 年代 が考 え ら れ る 。 こ の 一帯に古墳、 と く に

後期古墳 が群在す る こ と は す でに述べ た (第 1 章 2 ) が、 最 も 近距離に あ る も の と し て 高坊古

墳や城山 古墳群等があ る 。 こ こに出土 し た遺物 は 、 こ れ ら 近隣 の 古墳 か ら の 移入で あ ろ う が、

現存す る も の で な く、 も っ と 至近に破 壊 さ れ た 古墳の存在 を 考 え る の が妥当 で あ ろう。

中 世
本遺跡 の 主流 を 占 め 、 量 も 多 い 。 内容的に も 人工遺物・自 然遺物 と も に豊富で あ る 。

こ れ ら の 中 で 、 瓦器 と 青 ・白磁 は貝塚形成 の 年代 を 知 る 指標で あ る 。
註 2

瓦器につ い て は福 岡 県下の 資料 を 中心 と し た 森田勉氏の編年試案 が あ る 。 熊本 県内におい て
註 3

も 最近資料が増加 し つ つ あ る 。 し か し 、 爆 し やへ ラ ミ ガキ・焼成等の細部につ い て は若干 の 相

違 がみ ら れ る ようで あ り 、 今後の課題 と な ろう。 本遺跡出土 の瓦器 は す べ て 碗で あ り 、 貝塚及

び貝層下の 包 含層 か ら 出土 し て お り 、 そ の 両者に変化 は認め ら れ な い 。 現状で森田氏 の 編年に

比定す れば、 皿 - b - 圃 ー c に最 も 類似 し 、 そ の 実年代 は12世紀末- 13世紀初頭に位置 づ け ら

れ て い る 。

青 ・白磁 は量 も 多く、 器形 も 碗・皿・鉢 な ど が あ る 。 表 採で は 、 明・16世紀代 の高台付皿 が

1 点 み ら れ た が、 発掘で得 ら れ た青 磁 は す べて 13世紀代に属す る も の と 考 え ら れ る 。 所謂猫描

文 を 有す る 同安窯系青磁 ( 第10図 ) の他 は竜泉窯系の所産で あ る 。

白磁の 中 で 、 箆描文 を 有す る 高台付皿 (第 6 図14 ) は12世紀代に遡 ら せ る こ と がで き る が、

他 は青磁同様13世紀代 と 考 え ら れ る 。

次に土師器 は 、 土器類の 中 で は 最 も 量 が多 い 。 す べて図示 し て い な い が、 図化で き た も の は

皿371個、月145個にの ぼ り 、 図化不能の細片は 莫大 な 量にの ぼ る 。 熊本県内に お い て は 、 こ れ ら

土師器の編年等の研究 は未 だ 進 ん で お ら ず、 今後資料の蓄積 を 待って着手 し な け れば な ら な い

62 



問題で あ る 。 紀年銘 の あ る 木札 と の 共伴 な ど、 好資料 に 恵 ま れて い る福 岡 、 と く に 太宰府周辺 の

成果 を 援用 し 、 一応の 目 安 と し た い 。
註4

御笠川 条坊遺跡出土 の 土師器 は 4 類 に 分類され て い る 。 各類 に は各 々 を 特徴づ け る 器種が共

伴す る と いう。 そ の 中 で 、 ll - 3 類 に は 高台付小皿が伴 う と さ れ 、 そ の 年代 は 、 太宰府町五条

の 東大溝出土 の「貞 応三年十一 月 日 J (1224年) 銘木札共伴の 土師器 と の 関係 か ら 、 ll - 2 類 か

ら ll - 3 類へ の 移行期 な い し ll - 3 類 の初頭が ち ょ う ど木札の時期 に 相当 す る 、 と 考 え ら れ て

い る 。

本遺跡出土 の 土師器 に は 、 少数で は あ る が明 ら か に 高台付小皿が含 ま れ て お り 、 上記の 成果

か ら み る と 、 13世紀前半~ 中葉 の 年代 を 暗示 し て い る 。

須恵 質 土器 は 須 恵器 の 系 譜 と 考 え ら れ る 一群の 土器で 、 こ ね鉢・播鉢・費・査・土鍋が あ

る 。 こ ね鉢 は 最 も 多 い 。 完 形 品 は な いが、 破 片 の状態 か ら み て 、 ほ と ん どが片 口 を な す も の と

考 え ら れ る 。 こ の種の 土器 は 、 従来 か ら 各地域 ご と の 生産が想定さ れ て い たが、 実際 の 窯跡 は
註 5

ほ と ん ど知 ら れ て お ら ず 、 今後の 課題で あ る 。 只 、 熊本県 に お い て は 、 荒尾市・樺番丈窯が中世
註 6

雑器の生産窯 と し て 注 目 さ れ て い る 。 須恵器の 窯跡群 と し て 知 ら れ て い る 小 代 山 麓古窯跡群の

な か に は 、 あ る い は 、 中世雑器の 生産窯が他 に も あ る か も し れ な い と 秘 か に考 え て い る 。

河川敷 と いう立地の 特殊性 か ら 、 木製品の出土 が多 い の も 本遺跡の 特色 の一つ で あ る 。 下駄

や曲物の一部等、 当 時 の 生活 を 知実 に示 し て い る 。 木製品 の な か に は 、 用途不明 の も の も 少 な

か ら ず あ る 。 今後、 類例 の調査や民具 と の比較等残さ れ た 課題で あ る 。

骨角器は 3 点が出土 し て い る 。 鹿角の半加工品 は 、 そ の裁断 に 鋸状の も の を 使用 し て い る こ

と が切断面 に よ り 観察さ れ 、 中世の遺物 と 考 え た い 。 他 の 1 点 の 箆状 の も の に も 、 鉄器 と 考

え ら れ る 鋭い 刃物 に よ る 削痕がみ ら れ 、 員 塚形成時の も の と 判 断さ れ る 。

本遺跡で も 製鉄関係遺物 と し て 、 ふ い ごの 羽 口 2 点 と ス ラ ッ グ l 点が出土 し て い る 。 中世遺

跡 に お け る 製鉄関係遺物の出土 、 そ こ か ら 導 き 出せ る 中世遺跡 に お け る 鉄生産 の あ り 方 に つ い
設 7

て は 、 以前述べ た こ と が あ る の で詳述 し な い 。 ス ラ ッ グの分析の結果 は 多 く の 問題 を 提示 し て

い る 。 分析結果の詳細 に つ い て は付論 を 参照され た い 。 (松本)

註 1 . 今村克彦 「高橋貝塚J r熊本市西山地区 文化財調査報告書』 所収、 昭和44年。

註 2 . 森田勉 「九州地方の瓦器碗 に つ い てJ r考古学雑誌』 第59巻 2 号、 昭和48年。

註 3 . 註 2 論文で は 、 肥後 に お け る 出土例 を 1 カ 所掲 げて あ る が、 現在10遺跡余が知 ら れ て い る 。

註 4 . 前川威洋 「土師器J r福 岡南バ イ パ ス 関係埋蔵文化財調査報告書 第 2 集』 福岡県教育委員 会、 昭和50年。

註 5 . 三島格 r熊本の歴史� 1 解説、 熊本 日 日 新聞社、 昭和33年。

乙益重隆 「須恵器 と 瓦窯跡J r熊本県史 ・ 総説編』 所収、 昭和40年。

註 6 . 坂本経発 『小代 山 箆古窯祉群調査報告』 昭和25年。

註 7 . 松本健郎 『中世遺跡 に お け る 製鉄関係遺物 に つ い て J r蓬花寺跡 ・ 相良頼景館跡』 熊本県文化財調査報

告 第22集、 昭和52年。
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2 . 員 塚形 成 の 年代 と 背景
本遺跡に お け る 遺物 の 出土層 は 、 貝層 と 貝 層 直下 の 黒色 ~ 黒褐色土 の二層に大別 さ れ る 。 こ

の 二層 の 出土遺物、 と り わ け 土器類 を 比較 し て み た場合、 そ の 聞には何 ら 差異 は な く 、 年代差

を 見出す こ と はで き な い 。

遺物の 中 で 、 年代 の 指標 と な る も のにつ い て は す でに前節で述べ た が、 瓦器、 青 白磁、 土師器

か ら 得 ら れ る 最大公約数 的 な 年代 は 、 12世紀末- 13世紀 と な り 、 鎌倉時代前半 と み て 大過 な か ろ

フ 。

そ の後 、 室町時代・江戸時代 に一部提乱 を 受 け 、 そ れ ぞれの時代 の 遺物 を 若干含む地点 も 見

ら れ た 。

貝類の遺棄 さ れた 方向 は 、 地形・貝 層 の範幽・貝層 の断面等の観察 に よ り 、 北側 か ら で あっ

た ろう と 推定 さ れ る 。 次節で述べ る と お り 、 坪井川 の流路が現在 の 知く な っ た の は近世以降で

あ る が、 貝 塚形成時の 中世に お い て も 小河川 (池上川 ) が現流路 と ほ ぼ同 じ く流れて い た と 考

え ら れ る 。 そ れ は石列の 存在や C 列、 D �tlにお け る 砂層 の存在 が物語って い る と いえ よ う。 す

な わ ち 、 坪井川 ほ ど の 大 き な 河川 で は な い けれ ど も 、 や は り 河川 に 向っ て 1 1 1 岸に遺棄 さ れた 貝

類等が堆積 し て形成 さ れ た と 考え ら れ る 。

今 回 の調査 は 貝 塚部 分に限定 さ れ、 そ の 背景 と な っ た 集落につ い て は未調査で あ る 。 お そ ら

く現在の 町並 と 重複 し て 当時の集落 が あ っ た も の と 推 測 さ れ る が、 文献・金石文 の 面 か ら も 当

地域の 中世の様相につ い て は 空白 と な って い る 。

集洛の 様相 が不明 な 段階で は推測の上の推測 と な って し ま う け れ ど も 、 中 世 と し て は 最大級

の 貝 塚 を 残 し た 要因 は何で あった の で あ ろう か 。 鎌倉時代 と も な れば荘園 制 も 確立 し 、 荘園 内

の 商業活動 も 活発化す る 時期で あ る 。 こ れ程大量の 貝類 も 、 個人の消費の み な ら ず、 専 業的に

捕獲 し 、 商品 と し て 流通 し た 可能性 も 強 い と 思 わ れ る 。 出土 し た 貝類に は 、 き わ め て 小 さ い 稚

貝 や、 食用に は 不適 と 思 わ れ る 貝 を 含 ん で い る o こ の こ と は 、 所謂潮干狩的 に 手 で採集 し た も

の ば か り で は な く、 器具 を 用 い て 大量的 に捕獲 し た も の が含 ま れ て い る と 考え ら れ る 。 さ ら に

イ タ ヤ ガ イ ・ ヒ オ ウ ギ な ど の深海性の も の も 若干含 ま れ て お り 、 専業的 な 様相 が感 U ら れ る 。

こ れ を も って 、 貝 塚形 成 の 背景 と な っ た 集落 が漁業集 落で あ る と す る の は短絡的 で あ る が、 少

な く と も そ の 要 素は き わ め て 強 い と 考 え る 。

な お 、 当 貝 塚出土 の 木 炭 を 試料 と し て 、 社団法人・ 日 本 ア イ ソ ト ー プ協会に14C 年 代 測 定 を

依頼 し た 。 測定結果 は 下記の と お り で あ る 。

出土区 ・ 層
1 I A- 1 区 10層

C - 4 区 9 層

HC 年 代
1050 土 8οy.B.P (l020 士 75y.B.P )

720 土 75y.B.P ( 700 土75y.B.P )
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備考 年代 は 1 4C の 半減期5730年 ( カ ッ コ 内 は Libby の値5568年) に も と づ い て 計算され、 西暦1950年 よ り

さかの ぼ る 年数 (years B.P) と し て示されて い る 。

こ の測定結果 は 、 年代 の 隔 た り を 別にす れば、 10層 の測定値 が古く示 さ れ、 層位的 な 観察 と

矛盾 し な い 。 ただ、 前述 し た よ う に、 考古学的にみ れば ( と く に 出土 し た 土器類 ) 9 層 と 10層

の 聞 に は大 き な 年代差 は な い も の と 考え ら れ る 。 ( 松本 )

3 . 近世の 高橋 と 自 然環境の復原
高橋の繁栄 近世に お け る 高橋 は 、 熊本・川 尻・高瀬・八代 と と も に五 ケ 町 と 称 さ れ 、 特

別 な 取扱い を う け て い た 。 熊本 は城下町、 高橋には薪炭会所 がお か れ 、 他に は 藩 の 米倉 が あ っ

た か ら で あ る 。

高橋町は高橋町奉行の 支配下に 制、 れて い た 。 作成年代 は 不明 で あ る が、 「飽託郡高橋町の
註 l

絵図J ( 熊本県立図書館蔵 ) に よ る と 、 坪井川 の 川 筋に沿って 町奉行所や林木方・柚 方 がみえ、

坪井1 1 1 を航行す る 帆船 が描 か れ て い る (図版26) 。 こ の よう に 、 高橋町は 河港 と し て の機 能 を 発

揮 し 、 肥後藩に お け る 重要 な 役割 を 担い 、 港町 と し て 発達 し て い た の で あ る 。

こ の こ と は 、 明 治 10年代 に 富岡県令 に よ っ て 計画 さ れ た坪井川 河口近く の 熊本港 ( 百貫石港 )

計画 に 受継 がれ た と 考え て よ か ろう。 こ の 計画の基礎調査の 為 に 、 内務所土 木局の 技師 ム ル ド

ル が 派 遣 さ れ 、 調査活動 を 行っ て い る 。 こ の 築港計画 は 多 額 の 費 用 を 要 す る と いう こ と で採

用 さ れず、 三角が新港の地に選ば れ た 。 こ れ が三角西港で あ る 。 ム ル ド ル の調査資料の一部は

県立図書館に所蔵 さ れ て い る 。

河川の変遷 上述 し た よ う に、 近世の高橋は河港 と し て の 機能を 有 し 、 肥後藩 に お い て 重

要 な 役割 を 果 し て い た。

本書で報告す る 高橋南貝 塚 は 、 貝塚部分の み の調査で あ っ た が、 貝 塚の 規模、 出土遺物の 質

量 か ら 考え て 、 か な り の 規模の集落 を 背景 と し て 形成 さ れ た も の と 考え ら れ る 。 こ の 集落の性

格 を 考え る う えで、 自 然環境の復原 は 有効で、 あ り 、 ま た 必要 な こ と で あ る 。 ひ い て は こ の こ と

か ら 河港 と し て の高橋の 発達 の歴史 を も 導 き 出せ る か ら で あ る 。

井芹川 は比較的新 し く、 昭和初期に大 き な 流路の変更 があ る 。 井芹川 は 、 坪井川水系で は 最

大の 支川 で あ り 、 現在 は 熊本市高橋町上高橋、 高橋南貝 塚の 上、流約 170 m の地点、で坪井 J l I に 合

流 し て い る 。 こ の 井芹川 は 、 市街地の 治水対策 と し て 大規模な 付替工事 が計画 さ れ 、 昭和 6 年
註 2

-10年に か け て 工事 が実施 さ れ て い る 。 こ の 工事 は 、 花岡 山北西方の戸坂の丘陵 を 切 り 割 り 、

独 鈷 山 北 方 の 池 上 を 経 て 、 上 述 の 上 高橋 で坪井川 に 合流 さ せ る と いう も の で 、 こ の付替工事

に よって 現在の流路 を 流れ る よう に な っ た も の で あ る 。

こ の付替工事以前 の 流路 に つ い て は 、 明 治時代 の地形図等 に よって 窮う こ と がで き る 。 ち な
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みに、 明 治34年発行 2 万分の 1 r J I I 尻」 でみ る と 、 井芹川 は花岡 山 の 東 を 流れ 、 鹿児島本線 と

交叉す る あ た り で坪井川に合流 し て い る 。

坪井川 も ま た大 き く流路 を 変えて い る 。 坪井川 は も と 白川に合流 し 、 そ の上流の 市街地に お

け る 流路 も 現在 と は異って い た 。 こ の坪井川 の流路改変 は 、 加藤清正の隈本城築城に よ る も の

で あ る 。

加藤清正 の隈本城築城の時期に は 諸説が あ るが、 一 般的には慶長 6 年に着手 し 、 慶 長 12 年に
註 3

落成 し た と い わ れ て い る 。 こ れに あ た り 加藤清正 は 、 隈本城の 防備 と 治水対策の 為坪弁川 の 付

替 を 実施 し た と 伝えて い る 。 こ れ以前の坪井川 は現河道 よ り 東側 を 流 れ 、 現在 の 長六橋付近で

白川に合流 し て い た 。 こ の坪井川 の 河道 を 改 め 、 隈本城の 外周沿いに曲 流せ し め 、 北岡 の丘陵

の 東側へ導 き 、 石塘 を 築 い て 白川 と 分流 し 、 西へ流 し 、 高橋 ・ 小島 を 通 し て 有明 海へ と 流 し た 。

こ れに よっ て 坪井川 は 、 隈本城の 東・西面の外諜 と し て の機能 を 果 し 、 さ ら に石塘に よ る 白 川
匙4

と の 分水に よ っ て 治水 を も 果 し 、 さ ら に清正 は坪井川 の舟運 を も 意図し た こ と が 『藤公遺業記』

に次の様に記載 さ れ て い る 。

一. 坪井川之末 白 河に入来 り し 所 (今の古川町也) 塞 き 唐人町の裏 を 堀通三町 目 の橋に至 り 夫

よ り 下井芹川に会 し 高橋町 を 経て 海に入比川 堀替の 子細 は 第一御城御要害の 為其 国家府中

便利 を 兼又其次には池田横手両 手 永水引 の 為也御城の 要害 は 目 前に 見 ゆ れ共慶長年に堀替

成 た る 新川 の訳不知人 多 し と な ん 其次国家府中 の便利 は 白 川 は砂河に て 後年海 口 高く な り

通船の便 り を 失 ひ府中 よ り 積下の 品 を 始海中 よ り 積登す 品 々 不通に成 ん 事 を 慮 り 給 ひ て 坪

井川井芹川 を 会せ 給 ひ し と な ん 今 白 河の 海に入所 を 見 る に荷 を 積た る 船 の通路絶 た り 加 之

高橋川 の様に 白 河の砂流入 る 故高橋川 の水尾竹i同梅j同方へ流其未放島に寄 (近薄村の島ー名

は盗島 と 云ふ ) 維普寛政の昔松下久兵衛大夫の命 を 奉 じ 白 河の 海 口 の砂高橋川に入通船 の 障

に成 を 見其害 を 除仕 法を 見計け るに平水にも 砂流れ下 り 増 水毎に砂 を 置揚 る 事知何 と も す る

事不能 な り 依之(縫善)存奇 は 白 河砂置揚 る に従 い 新地聞 き 其租 を 普請料に備え床海際迄新地

にて 砂留仕 外無之段 申達松下太夫被感其通の 仕法最上 な ら ん と 被仰其後小山 門善 に 松下太

夫 の 時 白 川 口 の 事 を 語 る 小 山 門善同意有て 白 河砂留 ( 高橋川 不入砂留 な り ) の 為新地築立に成

是 を 砂新地 と 云於是 名 将 の 数百年の後 を 慮 り 給 ひ高橋川 口 の船府中 に 通船永代無窮 に 伝へ

給 ひ け る 故 し ら す し ら す其沢 を 蒙 ら さ る も の な か り き 又其次池田横手 両 手永田水引 の 事 は

慶長以前 は石塘 の 所 白 川 の塘危 〈 洪水毎に其塘破壊 し て 小川井芹川 の 末に流入砂突埋横手

池 田 の 田水懸 り 兼早 田に及 け る 故塘底 よ り 石 を 以て 築立 白 川塘の 不崩 様比処に水取碩 を 営

み給 ひ け る 故両手永の 団地四百壱町五畝廿七歩 (弐百八十町壱反池田百甘町廿七歩横手 ) 白 河

塘不破様に石塘にて 堅固に成 し 故小川突埋 る 害 を 免 る 比時杉島新川 新御城台一 同 之経営 あ

り け る 由毎 日 朝五時 タ七時二彦宛御出 馬 に て 御覧有 し 也 ( 以下略)
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井芹川 、 坪井川 の 流路 の 変遷 を 総合す る と 、 加藤清正の隈本城築城以前に お い て は 、 坪井川

・ 井芹川 と も そ れ ぞれ別個に 白 川に流入 し て い た こ と に な る 。 す な わ ち 、 貝 塚の 所在 す る 高橋

を 坪井川 が流れ る よ う に なっ た の は隈本城築城以後で あ る と い う こ と がで き る 。 こ の こ と は 、

河港 と し て の 高橋の発達 は隈本城築城以後で あ る こ と を 示 し て い る 。
設5

熊本県立図書館に所蔵 さ れ る 肥後藩絵図で最古の も の は 、 慶長 12年(1607 ) - 寛 永 13年(1636)

の 聞に作成 さ れ た と 考 え ら れ る rn巴後国の絵図」で あ る が、 糊が離れて ば ら ば ら に な っ て い て

閲覧不能 と なっ て い る 。 さ ら に細川綱利時代の作 と さ れ る rn巴後国の絵図」 は 17世紀中葉~後

半 の も の で あ る が、 高橋川 口 (坪井川 口 ) の と こ ろに、

比河口 よ り 高橋町迄壱里、 比聞の深潮時には七八尺、 か れ潮には 三尺 、 四尺の 聞

と 注記 さ れ て お り 、 17世紀中葉前後の 高橋の 自 然的条件 を 知 る こ と がで き る 。

こ の ように、 近世に お け る 高橋付近の 自 然的条件につ い て は大略 を 知 る こ と がで き る が、 中

世に な る と 資料が皆 無に等 し い 。 将来、 発掘等に よ る 面的 な 資料の蓄積 が な さ れれ ば、 こ の 問

題 も 解決で き る で あ ろ う が、 こ れ ま での作業 を 通 し て 最低限言 え る こ と は 、 中 世 の 高橋に は大

き な 河川 は な かっ た と い う こ と で あ り 、 ひ い て は 港 と し て の機能 は 果 し 得 な かっ た と い う こ と

で あ る 。 只 、 「飽託郡高橋町の絵図」 に、 現在の井芹川 河道の 部分に小 さ い 川 が描 か れ て お り 、 こ

れ は池上方面 か ら 流れ る 池上川 と 考 え ら れ る と こ ろ か ら 、 遺跡の近傍 を 小川が流 れ て い た こ と

は間違 い な か ろ う 。

さ ら に、 遺跡 と の 直接的 な 関 わ り は な い が、 白 川 の流路につ い て 略述す る 。

現在の 白 川 は 、 熊本駅 の 南方で ほ ぼ直角に折れ 、 坪井川 と 並行 し て 西流 し 有明 海に注 い で い

る 。

古代・ 中世に お け る 白 川 は 、 西に曲 流せず、 南に流れ て 緑1 1 1 と 合流 し て い た 。 そ れ を 示 す 資

料 と し て 、 熊本平野に お け る 条里制施行状態 と 大慈禅寺の 「寒巌義予文書」 が あ る 。 ま た 白 川

以南の鹿児 島本線沿い の遺跡の 分布・立地 も そ の こ と を 暗示 し て い る 。
註6

熊本県教育委員会が実施 し た 県下の条里制調査に よ る と 、 熊本駅 の 南側 の 国道 3 号線付近 を

境に し て 、 そ の 東側 と 西側 と で は条里の施行方向に差異 があ り 、 そ の 聞 を 白 川 が南流 し て い た

こ と を 示 し て い る 。
註 7

重要文化財に指定 さ れ て い る 「寒巌義罪文書」のう ち 、 「大渡橋幹縁疏」は建治 2 年 (1276)

の も の で あ る が、 白 川 が緑川に合流 し て い た こ と を 次の ように記 し て い る 。

鎮西肥後州 大 渡 者 九州 第一 難 虚他 尋其源流者 遠出阿蘇神池之南北 激浪如襲 謂 之

白 河也 遠廻 甲佐霊獄之西東而碧揮似藍 謂之緑河也 終其整流 一合 今 見海陸都津而 己

責賎襲集両岸 喧静前後 人 馬競上 扇舟没 失身命 ( 以下略)
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乙 の よ う に 、 鎌倉時代 ま で は 白 川 と 緑川 が合流 し て い た こ と は 明 ら かで あ る 。 白 川 、 緑川 が

何時、 ど の よ う に分流 し た の か 、 資料的 に は知 る こ と がで き な か っ た 。 記 し て 今後の 課題 と し

た い 。 (斉藤林次 ・ 松本 )

註 1 . 柚方 ( そ ま か た ) 。

註 2 . 熊本 県土木部河川諜の資料に よ る 。

註 3 . 森下 功 「加藤氏の肥後一円領 国体制J r熊本 県史 ・総説編』 所収、 昭 和40年。

註 4 . fn巴後文献議書』 第 2 巻。

註 5 . 圭室諦 成 「肥後藩絵図 につ い てJ r熊本 県古地図目録』 所収、 昭 和29年。

註 6 . 島浄義昭 ・ 牧野洋一・日 野尚 志 ・規工川宏輔 「熊本 県の条呈」 熊本 県文化財調査報告第25集 、 昭 和52年。

註 7 . 下回曲 水 「大慈寺の寒巌義罪文書」 熊本 県文化財調査報告第 3 集、 昭 和37年。

〔付 記〕

本項 に述べ た 河川 流路の変遷 につ い て 、 当初地形 ・ 地質 的 な 観点 か ら 専 門調査員 ・ 斉藤林次

氏 が指摘 さ れ た 。 そ の後文献的 な 資料調査の 成果 を 含 め て 本項 を 執筆 し た 。 斉藤専 門調査員 か

ら は 「高橋南貝塚地質調査報告」 を 提 出 し て い た だ き 、 本来 な ら ば付論 と す る べ き と こ ろ を 、

こ の よ う な 形 での発表 に も 快 く 応 じ て い た だ い た 。 記 し て謝意 を 表す る 。
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付論 1 . 高橋南貝 塚出土 の 貝 類 に つ い て
菊池泰 二 ( 九州大学理学部 )

は じ め に

坪井川 河床泥地の調査現場に お い て 、 B - 2 西壁、 B - 5 南壁、 C - 3 東壁の 三箇所の グ リ

ッ ト の 貝 殻堆積の集 中 し た場所 を え ら び、 そ れ ぞ れ か ら 30cm立方の 貝 殻含 有土 の サ ン プル を 採

取 し 出現す る 種 と そ の 量的構成 を 検討 し た 。 二枚貝 の場合 は 左殻 と 右殻 を そ れ ぞ れ 別に 計数 し 、

破 損標本 も 殻頂部が保存さ れて い る も の は 1 箇 と し て 扱っ た 。 マ ガキ の場合 は 量が お びた だ し

い 上に殻質が も ろく、 殊に扇平 な 右殻 ( 遊離殻 ) は 食用に供す る 際に も ま た 堆積 中 、 発掘時に

も 破 損 し 易く個体数の 計数 は不可能に近 い 。 そ こ で今回 は岩礁に固着す る 盃状の 左殻の み を 計

数 し た 。 ま た 同 ピ 固着性二枚貝 で も ナ ミ マ ガ シ ワ で は 右殻 ( 遊離殻 ) の みが保存さ れ薄 質 の 左

殻 は ま っ た く出現 し な かった 。

ブロ ッ ク サ ン プ リ ン グの貝類
定量サ ン プル の 分析結果 を 第 1 表に掲 げ る 。 出土貝類のう ち 明 ら かに食用 と し て 積極的に採

取され利用 さ れ た も の と 、 多分食用に供さ れ た と 推測さ れ る が量的に少 な く混獲物 と し て 持 ち

帰 ら れ た と 考 え ら れ る も の 、 非食用混獲種、 貝塚形成後現場付近に生息 し 自 然に混入 し た と 考

え ら れ る も の を区別 し 、 表 中 の 各種名 の後に記号で記 し で あ る 。

3 箇所 の 共通性 と し て ハ イ ガ イ 、 マ ガキ 、 シ オ フ キ の 3 種の二枚貝が量的に大部分 を 占 め 、

そ れ よ り やや少 な いがハ マ グ リ も 各サ ン プルに共通 し て 出土す る 。 そ の他 カ ガ ミ ガ イ 、 オ キ シ

ジ ミ 、 ナ ミ マ ガ シ ワ が少数出現 し て い る 。 こ れ は 食用に供さ れ た も の で は あ ろうが、 カ ガ ミ ガ

イ は シ オ フ キ 、 ハ マ グ リ と 、 オ キ シ ジ ミ は ハ イ ガ イ と 、 ナ ミ マ ガ シ ワ は マ ガキ と そ れ ぞれ生息

場所 を 同 じ く し て お り 、 前記主要種 を 採取す る 際混獲さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 同 じ マ ガキ の

混獲物で も ウ ネ ナ シ ト マ ヤ ガ イ 、 ア オ カ リ ガネ エ ガ イ は 食用に供さ れ た と は考 え 難 い 。 巻貝 は

出現種類に比べ て 各種 と も 個体数が小さく、 そ の 大 き さ か ら も 積極的に採集さ れ た も の は 少 な

く、 現在で も 日 常的に お こ な わ れ て い る ように主要二枚員採取の 際眼につ い た も の だ けがつ い

でに採 ら れ利用さ れ る か 、 あ る い は混入 し て い た も のが そ の ま ま 遺棄さ れ た も の 、 さ ら に堆積

過程で周辺に生息す る 河口性貝類の 自 然混入が加 わって こ の よう な 構成 を 示すに至っ た も の と

推測す る 。 ス ガ イ 、 コ シ ダ カ ガ ン ガ ラ 、 イ シ ダ タ ミ 、 イ ボニ シ な ど は潮間帯転石地に マ ガキ と

同所的に出現す る し 、 カ ワ ア イ 、 へ ナ タ リ は ハ イ ガ イ と 同 じ く 軟泥質干潟に、 イ ボ ウ ミ ニ ナ 、

ア カ ニ シ 、 ハ ナ ツ メ タ は シ オ フ キ な ど と 同 じ 砂泥質干潟に発見さ れ る も の で あ る 。 フ ト へ ナ タ

リ は大 き さ か ら み れ ば ウ ミ ニ ナ類のう ち も っ と も 大 き く 食用 価値 も な い と は い え ま いが現代 で

は ま っ た く食用 と さ れ て い な い し 、 オ カ ミ ミ ガ イ 、 ク リ イ ロ コ ミ ミ ガ イ 、 ク リ イ ロ カ ワ ザ ン シ

ョ ウ ガ イ な ど と 共に塩分が薄 い 河口芦原の代表的貝 類で あ り 、 こ れ ら の 諸種 は 自 然混入 し た も
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の と 判断 さ れ る 。

3 箇所 か ら 出土 し た 貝 類 の 量的構成 の 差 に つ い て み る と ハ イ ガ イ は 8 - 2 ・ 8 - 5 の 両 サ ン

プル に 多 く 、 C - 3 でや や少 な い の に 対 し 、 マ ガキ は 8 - 2 で も っ と も 少 な く 8 - 5 、 C - 3

の 両 サ ン プル の 方 が多 い 。 シ オ フ キ で は 8 - 2 、 C - 3 の 両 サ ン プル の 方 が多 い 。 シ オ フ キ で

は B ー 2 、 C - 3 の 両 サ ン プル が ほ ぼ同量で 8 - 5 が も っ と も 多い。 要す る に そ の偏 り は ま ち ま

ち で採集物 に 共通 し た 類似や 差異 は認め難 い 。 本来 こ れ ら の 貝 は 自 然で、 の 生息場所 が異 な る の

で 、 現在で も 人 に よ り 日 に よ り こ の よ う な 偏 り を 生 じ る 可能性 が あ り 、 こ れ だ け か ら 意味 を 求

め る わ け に は い か な い 。 堆積層 の 上下差 は こ の遺跡の場合、 問題 に な ら な い 。 オ カ ミ ミ ガ イ 以

下 の 自 然混入 と み ら れ る 小巻貝 が 8 - 2 に は ほ と ん ど な く 8 - 5 、 C - 3 に 多 く 出土 す る こ と

は 、 河川 敷 内 の こ れ ら の 貝 がす め る よ う な 環境の 分布 に わ ず か な 差 が あ っ た ご と を 示唆 し て い

る か も 知 れ な い 。

任意採集の貝類
上記の 定量サ ン プル の ほ か 、 発掘現場での 任意採集 に よ る 貝類標本の査定 を 依頼 さ れ た 。 大

部分 は定量サ ン プル 中 に 出現 し た 種 と 同 U で あ っ た が、 重複 し な い 種、 大型種 に つ い て 言及 す

る と 、 ア カ ニ シ 老成殻、 テ ン グニ シ 老成殻、 ツ メ タ ガ イ 成殻 な ど殻質 重厚 な 大型貝 が少数採集

さ れ て い る がい ず れ も 殻の体層 あ る い は殻頂近 く を 破壊 さ れ て お り 食用 に供 さ れ た こ と を 示 し

て い た 。 パ イ も 1 箇 だ け 成貝 が得 ら れ て い る 。 二枚貝 で は泥質干潟 に す む ア ゲマ キ の殻片数箇

と 、 大型 の イ タ ヤ ガ イ 、 ヒ オ ウ ギ、 イ タ ボ ガ キ 各 2 - 3 箇 が あ っ た が、 後 の 3 種 は 低潮線下 に

産す る も の で殊 に イ タ ヤ ガ イ 、 ヒ オ ウ ギ は外洋水 が影響す る 10 m 以深の砂底 に 分布 す る 。 ま た

ハ マ グ リ も 充分 老成 し た 大型員 が少数混 じ っ て い た 。

〔付 記〕

現地調査の折、 足 を 伸 ば し て 現在の坪井川 尻 の 海岸 に す む 貝類 を 調べ た 。 海岸 の 転石 に は マ

ガキ が ご く 普通で、 あ り 、 そ れ に ま じ っ て ウ ネ ナ シ ト マ ヤ ガ イ 、 イ ボニ シ 、 オ ガ イ 、 ム シ ロ ガ イ 、

イ ボ ウ ニ ミ ナ な ど が生息す る 。 岸 に 近 い 軟泥質干潟 に は ハ イ ガ イ が多産す る ほ か 、 サ ル ボ ウ 、

イ チ ョ ウ シ ラ ト リ 、 カ ワ ア イ 、 サ キ グ ロ ツ メ 夕 、 ゴマ フ タ マ ガ イ な ど を 産す る こ と を 直接観察

お よ び打上げ貝類の採集 に よ っ て 確 か め 得 た 。 緑川 河 口 方面 に か け て 広 が る 広大 な 干潟の低潮

帯砂泥地 に は ア サ リ と シ オ フ キ が、 砂地 に は ハ マ グ リ が生息 し 現在 も 盛ん に 利用 さ れ て い る 。

高橋員 塚 は 成立 も 新 し く 多少海岸線の 移動 は あ っ て も 生物相 と そ の 分布環境 は現在 と 大差 な い

と す る と 、 出 土貝類 は低潮線下 に す む少数の 大型種 を 除 い て は い ずれ も き わ め て 容易 に 採集可

能で あ っ た と 判断 さ れ る 。
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付 卜第 1 表 高橋南貝塚出土貝類の量的構成

記号
二 枚 員

ノ 、 イ ガ イ 。

サ lレ オf ウ O 
ノ 、 て才 グF 1) 。

カ ガ「 、、、 ガ イ O 

マ ガ キ ( 左 殻 ) 。

ン オ フ キ 。

ナ ミ マ ガ シ ワ ( 右 殻 ) O 

イ タ ポ ガ キ O 

オ キ ン ユ〆 、、、 O 

フ ジ ナ ミ (破片 ) O 

ウ ネ ナ シ ト マ ヤ ガ イ × 

ア オ カ リ ガ ネ エ ガ イ × 

言十
巻 貝

イ ボ ウ 、、、 ナ O 
カ ワ ア イ ム
フ ト ヘ ナ タ 1) ム ×
f\ ナ タ ム
〉〆 守F J\ ナ タ 正』
ス fl イ O 
コ シ ダ カ ガ ン ガ ラ 。
イ ボ ユノ O 
イ ユノ ダ タ 、、、 O 
ア カ 〉〆 O 
ノ 、 ナ ツ メ タ O 
ゴ マ フ タ マ ガ イ O 
ウ 、、、 ナ ム
イ ボ キ サ コ守 ム
ム ギ ガ イ × 
ア フ ム コ/ ロ × 
ア .マ ガ イ × 
オ カ 、、、 、、、 ガ イ × 
ク リ イ ロ コ ミ ミ ガ イ × 
ク リ イ ロ カ ワ ザ ン シ ョ ウ × 
ワ カ ウ フ ツ ボ × 
カ ワ グ チ ツ ボ × 
マ ル ウ ズ ラ タ マ キ ピ × 
タ マ キ ピ × 

言十
JロL 言十

註 1 . 表 中 、 種 名 の 記 号 は 次 の と お り 。

B - 2 西墜

差護問 双鍛 1124 
右殻 2 左殻 2
右殻23 左殻16
右殻 l 左殻 2

84 
右殻 25 左殻30

2 
O 
O 
O 

右殻 1
右殻 l

449 

31 
9 

44 
1 
O 
7 
3 
1 
l 

1 
l 
1 
O 
16 
1 
3 

1 
l 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

122 

571 

B - 5 南壁

室麓342 双殻 2
327 

O 
右殻 12 左殻14

O 
179 

右殻 67 左殻74
4 
1 

右殻 2 左殻 3
O 

差護 3 双殻 1
O 

1 .036 

l 
4 
3 
O 
1 
1 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
1 

3 
O 
O 
。
6 
7 

44 

5 
O 
O 
O 

76 

1 . 1 12  

。主要 な 食用種 O 食用 で は あ る が附随的 に採取 さ れ た も の
ム 実際 に 食用 に 供せ ら れ た か ど う か 不 明 の も の
× 利用価値 の な い 混入種及 び堆積後 自 然混入 し た も の

C - 3 東壁

2221 双誌 2 I 
双殻 1

右殻 7 左殻 8 I 
O 

266 
右殻 23 左殻27

O 
O 

右殻 l 左殻 1
1 

右殻 S
右殻 3

473 

12 
3 

12 
O 
O 
9 
O 
O 
2 
O 
O 
O 
O 
6 
O 
O 
O 
3 

38 
71 
6 

2 
3 
1 

168 

641 

註 2 . 個体数合計の 項 で は 、 二枚員 の 左殻、 右殻 は 別個体 と し て 、 双殻の も の は l 個体 と し て と り 扱 っ た 。

個体 と し て の 評価 に は い ず れ か 多 い 殻の殻数 を 用 い る の が正 し い よ う で も あ る が、 左右対合 し な い も

の が多 い 。
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1 は じ め に

付論 2 高橋南 員塚出土 の 鉄j宰

大津 正 己 ( 北川仰

熊本 県熊本市高橋町 に 所在す る 高橋南 員塚出土 の 鉄 津 1 個 に つ い て 、 鉱物組成 と 化学組成 を

検 討 し た の で報告す る 。

当 貝塚 は 、 坪井川 の 河川 敷の 一部 に 築 か れ た 中 世 ( 鎌倉時代 ) の遺跡で あ り 、 河川 改修事業 に

伴 な い 熊本 県教委 に よ っ て 昭和 51年 3 月 か ら 6 月 に か け て 発掘調査 さ れ 、 中 世遺物 に 共伴 し て

鉄j宰 1 点 と 、 ガ ラ ス 質 ス ラ グ の 溶着 し た 羽 口 小 片 ( 3 - 4 cm ) 2 点 が発見 さ れ て い る 。 発掘 調 査

区域 が貝塚 に 限定 さ れ た た め か 、 製鉄遺構の 発見 は な か っ た が、 周 辺 は 遺構検 出 の 可能性 が考

え ら れ る の で 、 今後 は 十分 な 注意 が必要 で あ ろ う 。

2 調査方法

試料及 び調査項 目

{共 試鉄浮 は 、 調 査 区 C - 3 区 、 第 9 層 ( 貝 層 ) か ら 採取 さ れ た も の で あ る 。 こ の 鉄j宰 を 水道水

で 十分 に 洗漉 し た 後 、 検鏡用 と 分析用 に 二分割 し た 。 検鏡試料 は 、 鉄津 中 央部 か ら 採取 し て ベ

ー ク ラ イ ト 樹脂 に埋込み 、 エ メ リ ー ペ ー パ ー の # 15α # 24α # 320， # 600， # 1000で荒研磨 し 、

仕 上 げ に 酸化 ク ロ ム ， ア ル ミ ナ を 用 い て い る 。 ま た 、 分析 は 湿式法の 定量分析 を 行 っ た 。

3 調査結果

鉄津 の 外観 と 鉱物組成 は 図 版 1 に 、 ま た 化学組成 を 第 1 表 に 示す 。

a) 肉 眼観察

表皮 は赤褐色 と 灰色 の 中 間 色 を 呈 し 、 比較的 な め ら か で あ る 。 裏面 に 木炭 の 噛 み 込 み と 員 が

ら の 付着 が認め ら れ る 。 破面 は 気 孔 多 く 比重 は軽い部類 に 層 す る 。 10 X 50 X 90mm 、 90g。

b) 顕微鏡組織

鉱物組成 は ガ ラ ス 質 の地に樹枝状のマ グネ タイ ト ( Magnetite : Fe 30 . ) 微結 品 と 金属鉄 ( M etallic

Fe ) の鋳化 し た ゲ ー サ イ ト ( Goethite : Fe20 3 ・ H 20 ) に よ っ て 占 め ら れ て い る 。 こ の 鉄 浮 は羽 口

付近で生成 さ れ た 為、 か な り の 高温 に達 し 、 そ の冷却過程で 晶 出 し た マ グ ネ タ イ ト が存在 し て

し ミ る 。

c ) 化学組成

分析結果 を 第 1 表 に 示 す 。 全鉄分 ( Total Fe  ) は 36 . 87% 残留 し 、 造j宰成 分 ( S i Oz + Al z03
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+ C a O 十 Mg O ) は 35 .75% で 、 顕微鏡組織で観察 し た鉱物組成 と は 若干 ズ レ が認 め ら れ る o

す な わ ち 、 鉱物組成 か ら 考 え て ガ ラ ス 質 が主体 を な し て い る の で 、 全 鉄分 ( Total Fe ) は 10%

前後 、 造津成 分 ( S i02+ AI zOs + C a O + Mg O ) が70-80%程度 を 指 す 筈で あ り 、 斯様 な 結 果 が

出 た の は 成分偏析の せ い で あ ろ う か 。 化学分析値 の み で鉄津 の 性状推定 を 行 う 場合 は慎重 を 期

す る 必ー要 が あ る 。

ま た 、 こ の 種 の ガ ラ ス 質鉄浮 か ら 、 製錬浮 か鍛治浮 か を 区別 し て 製錬条件1の過 程 を 追求す る

に は 不適 当 な 試料で あ る 。 製錬j宰 は 、 製鉄原 料 中 の 不純物成分 と 炉材粘土 等 の 造 津剤 の 混 融物

で あ る た め 、 二 酸化珪素 ( S i 02) 、 酸化 ア ル ミ ニ ウ ム ( AI 20s ) 、 酸化 カ ル シ ウ ム ( C a O ) 、 酸化 マ

グ ネ シ ウ ム ( Mg O ) 等造浮成 分 が鍛治津 に 比べ て 高 目 に な る 。 こ の 時 、 鉄鉱石 を 使 用 し て お れ ば

マ ン ガ ン ( Mn ) 、 銅 ( Cu ) 、 硫黄( S ) 、 燐( P ) 等 有害微量元素 は 高 目 に な り 、 砂鉄で あ れ ば逆

に 有害微量元 素 は 低 目 で 、 二 酸化 チ タ ン ( Ti 02) や パ ナ ジ ウ ム ( V ) が高 目 に な る 。

し か し 、 羽 口 周辺部 の 高 温 に 上 昇す る 鉄浮 は 、 一般的鉄浮 の 構成成 分 と は や ‘ 異 な っ た 挙 動

を 示す の で 、 一 基の 製鉄炉 の 代 表試料 に す る に は 不適 当 で あ る 。

次 に 鍛治j宰 で あ れ ば、 酸化鉄 と 混入金属鉄に原料中 の鉄中 の 爽雑ス ラ グ が絞 り 出 さ れ て き て

混 じ た も の で 、 造 j宰成 分( S ñ0 2 + AbOs十 C a O + Mgo) の 多 く は 製錬時 に 喰 わ れて い る の で 、 製

錬j宰 に 比 べ て 少 な く な る 。以 上 の 事 を 念頭 に お い て 、 強 い て 結論 を 出 す な ら 、 二 酸化 チ タ ン ( Ti02 )

が 0 .33% 、 パ ナ ジ ウ ム ( V ) は T race ( 痕跡 ) で 両 者 と も 低 目 な の で 、 こ れ が製錬津 で あ れ ば鉱

石 使 用 の 成 分系 と み な さ れ 、 砂鉄使用 で あ れ ば鍛治浮で あ ろ う が、 現時点 で は そ の 決定 は 困難

で あ る と い っ た 程度 で 留 め た い 。

も と も と 、 古代 製鉄炉 は 、 炉容量 が小 さ く 温度分布 も 不均一 で成分偏析 も か な り 大 き な も の

と み な さ れ る な か で 、 1 塊の 鉄j宰 だ け で結論 を 出 す の は 無理で あ り 、 今回 は 古代製鉄技術 の 発

展過程の 手 掛 か り を 得 る た め の 資 料 と し て 掌握 し 、 今後 の 発掘調査 を 待つ べ き と 考 え る 。

尚 、 現在 熊本 県 下で は 鉄浮 の 分析資 料 が少 な い の で 、 参考 の た め に デー タ を 第 1 表 の 参考欄

に 記 載 し て お く 。 高橋 南 貝塚出土鉄津 は 、 蓮花寺跡 ・ 頼景錯 ① 、 浜の館 ② 出 土 の 各鉄j宰 に 近似 し

た 成 分構成 で あ り 、 又 、 柳迫 ③ や 蛇ケ 谷 ④ の 製錬j宰 と は二酸化チ タ ン で 大差 が あ る の が判 る で

あ ろ う 。 こ の様 に 高橋 南 貝塚出土 の 鉄浮 は 顕微鏡観察 に よ る 鉱物組成 を 無視す れ ば鍛治津 タ イ

プ に 位置づ け ら れ る 。

4 ま と め
今 回 調 査した南 高 橋 貝塚出土 の 鉄淳 は 、 製錬浮 か鍛治浮 か判定 に 苦 し む タ イ プの 鉄浮 で あ る 。

す な わ ち 、 鉱物組成 か ら は 製錬津 に 多 く み ら れ る ガ ラ ス 質 の地 に 冷却過程で 品 出 し た 樹校状マ

グ ネ タ イ ト ( Magnetite ) の微結 晶 と ゲー サ イ ト ( Goethi te ) が認め ら れ る 。 又 、 化学組成 は 二 酸化

チ タ ン ( Ti 02) 0 .33% ， パ ナ ジ ウ ム ( V ) T race と 低 目 で鉱物組織 に 対応 さ せ て 製錬津 と 仮定 す
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る と 、 鉄鉱石 を 用 い た 生 成 物 の 構成成分 と み な さ れ る 。 し か し 、 現時点で熊本県下 の た た ら 津

に 鉱石使用 の 先例 が な ぐ ⑤、 鍛治津 と 考 え れ ば砂鉄使用 と 見 な す べ き で あ り 、 最終的 に は他 日

に 別 鉄津 を採取 し て 再分析 を 行 う か 、 遺構の検 出 を 待 っ て 結論 を 出 す べ き と 考 え る 。

〔付記〕

本稿作成 に 当 っ て 分析関係 の Data は 清水峯男氏 ( 元新 日 鉄生産 技術研究所部 長 、 現在 九州大学

工学部治金学教室教授) の 御尽 力 で揃 っ た こ と を 銘記 し て 感謝の 意 を 表 し て お き ま す 。
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付 2 -第 1;表 鉄津の化学組成 ( % )

符 亨ロ7 試 料 履 全 鉄 金 属 鉄 酸 化
第
酸

2 鉄
化

歴 第 1 鉄
Tota! Fe Me tallic Fe FeO Fez Os 

3 J- 6 高橋南貝塚T S S ， C - 3 - 9 出 土鉄浮 36 . 87 0 .28 20 . 20 29 . 87 

3 L  霊草花寺 A - B8' 第 2 層 出 土 鉄津 (鎌倉 ) 67 . 02 0 .05 62 .39 24 . 61 
参 由6 A

3 M  頼景館 A区西外堀 マ層 出 土 鉄j宰 ( 鎌倉 ) 48 . 69 0 . 1 1  48 . 86 1 5 . 16 -6 A 
考 3 K  浜 の 館庭園部池底 出 土 鉄浮( 室町 ) 67 . 20 0 . 06 64 . 19 24 . 66 - 6  

宇 土郡 三 角 町中 村柳迫 出土 製錬津 ( 古代 ) 21 . 22 0 . 14 9 .05 20 . 07 
f直

玉 名 市立 願寺蛇ケ 谷 出土製錬津 ( 平 安 ) 33 . 19 2 .09 38 .26 1 .94 

二 酸化 酸化 ア ル 酸化 カ ル 酸化 マ グ 駿 化 二酸化 酸 化 硫 黄珪 素 ミ ニ ウ ム シ ウ ム ネ シ ウ ム マ ン ガ ン チ タ ン ク ロ ム
SiOz Alz Os CaO MgO MnO TiOz C r z Os S 

22 . 55 4 .48 7 .20 1 . 52 0 . 12 0 . 33 0. 011  0. 358 

5 .25 1 .97 1 .07 0 .34 0 . 09 0 .09 0. 011  0. 032 

24 .80 4 . 54 1 .77 0 .78 0 . 12 0 .30 0 . 015 0. 023 

5 . 75 2 . 18 1 . 01 0 . 34 0 . 05 0 . 13 0. 01 1  0. 040 

36 .30 1 2 .75 3 . 15 1 .86 0. 8 8 . 16 0 . 13 0. 07 

22 . 64 8 . 15 3 .22 4 .41 1 . 28 1 2 . 97 0
S
. 1

091 7 

五 酸化 炭 素 パ ナ ジ 銅 造 j宰 成 分 TiO ， 
燐 ウ ム 造 j宰 成 分 註

PZ06 C V Cu Tota! Fe Total Fe 

1 . 1 50 1 .86 Trace 0. 009 35 . 75 0 . 970 0 . 008 

0. 1 49 0. 137 0. 020 0. 005 8 . 63 0. 1 29 0. 001 ① 
0. 252 0. 1 18 Trace 0. 004 31 . 89 0. 655 0. 006 ① 
0. 245 0. 1 13 0. 008 0. 004 9 . 28 0. 138 0. 002 ② 
0. 5 54 .06 2. 54 0. 38 ③ 
0. 275 38 .42 1 . 1 6  0. 39 ④ 

分析は新 日 鉄八幡製鉄所で行 っ た 。 造j宰成 分 : SiO z + Al z Os + CaO + MgO 
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鉄 棒 外 観

× を

鉱 物 組 成

XI00 

鉱 物 組 成

X200 

付 2 -図版 1 高橋南貝塚出土鉄淳の顕微鏡組織
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付論 3 . 高橋南貝塚出 土木製品 の 樹種鑑定

大迫靖雄 ( 熊本大学教育学部 )

高橋南貝 塚出土木製品 は下駄、 漆器、 底板、 櫛、 鍋蓋等で あ る 。 こ のう ち 8 点につ い て 樹種

鑑定 を 行っ た 。 出土 木製 品 は 貴 重 な 資 料 で あ る た め 、 原形 を 損 な わ ぬ よう充分注意 し な け れ

ば な ら な い 。 し たがって 、 試料 と し て は微小 な 、 し か も で き る だ け 劣化の は げ し い 部分 を 使用

せ ざ る を え な い場合が 多 い 。 本鑑定に使用 す る 試料は上記の よう な 試料が 多 かっ た た め 、 パ ラ

フ ィ ン 包 埋 を 行っ た 後 ミ ク ロ ト ー ム 切片 を 作製 し て 検鏡 し た 。

鑑定結果
試料 : 試料恥 4 お よ び試料剖0. 2 ( 第27図 6 ) 

本試料 中 試料No.4 は 箸状の細 い棒、 試料No. 2 は 円状の 加工物で、 底板 と し て 使用 さ れ た も の

と 思 わ れ 、 木 材 は柾 目 板 と し て 使用 さ れ て い る 。 こ の 両試料 は と も に保存 は 良 好で あ り 、 材色 、

年輪等巨視的 な 特徴 も か な り 明 白 で あ っ た 。 ま た 木材の強固性 も 保 た れ て い た 。 し たがっ て 、

こ の二つ の 試料につ い て は 、 処理 な し に直接 ミ ク ロ ト ー ム 切片 を 作製 し た 。

巨視的 な 特徴 と し て 、 試料剖0.4 は淡紅色 の 心 材 色 を 示 し 、 年輪界が明瞭で あ っ た 。 ま た 試料

No. 2 は色 は黒づみ 、 辺 、 心 材等の 特性 は不 明 で あ ったが、 年輪界 は 明瞭で、 年輪幅 は 2 - 3 mm 

を 示 し た 。 両試料は 巨視的 な 特徴 か ら 針葉樹で同一樹種で あ る こ と が推定 さ れ た 。

樹種 を 決定す る た め 、 両 試料の額微鏡写真 を Photo. 1 - 6 に 示 す 。 本図 か ら 、 両 試料 と も 木

口面 ( Photo.1 ， 2 ，  5 ) 、 柾 目 面 ( Photo. 3 ) で年輪界が明瞭で あ る こ と が わ か る 。 ま た 柾 目 面に お

い て 、 放射組織に は放射仮道管 は存在せず、 放射柔細胞の み か ら な り た つ 。 ま た 、 木口面 の 夏

材部 お よ び板 目 面に黒 褐色 の 樹脂様物質 を 含 む樹脂細胞が み ら れ る ( Photo. 1 ， 3 ，  5 ) 。 分野壁孔

は Photo.4 ， 6 で あ き ら か な ように ス ギ型で各 2 個づっ存在す る 。 な お 、 樹脂道、 仮道管壁の ら せ

ん肥厚 は 存在 し な い 。

以上の特徴 か ら 、 ス ギ ( Cryp tome ria japonicα D. D O N ) と 鑑定 し た 。

試料 : 試料No. 1 ( 第25図 7 ) 

本試料 は高下駄で あ る 。 巨視的には 年輪等の判 別が可能で、 色 も 木材色 を 残 し て い る 。 し か

し 強度 は低 〈 、 軟 か く な り 、 組織的に か な り 劣化 し て い た 。 本試料の場合、 台部 と 歯 は さ し か

え る こ と がで き る ように な っ て い た 。 そ し て 、 巨視的に台と 歯 は 同一樹種 と 思 わ れ る の で 原形

保存の た めに最 も 影響が少 な い と 思 わ れ る 歯 の一部 を 試料 と し た。 本部分 は と く に 劣化が著 し い

た め 、 パ ラ フ ィ ン 包 埋 を し て 顕微鏡切片 を 作製 し た 。 劣 化が は げ し い た め 試片作製 は 困難で あ

っ た 。 Photo. 7 -10に木口面 、 柾 目 面 、 板 目 面 の顕微鏡写真 を 示 す 。 木口面 ( Photo. 7 ) か ら

年輪界が明瞭で あ る 。 ま た 組織 は大部分が仮道管 か ら な り た ち 、 針葉樹で あ る こ と が判 明 す る 。
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木 口 面 の 夏 材部 に 所々 樹脂細胞 があ ら わ れ て い る ( Photo. 7 ) 。 ま た柾 目 面 の 観察 か ら 、 放射

事邸哉は放射柔組織の み か ら な り 立 っ て い る ( Photo. 8 ， 10 ) 。 分野壁孔 は 、 前述二つ の 試料 ほ ど

あ き ら かで な い が Photo. lO か ら ス ギ型 を 示 し て い る 。

以上の 特徴 か ら 、 本試料 は ス ギ ( Cryp to me riα jαponica D. D ON) と 鑑定 し た 。 な お他の下

駄の 材質 も 試料No. 8 と 第 24図 2 を 除 い て 、 本試料 と 同一樹種 と 考 え ら れ た 。

試料 : 試料怖. 8 ( 第24図 1 ) 

出 土 し た 下駄の う ち 、 本試料 と も う l 点 ( 第24図 2 ) だ け が、 樹種 が異 な っ て い た 。 本試料の

場合色 がやや黒化 し て い る が、 素材 を 推定で き る 色 が残 っ て い た 。 ま た 巨視的 に は大 き な 管孔

が年輪界 に 沿 っ て 存在 し て い る 。 こ の こ と か ら 広葉樹で、 環孔材で あ る こ と がわ か る 。 こ の 試

料の 年輪幅 は か な り 広 い 。 た だ保存状態 は悪 く 、 わ ず か な 外 力 に よ っ て破壊す る 状態で軟 く な

っ て い た 。 本試料 も パ ラ フ ィ ン 包埋 し て 顕微鏡切片 を 作製 し た 。 Photo. 11 - 14 に結果 を 示 す 。

木 口 面 の状態 か ら 、 環孔材で、 孔圏管孔は 大 き く 、 1 -3 列な ら ん で お り 、 孔圏 外の管孔 は径 が

小 さ い も の が、 孤立 も し く は 半径方向 に 2 個 ほ ど複合 し た状態で散在 し て い る ( Photo. 1 1 ， 12 ) 。

さ ら に 、 大道管 に ゴム 様物質 が観察 さ れ る も の が あ り ( Photo. 13 ) 、 小道管 に は ら せ ん紋 がみ ら

れ た 。 ま た 板 目 で放射組織 は単 列放射組織 も し く は 2 - 4 細胞幅の 多列放射組織 か ら な り 立 っ

て い る 。 単列放射組織 は 1 - 4 細胞高、 多列放射組織は 9 -25細胞高 を 示 し た 。 お お む ね 同性

であ る が、 上下両 縁 ま た は辺縁 に 直立 も し く は方形細胞 を 持つ異性放射組織 がみ ら れた ( Photo.

15， 16 ) 。

以上 の 特徴 か ら 本試料 は セ ン ダ ン ( Me lia A zedarac h L.  va r .  sub t1ゆinnα tα Miq. ) と 鑑定 し

た 。

試料 : 試料No. 5 ( 第28図14)

本試料 は底板 と し て 使用 さ れ て い た も の で 、 木材は柾 目 板 と し て 使用 さ れ て い る 。 保存 は や

や良好で あ っ た が鑑定 用 試料は原形 を 損 な わ な い た め に端部 を 採集 し た た め 、 試料作製 は 困難

で あ っ た 。 巨視的 に は試料No. 2 に き わ め て よ く 類似 し 、 し か も 用途 も 閉 じ と 思 わ れ た 。 パ ラ フ ィ

ン 包埋 に よ っ て 切片 を 作製 し た が劣 化 がは げ し く 、 パ ラ フ ィ ン を 溶 か す と 分散す る た め 、 写真

撮影 は 困難で、 あ っ た 。 そ こ で写真撮影 が可能で あ っ た柾 目 面 、 板 目 面 の 顕微鏡写真 を Photo.

17-19 に示す。 特徴 は 試料No. 2 と 同 じ で ス ギ ( Cryp tome ria japonica D.  DON) と 鑑定 し た 。

試料 : 試料No. 3 ( 第27図 3 ) 

本試料 は く り 抜 き に よ っ て 作製 さ れ た 容器で 、 漆器木地 と 思 わ れ る 。 し た が っ て 、 表面 に 木

口 面 があ ら わ れ て い る 。 試料作製部 は 器具の上部で あ る た め 薄 い 。 色 は わ ず か に 素材色 を 残 し
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て い る が、 全体的 に 黒褐色 を 示 す 。 木 口 上 で は 春材部 に 大管孔 があ ら わ れ 明 白 な 環孔 材 の 特性

を あ ら わ し て い る 。 た だ 、 本試料 も 組織的 に は か な り 劣化 し て お り 、 軟 く 素材 の ま ま の 試料作

製 は 困難で あ っ た 。 そ こ で 、 本試料 も パ ラ フ ィ ン 包埋 し 、 プ レ パ ラ ー ト を 作製 し た 。 Photo. 20

-25 に 顕微鏡写真 を 示 す 。 木 口 面 の Photo. 20 は春材部 に 150μ 以上の径 を 有す る 大 管 孔 がほ ぼ

ー列 に な ら び孔圏 外道管 は そ の径 が急 に 小 さ く な り 、 そ の 小道管 は集合 し て 接線状 に 分岐 し て

い る こ と を 志 す 。 ま た 、 小道管 に は ら せ ん 紋があ ら わ れ る ( Photo. 23， 25 ) 。 ま た 放 射組織 は

単列放射組織の場合 2 - 4 細胞高で あ る が、 数 は 少 な く 大部分 が 多列放射組織で 4 - 6 細胞幅 、

1 1 -32細胞高 を 示 し た ( Pho to. 23， 24 ) 。 ま た 辺縁、 上下縁 に 直立 も し く は 方形細胞、 さ ら に 放

射組織内部 に 方形細胞 が含 ま れ る 場合 も あ る ( Photo. 21 -24 ) 。 ま た 、 こ の よ う な 直立 も し く は

方形細胞 に は結 晶 が含 ま れ る こ と が多 い ( Photo. 21-24 ) 。 な お、 放射組織 は異性放射組織 が 多

い が向性放射組織 も 多 い 。

以上の 特徴 か ら 、 本試料は ケ ヤ キ ( Ze l ko va se rra tα MAKINO ) と 鑑定 し た 。

試料 : 試料No. 7 ( 第28図 16 )

本試料 は 用途不 明 の 木製品 で 、 素材の状態で試料採集時 に す で に 散在 し て し ま う ほ ど劣 化 が

は げ し く 、 材色 も ほ と ん ど黒色 を 呈 し て い た 。 し た がっ て 本試料 は 本鑑定 材 中 最 も 試料作製 が

困難で、 あ っ た 。 本試料 も パ ラ フ ィ ン 包埋で ミ ク ロ ト ー ム 切 片を 作製 し た が 、 試料作製 の段階で

分離 し て 小 さ な 試料 し か得 ら れ な か っ た 。 Pho to. 26-28 に顕微鏡写真 を 示 す 。 木 口 面 の Photo.

26 か ら 道管 の な ら び は放射方向 に 配列 し て い る 。 し た が っ て 本試料は放射孔材で あ る 。 ま た 柾

目 面 に つ い て 、 Pho to. 27 は パ ラ フ ィ ン の 溶解 が不充分で あ る が中央部の道 管 は 壁 が厚 く 、 単穿

孔の 穿孔板 を も つ こ と が示 さ れ 、 そ の 周囲 に柔細胞ス ト ラ ン ド がみ ら れ る 。 Pho to. 28 は 放射組

織 は 大部分 が単列放射組織 も し く は 広放射組織 か ら な り 、 広放射車且織 は複合放射組織で あ る こ

と を 示 し て い る 。 ま た 単列放射組織 は 平伏細胞 か ら な り た っ て い る 。

以上 の 特徴 か ら 本試料は プナ 科 ( Fagαc eαc ) の ア カ ガ シ 亜属 ( Cyc l oba lanops is P rantl ) に

属 す る 樹種 と 鑑定 さ れ る が、 樹種 を 決定 す る こ と は で き な い 。

試料 : 試料No. 6 ( 第28図1 1 )

本試料は鍋蓋状の も の で あ る 。 本試料 も 劣化 がは げ し く 、 黒色 を 呈 し 、 巨視的 に は 本試料の

特徴 は 見 出 し 難 か っ た 。 本試料は板 と し て は繊維方向450 方向の も の で あ る 。 し か し 、 木理 の 方

向 が一定 せ ず不規則 で、あ っ た 。 本試料 も パ ラ フ イ ン 包埋 し 、 顕微鏡切片 を 作製 し た 。 Photo. 29

-32 に 顕微鏡写真 を 示 す 。 Photo. 29 か ら 道管 は 均等 に 分布 し 、 直径 は 半径 方 向 で 70- 120 μ 、 管

孔は孤立 も し く は 半径 方向 に 2 - 3 個接合す る も の があ る 。 道管 の 数 は 1 mm2 で、20前後、 Photo.

30で あ き ら か な よ う に 周 囲柔細胞が発達 し 鞘状 を な し て い る 。 板 目 面 ( Photo. 31 ) は 試料の 劣
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化 がは げ し い た め 、 放射組織 が消失 し た も の も あ る が そ の 他 に 大 き な 空 聞 が み ら れ 、 柾 目 面

( Photo. 32 ) か ら も 油細胞が多数存在 し て い る こ と を示 し て い る 。 放射組織 は お お む ね 3' ， 4 細

胞幅、 8 - 13細胞高で上、 下縁 に 直立細胞がみ ら れ異性放射組織 を 示 す 。

以上の特徴 か ら 本試料は ク ス 科 ( Lauraceae) に属 し て お り 、 放射組織の形状等 か ら タ プノ キ

属 ( Machi lus sp. ) に属す る 樹種 と 鑑定 し た 。
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前科No. 4 柾 目 面館料No. 4 木口 面

‘g''tR幽''

t!

1lI!i1

..

 

E.1ι'Ea.

 

!

 

2 

館料No. 2 柾 目 面6 鼠料No. 2 木口画5 鼠料判0. 4 柾 目 函4 

館料No. l 板 目 薗9 院料No. l 柾 自 画

81 

8 賦料No. l 木 口 面

付 3 一図版 1

7 



1 0  試料判。. 1 ;値 目 蘭

1 3  試料判。. 8 木口商

1 6 試料No. 8 板 自 画

付 3 -図版 2

1 1  試料No. 8 木口薗

14 試料No. 8 柾 目 高

1 7 試料No. 5 柾 目 函

包

1 2  試料No. 8 木口薗

1 5  試料No. 8 板 目 薗

1 8 試料No. 5 柾 目 函



1 9  鼠料No. 5 板 目 面 20 試料No. 3 木 口 画 拭料No. 3 柾 目 面

22 試料No. 3 柾 目 面 23 試料判0. 3 板 目 面 24 試料No. 3 板 目 面

25 試料No. 3 板 目 面 26 試料No. 7 木口 面 27 試料判0. 7 柾 目 函

付 s 図版 s
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28 試料No. 7 板 園高 29 試料No. 6 木口面 30 試料No. 6 木口函

3 1  試料No. 6 板 目 面

付 s 図版 4

※photo 中 ス ケ ー ル は す べ て 100μ を あ ら わ す 。
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付論 4 . 高橋南貝 塚出 土 の 動物遺存体

木村 幾 多郎 ( 九州 大学医学部)
本遺跡 よ り 、 3 綱 15種の 動物遺存体 が確認 さ れ た 。 同 定 さ れ た も の は 次 の 通 り で あ る 。

魚 網 Clαss Pis ces  
1 .  サ メ 生買 Laminα fam i 

2 . マ ダ イ Chrysophrys majo r TEMMINCK & S CHLEGEL 

3 . ク ロ ダ イ My lio  mac ro c epha lus ( B AS ILEWSKY)  

4 . タ マ ミ L e thrinus haematop terus TEMMINCK & S CHLEGEL 

5 . イ シ ダ イ Op l egna thus f(αsc ia tus ( TEMMINCK & S CHLEGEL ) 

6 .  タ チ ウ オ Tri chiurU8 lep turus L INNE 

腿虫綱 Clαss Pep t i l i c;  
7 . ス ッ ポ ン Trionyx s inensi8 japonicu8 TEMMINCK & S CHLEGEL 

晴乳網 C lass Mammα l iα 
8 . イ ノ シ シ Sus s c ro fa leucomys tαX TEMMINCK 

9 . シ カ C e rvus nippon TEMMINCK 

10. イ ヌ Cαnis "αm i liaris 

11 .  タ 決 キ Ny c te reutes p ro cyono ides G RAY 

12.  ド ブ ネ ズ ミ Rat tu8 no rvegicus BERKENI-IOUT 

13. ニ ホ ン ザ ル Macaca  fus c a ta R I .YTH 

14. ウ マ 類 Equus cαba l lus 

15. バ ン ド ウ イ ル カ Tu rs iops truncα tus - (MONTAGUE ) 

同 定 さ れ た 上記 の 各 々 に つ い て 以下若干 の 所見 を の べ る 。

魚 網
サ メ 類
歯 牙 ・ 脊椎骨 が検出 さ れ て い る が、 個 々 の 種 の 同 定 は で き な か っ た 。 歯 牙 の う ち ( A- 2- 9 ，

10 ) よ り 採集 さ れ た も の は 「三角 形 で鋭 く 尖 り 、 鋸歯縁 が な く 、 両側 に 小 さ い 1 基底 尖頭J ( 松

原1965) が あ り 、 ネ ズ ミ ザ メ Lamnia di tropis H UBBS  & F OLLETT と 推定 さ れ る 。 歯 牙 全 高

は 、 そ れ ぞ れ21. 3mm ・ 22. 5mmで、 あ る 。

脊椎骨 は 多 数採集 さ れ て お り 、 そ の形態 よ り 、 (a)椎体上下 に 2 つ づっ 、 そ れ ぞ れ神経弓 門 と
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側突起の つ く 凹 が あ り 、 ま わ り がな め ら か な も の、 (b)上下 2 つ づっ の 凹 があ り 、 ま わ り に ス ジの入

っ て い る も の が あ り 、 さ ら に 前者 に は ( a' ) 椎体 が強 く く び れ て 木 臼 型 に な る も の があ る 。 (a) が

一番 多 く 採集 さ れ 、 椎体径 が37- 9 mm ま で各種 あ る 。 5 mm毎 の 階級 に 分 け た 時の 各層 よ り の 出

土個体数 は 次表の 通 り で あ る 。 そ れ に よ れ ば、 25 mm以上の比較的大 き な 椎体 が 多 い 。 (a) は 、 ド

ヂザ メ な ど 、 (b) は モ ウ ガサ メ な ど 、 ( a' ) は ホ シ ザ メ な どの 脊椎骨 と さ れ て い る が、 確認 し て お

ら ず不 明 で、 あ る 。 他 に C - 3 -1O よ り 、 歯牙全高9 .2mmの歯牙 が検出 さ れ て い る 。

サ メ 類脊椎骨層位別 出土個体数

�ミさ 10mm以下 10-15 15-20 20-25 25-30 30-35 35醐以上

9 層 1 3 ( l-b) l 2 2 4 1 (b )  

9 層 下 。 O O O 2 l O 

10 層 O O 2 O 3 l 1 

そ の 他 O 1 (a' ) O O O O 2 

総 数 1 4 3 2 7 6 4 

マ ダ イ
( ) 印 の な い も の は (a )類

前上 顎骨、 主上顎骨 が多 く 検出 さ れ 、 他 に 歯骨、 主鯨蓋骨、 方骨、 脊椎骨が採集 さ れ て い る 。

赤沢( 1977) に よ れ ば、 前上顎骨長 ( PML ) と 、 体長 と は相関関係 を 示 し 、 有意 な 係数 も 得 ら れ る

と い う こ と で あ る 。 計測可能で あ っ た 2 点の PML ( =57. 6mm， 31 . 4 mm ) よ り す れ ば、 約67cm、

36 cm前 後 の 体長 を 持つ 個体 と な る 。 主上顎骨 に も 大小 あ り 、 そ れ ぞ れ に応 じ て い る よ う で あ る 。

脊椎骨 は 椎高 14. 5 mmの個体が採集 さ れ て い る 。 マ ダ イ は 、 本遺跡で ク ロ ダ イ に つ い で 多 く 採集

さ れ た硬骨魚類で 、 岩礁性の近海魚 で あ り 縄文時代以来 の 主要漁掛対象魚 で あ る 。

マ ダ イ 層位別 出土個体数

注ご!と 日目 上 顎 骨 主 上 顎 骨 歯 骨 方 骨 主総 蓋 骨
脊 椎 骨

T T T T T 

9 層 2 l l l 1 

9 層 下 1 

10 層 1 1 2 1 l 

P - 5 1 

ク ロ ダ イ
前上 顎骨、 歯 骨 が検出 さ れ た 。 沿岸性の魚で 内 湾 に も 多 く 、 本遺跡で は魚類の 中 で一番 多 く

捕獲 さ れ て い た よ う で あ る ( 前上 顎骨の 出 土点数 か ら ) 。 前上顎骨長 の 計測可能 な も の は 2 点

あ り 、 赤沢 ( 1977 ) に よ れ ば、 そ れ ぞ れ体長約30 cm前後 ( PML =30. 8 mm ) 、 約34 cm前後 ( PML=

36. 0 mm) と 推定 さ れ る 。 他の PML も 似 た よ う な 値 を 示 す と 思 わ れ る 。 ク ロ ダ イ は 、 大 き く て 体

長60 cm程、 普通で40 cm程で あ る か ら 、 大 き な 個体 と は い え な い が、 捕獲対象 と し て は こ の 程度

の も の が多 か っ た の で あ ろ う か。
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ク ロ ダイ 層位別 出土個体数

タ マ ミ

右側上 顎骨 ( A - 6 - 9 ) と 、 左側歯骨 ( B - 2 -1O) が検出 さ れ た 。 岩礁性 の 浅海 に 棲む近海

魚 で 、 フ エ フ キ ダ イ と い う 。 本来体長60 cm に お よ ぶ魚であ る が、 本標本 は若干 の 欠 損 が あ る が

PML =27. 5 mmで 、 大 き な 個体 と は い え な い 。

イ シ ダ イ
右側歯骨 ( C - 4 - 9 )が検出 さ れ た 。 岩礁性 の 沿岸魚 で あ る 。 本標本 は 大 き く 、 老性化 し て

い る 。

タ チ ウ オ
鋭 い 歯 を 持つ 左側 前 上 顎骨 ( B- 4 - 9 ) が検出 さ れ て い る 。 水深100m 程 の 泥底 に 棲 む 魚 で

あ る が 、 産卵期 ( 8 、 9 月 頃 ) に は 、 内湾、 浅海 に寄せ て く る と い わ れ 、 そ の 時捕獲 し た も の で

あ ろ う 。

聴虫綱
ス ッ ポ ン
C - 5 - 9 よ り 、 頭骨 ・ 前腕骨 ・ 背甲中央板 ・ 指骨 ・ 脊椎骨の 一部 を 欠 く 、 ほ ぼ一体分 の 標

本 が検出 さ れ た 。 背 甲板 の 全 長 141 .5mm で、 あ る 。 他 に も B - 6 - 8 よ り 、 同一個体の も の と 思 わ

れ る 背 甲 左側第 三肋骨板 ・ 大腿骨 ( R.) 、 鳥 橡骨( L. )が検出 さ れ て お り 、 C- 5 - 9 の 個 体 よ り 大

き い 。 ス ッ ポ ン は完 全 な 淡水性で 、 現在 も 食用 に 供 さ れ て い る 。

晴乳綱
イ ノ シ シ
全体量 と し て は 多 く な い 。 C - 5 - 9 の 肩 甲骨や、 B - 2 -10の 上 顎骨吻部先端 の よ う に 大

き く 成獣 と み ら れ る も の も あ る が、 全体的 に は 生後12 ヶ 月 前後 と 思 わ れ る 個 体 が 多 い 。 B - 3

-10の 下 顎骨( L . )は 生後 4 - 5 ヶ 月 、 B - 4 ー 10の 肩 甲骨(R. ) は 極 め て 小 さ く 骨端 が完全 に 分

離 し て お り 、 生後 ま も な い と 考 え ら れ る も の が あ る 。 縄文時代貝 塚で は あ ま り 見 ら れ な い 傾 向

で あ る 。 性 別 で は 、 B - 3 -1O よ り 雄獣の 犬歯(L. )が検出 ・確認 さ れ て い る だ け で あ る が、 A-

4 - 9 の頭骨片 、 C - 5 - 9 の 肩 甲骨( R. ) 、 B- 2 -10の 上 顎骨( R. ) 、 A- l ー 10の 下 顎骨 (R. )

は比較的大 き く 雄獣 と 推定 さ れ る も の があ る 。 C - 3 - 9 の 肩 甲骨( Ft . ) や 、 B - 4 - 9 の 下 顎
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骨(R. ， L.) の よ う に 成猷で も や や小形で雌猷 と 考 え ら れ る も の も あ る が、 残 り は幼獣 と 思 わ れ る

小形 の も の が 多 い 。

イ ノ シ シ 層位別 出土個体数

託之!と 肩 甲 骨 尺 骨 腫 骨
頭 骨 片 脊 椎 骨 指 骨

T T T 

8 層 1 

9 層 2 2 1 l 

10 層 C' 1 1 

表 採 Th' 

イ ノ シ シ 歯牙

出 土 区 ・ 層 残 存 歯 牙

8- 4 - 9 (M ， ) M ， M ，  ( 九 ) I ( P， )  M ，  M ， 附 |
C - 3 - 9  E.1 
C - 4 - 9 (M 2 ) M E mz m2 m l g I G |  
A- 1 -1O (M ' )  M ' I  
8- 2 -10 ×13 × 12 11 1 
8- 3 -10 広7百7
8- 3 -10 Iで 合

〔備考) X 印 は 、 歯槽 があ り 、 歯 牙 が欠失 し て い る も の 。

( ) 印 は 、 蔚出 中 及 び、 骨体内 に歯牙 が埋没 し て い る も の 。

シ カ
採集量 は き わ め て 少 な く 、 椀骨( L.)が 2 点 ( C- 4 - 8 ， A- 5 - 9 ) と 、 中足骨小片 ( A - 5

- 9  ) が検出 さ れ て い る の み で あ る 。 +尭骨片 よ り す れ ば、 成獣で あ っ た と 推定 さ れ る 。

イ ヌ
四肢骨の み が採集 さ れ 、 頭骨 ・ 歯牙等は検出 さ れ な か っ た 。 し た が っ て '性別 ・ 年令 等明確 に

し え な い が、 C - 5 - 9 よ り 採集 さ れ た 大腿骨 は両骨端 が完全 に 分離 し て 欠 失 し て お り 、 幼獣

で あ っ た と 思 わ れ る 。 四肢骨最大長 よ り す れ ば、 い ず れ も 長谷部( 1952 ) の い う 、 中小犬 に 属す

る 。 幼獣の 大腿骨 を 除 い て 、 上腕骨( B - 3 - 9 ) 、 尺骨 ( A - 6 - 9 ) 、 腔骨( B - 3 - 9 ) は 、

同一個体の も の と し て さ し っ か え な い 大 き さ を し て い る が、 腔骨 は 出 土層位 ・ 区 を 異 に し 、 保

存状態 も 違 い 別個体の も の と 考 え ら れ る 。 他 に 寛骨( L.)破片 ( B- 2 - 10) 、 胸椎(B- 3 -10)

が採集 さ れ て い る 。 各骨 は 、 そ れ ぞれ 分散 し て 採集 さ れ て お り 、 遺跡の 状態 か ら し で も 埋葬 さ

れ て い た と は 考 え に く い 。
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タ ヌ キ

腔骨 ( R. ) 

143 .9 

8- 4 - 9 の 下 顎骨 ( R. )は 、 犬歯 が残存植立 し て お り 、 そ れ か ら す れ ば雄獣で あ る 。 商司 は未

崩 出 で あ る 。 P t -M2歯列長39. 7mmo Cー 3 - 9 の 下 顎骨 ( R. )の P t-M3 歯列 長42. 1 mm で あ る 。 下

顎骨全長 は 後者 の 方 が短 い ( 完形で な い た め 下 事期吉合部後端 か ら 下 顎角 ま で の 長 さ を 比較 し た )。

後者 は 、 P t -M3 ま で蔚出 し て い る が、 犬歯 が残存 し て お ら ず性 別 は 不 明 で あ る 。 し か し 、 前者

よ り 下 顎骨 が小 さ い こ と を 考 え れ ば、 雌猷 と 推定 さ れ る 。 歯 の 岐耗は ほ と ん ど 認 め ら れ な い 。

他 に C - 3 - 9 下 よ り 腔骨 (R. ) が検出 さ れ て い る 。

ド ブ ネ ズ ミ
右側 下 額骨( A - 4 - 9 ) 1 点 が検出 さ れ た 。 下 顎枝 を 欠 く 。 食用 に し た も の と い う よ り 、 貝

塚形成時 に 混入 し た も の で あ ろ う か 。

ニ ホ ン ザル

下 顎高 8 .0mm 下 顎臼歯列長 7 .6mm 

右側上 顎歯 2 本 が検出 さ れ た 。 旦:1 ( 8- 2 - 10) は象牙質 がわ ず か に 各岐頭 の 部 分 だ け に 露

出 し 、 且1 ( 8- 5 - 9 ) は 、 象牙質 が二 岐頭 を 通絡す る よ う に露出 し て い る 。 M ' の 崩 出 が 2 才

頃、 P2 の 崩 出 が3 .5 才頃 ( 雌獣の 方 が若干崩 出時期 が早 い ) で 、 崩 出 時期 が異 な る の で 、 2 歯 の

岐耗度 の 差 は 当 然起 り う る こ と で 、 同一個体の も の と い え な い こ と も な い が、 区 ・ 層 と も 異 な

り 、 保存状態 も 違 う の で 、 別個体の も の で あ ろ う 。 E交耗度 よ り す れ ば、 戸 は 10才以下 ( 6-7 才

程 ) 、 M' は 10才以上 ( 13- 14才程) と 推定 さ れ る ( 桐野 ・ 佐伯 1964 ) 0 M ' に は 麟歯 が近 側 に 認 め

ら れ る 。

ウ マ

歯冠高( 頬側 )

6 .5 

主 に 四肢骨 ・ 歯牙 が検出 さ れ た 。 完全 な 四肢骨の 最大長 よ り す る 林田 ・ 山 内 ( 1957 ) の 体高推

定 式 よ り す れ ば、 平均体高 124 .5cm と な り 、 先史時代 の小形 馬 と 、 中形 馬 の 中 聞 に 属 す る 。 林田

( 1957 ) に よ れ ば、 鎌倉 材木座 の 中 世馬 は 、 平均体高 129 .5cm で、 中形 馬 が主体 を 占 め て お り 、 軍 馬

の た め 比 較的 大形 の 馬 が選択 さ れ た の で あ ろ う と し て い る 。 文 多 々 良 中 世 馬 ( 林田 1972 ) は 、 歯

牙 よ り し て 小形で あ る と し て い る 。 本遺跡 出 土 の 馬歯 よ り し て も 、 多 々 良 中 世 馬 よ り 大 き く 、

中形馬 に 属 す る 御崎馬 に 類似 し た 値 を 示 し て い る 。 A- 5 - 9 よ り 検出 さ れ た 歯 は 、 同一個体
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の も の と 思 わ れ る 。 岐耗が少 な く 若 い個体の も の で あ ろ う 。 た だ盟3 だ け は 、 舌 頬側 方 向 に 岐

耗が進 ん で お り ( よ り 早 く 崩 出 し た はずの M1 よ り も か な り 進 ん で、 い る ) 別個体の も の で あ ろ う

か 。 B - 3 - 9 よ り 検出 さ れ た且3 は 岐耗が歯頚部 ま で及 ん で、 お り 、 老 齢 馬 と 思 わ れ る 。 尺骨

は棟骨遠住端 ま で達せ ず 、 そ の 最大長比 は59% で 、 前述 の 鎌倉馬 の平均64% に 近値で あ り 、 日

本先史時代 馬 、 日 本在来馬 に類似 し 、 蒙古馬 と は異 な る ( 林田 1957 ) 。 各四肢骨 は 、 人為的 に 打

害リ ら れ た と 思 わ れ る も の は な い 。

ウ マ 層位別 出土個体数

正--...........更 頭 骨 片 上 1完 骨 椀 骨 ・ 尺 骨 | 大 腿 骨 腔 骨

T T T . r T 

2 層 ' 1 

8 層 a 1 

9 層 2 1 2 

9 層 下 l ' 
』

10 層 ‘ l . . 

ウ マ 四肢骨計測 表

よ哩111 最大長 推定体晶 近位部 近位部 中央部 中央部 逮位部 遠位部 中 央幅 X 100 (cm ) 幅 前後径 幅 前後径 幅 前後径 最大長
+尭 骨 ( L. ) 307 .9 121 .4 72. 0 35. 0 31. 8 23. 3 65+ α 40. 8 10. 32 

( 8 - 5 - 9 下 )

経 骨 (L. ) 355 .5 127 .5 74. 0+ α 35. 2 30. 0 63. 6 34. 3 ( 8 - 6 - 9 )  

経 骨 ( L. ) 30. 0 28. 5 ( 8 - 6 - 9 )  

よ明空ど 最大長
二角 筋粗面 骨体最 骨体最小
に お け る 幅 小 幅 前後径

上 腕 骨 ( R. )
※ 計測点、 は Due rust ( 1926) に よ る 。

( 0- 3 - 8 ) 
52. 5十 日 28. 8 36. 9 ( 単位 : mm ) 

ウ マ 歯牙計測表

ぷ\芝目 歯 冠 長 歯 冠 幅 現 高

.EI 36. 4 21. 75 

Ð 29. 2 25. 1 72. 9 

とl 28. 3 25. 8 73. 0 

担1 24. 8 25. 3 67. 3 

旦3 25. 9 21. 2 66. 7 

下司 28. 8 26. 6 71 .  0 

下可 29. 3  26. 4 71. 6 

(単位 : mm ) 

イ ル カ 科
イ ル カ 科動物 の 骨 は 、 そ の形 が大 き い の で採集獣骨標本の 中 で量的 な 割合 が 多 い 。 イ Jレ カ 科

動物の う ち 同定 さ れ た も の は 、 バ ン ド ウ イ ル カ だ け で あ る 。 ( 西脇1965 )
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バ ン ド ウ イ ル カ Turs iops truncα tus (MONTAGUE) C- 4 -10 よ り 、 下 顎骨 (R. ， L . ) 、 上 顎骨

( L ) 、 頭骨片 が採集 さ れ て お り 同一個体の も の と 思 わ れ る 。 右側下 顎骨 は 、 吻部先端 を 若干 欠

く が、 ほ ぽ復 元で き 、 下 顎長 は40. 4cm で、 あ る 。 歯槽 は22個 ( + 1 - 2 ) 認 め ら れ 、 各歯槽 は径 6

- 9 mm と 大 き い 。 遊離 し た 歯 が19個採集 さ れ て お り 、 径6 .5 X 6mm、 歯 高28mm前後で 、 歯冠先端

がやや曲 り と が る 。 大 き さ か ら い っ て 同一個体 か ら 遊離 し た も の と 考 え ら れ る 。 脊椎骨 は 、 A

- 6 - 9 よ り 胸椎 4 個 、 腰椎 1 個 が採集 さ れ て い る 。

A - 6 - 9 よ り 検 出 さ れ た 下 顎骨( R.)は 、 下 顎枝部分 の破片 で あ る が‘ 前 記 の も の に 較べて

か な り 大 き く 、 大 き さ と し て は ゴ ン ド ウ ク ジ ラ に似 る も 、 そ れ よ り 頑丈 な 感 じ がす る が、 シ ャ

チ の 下 顎骨の 大 き さ 、 頑丈 さ に は と て も 及 ば な い 。 肋骨 も 、 バ ン ド ウ イ ル カ の も の と し て は 大

き す ぎ る も の が 2 点 ( C- 5 - 9 、 B - 6 - 8 )採集 さ れ て お り 、 胸椎の 練突起部分、 腰椎肋骨

突起部分破片 は 大 き く 、 同一個体 か 、 同種類の も の で あ ろ う 。

バ ン ド ウ イ ル カ は 、 全長2 .7m内外で、 沿岸性で あ り 群 を な し 、 時 々 湾内 に ま よ い 込 ん だ り す

る こ と が あ り 、 現代 で も 追 い 込 み 漁法で捕獲す る こ と が あ る 。 採集 さ れ た 各骨 に は 、 刃 物 に よ

る キ ズ が 多 数 み ら れ 、 下 顎骨 ・ 頭骨 な ど明 ら か に 刃物で タ タ キ 割 ら れ た あ と を 示 し て い る 。 脊

椎骨 ・ 肋骨 に も キ ズ は認め ら れ 、 骨 よ り 肉 を 取 る 時 に つ い た キ ズ と 思 わ れ る 。

イ ル カ 層位別 出土個体数

孟\旦と 上 顎 骨 下 顎 骨
頭 骨 片 舌

r r 

2 層

8 層 1 

9 層 l 

10 層 4 ( 同一個体 ) 1 l 

骨
脊 椎 骨

大 l 小

1 6 

肋 骨

大 l 中 ! 小
1 

2 

2 

以上の 動物遺存体の 他 に 、 魚類で は 2 - 3 種同定 で き な か っ た 骨片 が あ り 、 他 に 軟体動物 こ

う い か の 甲 ( C - 5 - 8 ) 、 節足動物 カ ニ の 鋲 ( B - 3 -10、 A - 5 - 9 ) 、 鳥網 の 上腕骨 (L. )

( A- 2 - 9 ) が採集 さ れ て い る が種名 は同定 で き な か っ た 。

こ れ ら 動物遺存体 は 、 す べ て が食用 に供 さ れ た と は 思 え ず、 ド ブ ネ ズ ミ は 食料残津 に 寄 っ て

き た も の で あ ろ う し 、 イ ヌ ・ ウ マ は家畜 と さ れ て い た も の で あ ろ う 。 特 に ウ マ は 、 本遺跡 が中

世集落 に 付属 す る 貝 塚で あ り 、 体高 も 小形馬で あ る よ り 中形 馬 に 近 く 、 農耕馬 と い う よ り 、 日

常 の 乗 用 馬 と し て 使用 さ れ て い た も の で あ ろ う か 。

イ ノ シ シ の 遺存骨 に 幼若猷の 占 め る 率 が高 い こ と は養猪の存在 を 推定 さ せ る も の が あ る 。 金

子浩昌氏 は 、 遺跡で幼獣( ー 才前後 ) の 比 率 が高 い ( 50%以上) こ と は 、 養猪の存在 を 推定 さ せ る

根拠の 一つ に な る と し て い る ( 金子1975 ) 。 イ ノ シ シ ・ シ カ の遺存骨 が全体的 に 少量で、 あ る と は

い っ て も 、 シ カ に 較べ イ ノ シ シ の 占 め る 率 が高 く 、 シ カ の遺存骨 が少 い こ と は 、 本 貝 塚形 成
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者 が狩猟民 と は 考 え ら れ な い こ と か ら す れ ば( 社会的 ・ 地理的条件等 か ら ) う な ず け る こ と で あ

る が、 養猪の存在 を 推定 す れ ば よ り 考 え やす い こ と に な る 。

イ ル カ は 、 天草近海 を 群遊 し 、 時 々 天草の湾内 lこ も 押 し 寄せ て く る こ と が あ り 、 有 明 海 に も

入 る こ と が あ っ た と 思 わ れ る 。 サ メ は 、 天草富 岡 で は 、 古 く か ら 年中行事のーっ と し て 「蟻狩4

が行 わ れ て お り 、 大正13年 に は 126 頭 の 漁獲 が あ っ た と い う こ と で あ る 。 ( 大島1929 )

本 貝 塚形成者 は 脊椎動物遺存骨 か ら い っ て も 、 水産動物 に 対す る 依存の比率 は 大 き か っ た と

い え よ う 。

な お 、 本報告 に あ た っ て は 、 主 に 九州 大学医学部解剖 学教室の 各種骨格標本 を 参考 に し 、 九

大農学部 高原 斉助教授、 医学部永井 昌 文教授の教示 を 得 た 。 付載 の 写 真 は 、 医学部解剖 学教室

助手那須哲夫氏 に よ る も の で あ る 。
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1 � 5 マ ダ イ ， 6 � 7 ク ロ ダ イ ， 8�9 タ マ ミ ， 1 0 タ チ ウ ォ ， 1 1 イ シ ダ イ ，

1 2 � 1 3 サ メ ， 1 4 サル， 1 5 ド ブ ネ ズ ミ

川柳州州側111111111ド111111111111111111111帆叩明11111111111111111111111111111川川川11111州1111111111111111111州111111111111川川111111111111111111111111111111111111111111111111111111明

ス ッ ポ ン

付4 図版 1 動物遺存体
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2 3 

ーム ー “
1"t"'�1 1 1  

1 2  

同・開問酬11111川111111111帆11111111111111川叩印刷川IIIIM州州酬 明�つ 1 11 1 1 1 1 1q 1 I 1 1 1 I  ， .. 圃園田園ー-�
1 -4 イ ヌ ， 5 - 9 イ ノ シ シ . 1 0 シ カ ， 1 1 - 1 2 タ ヌ キ

-・・・・圃同州 �ml'llIl川山H川伽 山山岡山川1111111� 岡 山 l1um川 咽�llllllllllllnl�nn�川川Iln�川 棚 mlIM�川 tNl.I'I��川川11111問 H伽川山山111111凶州川1111州附 榊附榊l

ウ マ (歯 ・ 四肢骨)

付 争 図版 2 動物遺存体
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バ ン ド ウ イ ル カ

-圃・瞥州酬川川川叩州州刷川"'1''''1''''川川剛州刷州叫川中川剛山山川州川川川附1'1111""1""1111川""1""1'山1"州酬1

イ ル カ類

付4- 図版 3 動物遺存体
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1 1 }  遺跡の遠景

(2 )  遺跡の遠景 (3) 調査前の状況

図版 2
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( 1 ) 調 査地全景

(2) 調査地全景

図版 3
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(4) 遺物出土状態

図版 4
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( 1 ) 貝 層 の状況

貝層 の状況

(3) 遺物出土状態
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( 1 )  大潮満潮時の調査区

(2)  貝膚 の状況

図版 5
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図版 7 白磁 (-1-)
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図版 9 土師器 (郊) (+)

1 0 4  



図版 1 0 土 師器 (汗 ・ 皿) (古一)
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1 8 - 2 1 8 - 3 

1 8- 1 

1 8- 5 
1 8- 4 1 8 - 6 

1 9 一 1

図版 1 1 土師器 (皿) ・ 瓦器 ・ 須恵質土器 (吉一)
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1 9 - 7 

1 9 - 4 

1 9- 1 1  

図版 1 2 須恵質土器 H-)
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20- 6 
20- 1 

21 - 1 1  

20- 2 

21 - 7 

21 - 9 2 1 - 3 

図版 1 3 須恵質土器 ・ 陶器 (常滑焼) (+)
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常滑燐破片

図版 1 4 陶器 (常滑焼) ・ 縄糊陶器 ・ 土師質土器 ( 古一)

10 9 



24- 1 

24- 2 
図版 1 5 木製品 (下駄) (+)

1 1 0  



24- 4 
図版 1 6 木製品 (下駄) (+)

I I I  



24- 5 

図版 1 7 木製品 (下駄) (+)
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図版 1 8 木製品 (下駄) (古一)

1 1 3 



27- 2 

27- 4 

図版 1 9 木製品 (下駄 ・ 椀 ・ 櫛) (古一)

1 1 4 



26- 1 - 1 7  

27- 7 

27- 6 

27- 5 

27- 1 0  

図 版 20 木製品 (箸状木製品 ・ 底 板 ・ 用 途不明木製品 ) (す)
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28- 1 6  

28- 1 3  28- 1 4  

図版21 木製品 (蓋 ・ 底板 ・ 用 途不明木製品) (士)

1 1 6 



事園調・

29- 1 - 5 

30- 2 

30- 3 

30- 5 

30- 8 
30- 9 

図版22 石製品 (滑石製石 鍋 ・ 磨製石斧 ・ 砥石 ・ 用 途不明石製品 ) (す)
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�. u �I ・s

30- 4 

- 30- 6 



32- 6 

32- 7 32- 8 

図版23 貝製品 ・ 土製品 ・ 金属 製品 ・ 骨 角 器 ( +)

1 1 8  

32- 1 - 5 

32- 1 0 

32- 1 1  



33- 1 33- 2 33- 3 33- 4 

34- 3 

34- 2 

34- 4 

図版24 古銭 (ート) ・ 縄文式土器 H-)

1 1 9 



図版25 自 然遺物 (貝類 ・ 桃実 )
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